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　最後の銃声がむなしく響いた。

　音楽ホールほどの空間のほとんどを占めている、巨大な装そう置ち。透明な筒つつ状じようのカプセルが一つ。その中に赤ん坊の拳こぶしほどの石が浮いていた。その小さな石を守るようにして、ケーブルが張はりめぐらされている。

「くそっ――」

　その装置の前で、一方的な戦いが終結しようとしていた。

　青いタイツのようなスーツの上から、カウボーイハットや編み上げブーツを身につけている男を、黒い戦闘服の人間が取り囲んでいる。

「やってくれたな……グッドジョブ・ビリー」

　戦闘員の群れから、ヒゲ面づらの男性が現れた。黒いマントを羽は織おり、小説に出てくる魔術師が持っていそうな杖つえを手にしている。

「このブラック・ブリッツの基地に乗り込んだ上、ここまで攻せめ込こむとはな……予想外だったぞ。いや……正義のヒーローにとっては不可能も可能になるのだったか」

　含ふくみ笑わらいをする黒マント。そして急に杖を振り上げ、

「だがこのデイストーンだけは壊こわせんぞ！　この石こそ、我らブラック・ブリッツの命！　たとえ全団員が死のうとも、この石だけは守り通す！」

「それは……俺だって同じだ。デイストーンは世界の宝だ。てめぇらのような悪の組織にホイホイ利用されちゃ、ヒーローの名がすたるってもんだ」

　皮肉げにつぶやく青いスーツの男――グッドジョブ・ビリー。しかし片膝かたひざをついている。ここまでに受けたダメージと疲ひ労ろうが大きすぎたようだ。自慢の二に丁ちよう拳けん銃じゆうも、弾たまがなければ何もできない。

「ふん。その減へらず口ぐちがいつまで叩たたけるかな」

　黒マントは筒の中の小さな石を見上げる。

　まばゆい光を放っている石。数年前、世界を半壊させた隕いん石せきの欠片かけら――それが現在では様々な産業に使われ、奇跡の石として珍重されている。良い意味でも悪い意味でも世界を変えた石。

　それを独占しようとする輩やからと、その力を正しいことに使おうとする者達の戦いが起こるのに時間はかからなかった。

　悪の組そ織しきと正義の味方という、簡単な構図だ。

　そしてどうやら今回の戦いは悪の組織側に軍配が上がったようだ。ヒーローが相手では、ブラック・ブリッツの戦闘員が十人束たばになってもかなわない。しかし、基地には二百人以上の構成員がいるのだ。

「では戦闘員たちよ、この猪いのしし武む者しやを捕とらえよ！」

　黒い包囲網が狭せばまった。戦闘員たちは手にロープや手て錠じようや拘こう束そく衣いを持ち、それでもグッドジョブ・ビリーが怖こわいのか、じりじりと近寄っていく。

　ビリーが終わりを確信した、その時だった。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　爆音と共に部屋の扉が吹き飛んだ。そして開いた扉から数人の戦闘員が飛ばされ、壁に叩きつけられる。全員が扉に目をやった。

「誰だ!?」

　黒マントの叫びに答えるように、煙けむりの向こうから何者かが姿を見せる。

　馬だった。

　白い機械の馬が、優雅に歩いている。赤いハーネスがよく映はえる。その後ろからガラガラと音を立てて入ってくるのは、純白の馬車だった。それも現代風の馬車ではなく、中世ヨーロッパの貴族が乗るような、幌ほろのついた馬車だ。

「あ、あの馬車は！」

　たじろぐ黒マント。

　馬車の扉がゆっくりと開き、中から出てきたのは馬車にそぐわない、背の低い女の子だった。中学か高校か、どこかの学校の制服を着ている。

　縁ふちの太い眼鏡に、長いおさげの髪。どう見ても真ま面じ目めな女子高生といった出いで立たち。

　革かわ靴ぐつがこつんと床を叩いた。

「あ、あの……すみません。遅れてしまいました」

　ちょこんと頭を下げ、少女はグッドジョブ・ビリーに丁てい寧ねいに謝しや罪ざいした。

「君は？」

「はい、えっと、速はや水みキリオと申します」

「速水キリオ……『薔ば薇らの騎き士し』か……」

　その名前を聞いて、ブラック・ブリッツの戦闘員たちにどよめきが伝わる。

「は、はい。すみません」

　別に怒られているわけでもないのに、謝あやまる。

「俺からの救援コールは断ったはずだろ……」

「いえ、その、断ったわけじゃないんです。できるならすぐにでも駆けつけたかったんですけど、えっと、授業が――」

「そうか。すまなかったな……」

　少女――速水キリオはおさげをいじくりながら、顔を真っ赤にしている。こうしてみると、とてもヒーローとは思えない。

　だからグッドジョブ・ビリーは素直に疑問をぶつけてみた。

「あんた、本当に薔薇の騎士なのか？　俺は変身後の姿ならデータで見たことあるが、とてもあんたのような――」

「え、その、はい、すみません！」

　また謝る。

「でも、私、薔薇の騎士なんです……」

「そ、そうか。まぁ君がそう言うならそうなんだろう」

　そう、あの後ろに控ひかえている馬車は、薔薇の騎士の乗り物だ。それにヒーローでもないのにブラック・ブリッツの基地の最さい奥おう部ぶまで侵しん入にゆうできるわけがない。

「できるか？」

　目的語を抜いて、グッドジョブ・ビリーは訊きいた。

「は、はい。やってみます」

　うなずいて、グッドジョブ・ビリーは変身を解といた。青いスーツが光に包まれ、そして西部劇の保安官のような恰かつ好こう――つまり変身後とあまり変わらない服装――の男が姿を現す。短髪で無ぶ精しよう髭ひげを生はやした若い男だった。彫ほりの深い顔が、野性的な魅力を感じさせる。

「……」

　その姿を、速水キリオはまじまじと見つめていた。

「どうした？」

「え、あの、そのですね……お願いがひとつあるんです」

「なんだ？」

「アルタイルの――馬車の中に入って、待っていてもらえませんか？　できれば、戦っている所を見られたくないんです」

　うつむく少女。まるで鶴つるの恩返しだ。

　アルタイルとは、あの機械の馬と馬車のことらしい。ヒーローの馬車だ、銃弾でもはじき返すほど頑がん丈じような作りなのだろうが、別にここで休んでいてもいいはずだ。そんなに荒っぽい戦い方をするのだろうか。

「ブラック・ブリッツのみなさんも、お願いします。この人はもう戦闘できません。アルタイルの中で休ませてあげてください」

「ハッハッハ、小娘が何を言うかと思えば！　そんなか弱い身体で、グッドジョブ・ビリーを守ると言うのか!?　笑わせるな！」

　黒マントが哄こう笑しようし、戦闘員がキリオに群むらがっていった。そして余った戦闘員がグッドジョブ・ビリーにトドメを刺さそうと近寄ってくる。

「うぅ……これじゃ、見られちゃう……」

「見られて恥はずかしいモノでもあると!?　ハッハッハ！　これは傑けつ作さくだ！」

　黒マントの言葉で、グッドジョブ・ビリーは全すべて思い出した。

　薔薇の騎士がどういうヒーローだったかを。

　キリオは制服の中に手を入れると、短剣のような武器を取り出した。それを一振りすると、短かった刃が伸びて、細身の長剣――サーベルになる。

　突然現れた武器に、戦闘員たちがどよめいた。

「すみません……みなさん、ごめんなさい」

　今度はグッドジョブ・ビリーではなく、戦闘員たちに謝っているようだ。

　キリオは顔を真っ赤にしながら、サーベルを強く握にぎった。

「――いきます！」

　サーベルをまっすぐに立て、キリオは叫んだ。

「変身ノーブレス・オブリージユッ！」
















　郊こう外がいにある廃工場。そこは偽ぎ装そうされたブラック・ブリッツ基地である。工場の地下では、悪の組織が野望のために活動していた――ついさっきまでは。

　その廃工場の前に、タキシード姿の初老の男性が立っている。彼は廃工場を見つめながら、耳元のイヤホンに手をあてていた。

　ものすごい爆音が聞こえてくる。

『や、やめ、助け――』

『誰か！　銃を、銃を持って――おわぁあああっ！』

『ば、薔薇の騎士！　少し落ち着け！　おまえ、いくらなんでも――げふっ！』

　グッドジョブ・ビリーのものと思われる声が、悲ひ鳴めいと共に途切れる。

「キリオ様……」

　戦闘の様子を聞きながら、執しつ事じは大きく息を吐つく。

「今日もご活かつ躍やくされているようで、なによりでございます」

　イヤホンを取とり外はずしても、音が聞こえる。ほとんどは爆音ばくおんと何かの倒とう壊かい音おんだが、女性の笑い声もかすかに聞こえてくるようだ。

　音は、やがて途切れる。

　そして数分待つと、廃工場からアルタイルと薔薇の騎士が出てきた。

「お疲れさまでした、キリオ様」

　崩ほう壊かいしたブラック・ブリッツ基地の前で、執事が丁寧にお辞じ儀ぎをした。道路に停とめられているリムジンは執事が運転してきたのだろう。基地からリムジンまで、丁寧に赤い絨じゆう毯たんが敷しかれていた。

「いつもありがとうございます……あの、彼を介かい抱ほうしてあげて欲しいんですが」

　アルタイルの背に乗っているグッドジョブ・ビリー。ぐったりと気絶しているが、時折悪い夢でも見ているかのようにうなされている。

「かしこまりました」

　気絶したグッドジョブ・ビリーの身み柄がらを預かると、執事は無表情にリムジンへ歩いていった。







『キリオ』

　キリオがリムジンに乗ろうとすると、後からついてきた馬が呼び止める。

「どうしたの、アルタイル？」

『本当にいいの？　中でまだいろんなヒトが走り回ってるよ？』

「いいのよ。デイストーンは破壊したし。これ以上やる必要はないわ」

『うん』

　子どものように素直にうなずく機械の馬。そしてリムジンの脇わきに並ぶ。どうやらリムジンと併へい走そうして帰るつもりのようだ。

「本当は……ここまでやる必要もなかったの」

　握った手を震わせながら、唇くちびるを嚙みしめるキリオ。

　キリオは執事が開けたリムジンのドアから、後部座席へ滑すべり込こんだ。制服の上着を脱いで椅い子すに座ると、疲つかれがどっと出てきた。すぐに執事があるモノを持ってくる。

「こちらを」

「あ……ありがとうございます」

　渡されたのは、カップに入ったアイスクリームだった。金のスプーンもついている。成なり金きん趣しゆ味みというわけではなく、金は金きん属ぞく臭しゆうがないため、アイスの味がよくわかるのである。アイスはキリオの大好物だった。気落ちしているキリオをなぐさめるために、執事が準備してくれたのだろう。

　そして純金のスプーンですくわれたアイスがキリオの口の中に入ると、

「おいしーい！」

　思わず顔をほころばせるキリオを見て、執事も機き嫌げんがよくなる。

「評判の店がございましたので、今け朝さ、私めが買っておきました」

「どこのお店ですか!?　私、こんなおいしいアイス初めて食べました！」

「こちらでございます」

　スッ、と差し出された雑誌に載のっているのは、とある街角の写真。エメラルドグリーンのバンに女子高生が群がっている。

「へぇ、ボンジュールアイスって言うんだ……あれっ？」

　その写真の隅すみに載っている記事を見て、軽く眉まゆをしかめるキリオ。

「ライトドライバーさんの地区――隣じゃないですか」

　つまり、キリオはライトドライバーの隣の地区を受け持っているのだった。

　雑誌をシートに置くと、キリオは深々とシートにもたれかかった。

「今度、行ってみようかな」

　そして思い直し、

「でも、怒られるかなぁ……」

　互いの地区に手出ししてはならないというヒーロー協定を思い出す。この協定のせいで、ヒーローは自分の地域以外では活動しにくくなる。

「どうして、こんなヒーローやってるんだろう、私……」

　深くついた溜ため息いきは、運転席の執事の耳にしか入らなかった。

　そして執事は、優しい言葉をかけるよりも早く、ハンドルを握りながらおかわりのアイスを差し出すのだった。
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　壊かい滅めつさせられたブラック・ブリッツの支部。その一室。

　部屋はワンルームで、中には何も置かれていない。唯ゆい一いつ、壁に黒い弾だん丸がんのレリーフがかけられてあるだけだ。一般の戦闘員ならば、ここがなにをするところかわからないだろう。

　その部屋で、床に額ひたいを何度も打ちつけながら、黒マントは頭を下げ続けている。

「もうしわけございません！　敵の力量を見み誤あやまった私の不徳の致す所です！　薔ば薇らの騎き士しがあれほどの力を秘めていようとは――」

『なぜ見誤った？』

　返答は重い声だった。

　黒マントの目の前にいる人物――巨大な鎧よろいから発せられるその声は、機械を通したようにひび割れていた。突起の多い鎧であるため、黒マントの倍くらいの大きさに見える。手には、身長ほどの長さの杖つえが握にぎられ、その先端には宝ほう珠じゆが埋うめ込こまれていた。

　ブラック・ブリッツ首領。

　鎧の向こうが透すけて見えている。この場所にいるのは本人ではなく、ホログラフだ。

「は、はっ……それは……」

『ブラック・ブリッツの幹部――ましてやここ、ＳエスＴテイー支し部ぶの支部長である貴様が、敵の実力を見誤っていいはずがなかろう。ヒーローの恐ろしさを知らぬわけがあるまい』

「も、申し訳……」

　言葉が出なかった。汗で床が濡ぬれている。土ど下げ座ざしたまま顔を上げられなかった。

　こつん、と杖が床を打つ音。

『では問おう。ブラック・ブリッツとは何のために存在する機関だ？』

「は、それは、もちろん、全すべての礎いしずえとなるデイストーンを集め、あなた様の野望を実現する機関でございます――」

『それは違う』

　即座に否定された。

　首領は杖を反対側の手に持ち替える。手からウィーンと機械音がした。黒マントも話には聞いている。首領は機械で重い鎧の動きを補おぎなっているそうだ。

『我々の目的は、世界中に散らばったデイストーンを、愚おろかなる権力者の手に渡さないように管理することだ。けして私利私欲のためにデイストーンが使われることのないよう、戦っている』

「そ、そのとおりでございました……」

『顔を上げよ、ＳＴ支部長』

「はっ！」

　反射的に飛び起きる黒マント。

『多少の間違いはあれど、貴様はブラック・ブリッツのために尽じん力りよくしている。その気持ちに偽いつわりはないだろう。だからこそ、此こ度たびの失敗はとがめぬ』

「あ、ありがとうございます！」

『グッドジョブ・ビリー以外のヒーローが攻せめてきたことも計算外であった。比類なきデイストーンの力を持ったヒーローが二人以上、しかも人手の少ない時にやってきてはまともに戦うことも難しいだろう。この件に関しては、対策を講じなかった私にも責任がある』

「そ、そんな、恐れ多い……！」

　黒マントを手で制し、首領は自みずからのマントを翻ひるがえした。

『では今一度問う。貴様が今やらねばならぬことは、なんだ？』

　そう聞かれて、黒マントは即座に頭を切り換えた。謝罪とそれに対するおとがめの時間は終わりだ。今、自分に課せられている義務を思い出す。

「現在、基地の半分以上が機能しておりません。薔薇の騎士にやられた損害は、人的被害よりも器物の被害のほうが大きいです。それによって、基地内のエネルギー供給量も激減しております」

『デイストーンの破壊のせいか』

「はい。デイストーンより発せられるエネルギーが、限りなくゼロに近くなった現在、全てを人じん力りきで行っております。それはまぁ仕方のないことなのですが、負傷者の手当などに著いちじるしく人手を取られておりまして」

『確か今け朝さから本部の医い療りよう課か課長が来ていたはずだな』

「不幸中の幸さいわいと申しますか、そう、彼がいてくれたおかげで死者を出すことは食い止められました。ですが、電力にも限りがある今、その状態をいつまで保たもち続つづけられるかと言われると……」

『了解した。早さつ急きゆうに補給物資を送る』

「ありがとうございます」

『幸いここＳＴ支部は、私のいる本部から百キロと離れていない。めどが立ち次第、補給部隊を送ろう。戦闘部のほうはどうだ？』

「は。現在は戦闘部も補給部の手伝いに回っております。しかし、妙なモノですな。普段は仲が悪い戦闘部と補給部ですが、こういうときになると一致団結する――やはり、仲間というものは大切だと感じましたよ」

　しみじみと語る黒マントに、首領は軽くうなずく。

『それは本部でも同じことだ。大きく分けると、たった二つの部署のはずなのだが、性質が違う分、相互理解が必要なのだ。さらに大きくみれば、我々はブラック・ブリッツという一つの組織だ。そのことを忘れるな』

「は、はい！」

　大損害を出してしまったが、幸さいわいなことに首領から赦しや免めんされ、補給もしてもらえることになった。そうと決まれば、あとは補給部隊が来るまでに基地の建て直しをしなければならない。大きな問題ではあるが、支部長たる自分が頑張るしかないだろう。

『時に、先日子供が生まれたそうだな』

　首領の言葉に、黒マントの顔が一層明るくなった。

「は、はい！　そうなんですよ！　妻もそろそろ退院できそうで、私も頑張らねばと思っているんですが、あ、そうそう、子供の名前も考えておりまして、よろしければ首領に名付け親になっていただけると……」

『わかった。考えておく』

「ありがとうございます！　いやー、女の子なんですけどね、これがまたサルみたいな顔でして、ブサイクなんですよね。でもそこがまた逆に可愛くて、あ、これが写真なんですけど、左に写ってるのが妻でして、見てください、この泣きそうな顔！　このあと泣き出すんですけどね、私はもう――」

　延えん々えんと喋り続ける黒マントに、首領は軽くよろめく姿を見せる。黒マントが子供の話を終えるまで、ゆうに五分はかかった。その間首領は黙って相づちを打っていた。聞き上手なところも、この首領の魅み力りよくなのかもしれない。
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　一方、黒マントの男のいる部屋から数メートル離れた場所では――

「だから！　今のＳＴ支部にはそうできるだけの電力もないってさっきから言ってるだろ！　今、こっちは全部人力でやってるんだ！　だけどそれにも限界がある！　え？　……そうだよ、モノがあればイイってもんじゃないんだ！　わかったら、さっさとＰピー子こに伝えてくれ！　Ｑキユー三ざぶ郎ろうさんでもいい！」

　倒壊した瓦が礫れきの上で携帯電話に怒ど鳴なっているのは、背の低い男だった。百五十センチほどだろうか。坊ちゃん刈りの頭に、縁ふちのない眼鏡。見み栄えを張ってＭエムサイズの白衣を着ているものだから、裾が膝ひざ下したまできている。

　名をＪジエイ助すけと言い、ブラック・ブリッツ――通称ＢＢ団の医療課課長を務めている。これでも立派な成人で、酒もタバコも嗜たしなむ。コンビニで買うときに必ず身分証の提示を求められるため、もっぱら部下に買いに行かせているのだが。

　乱暴に携帯電話をポケットにしまうと、Ｊ助は大きな溜ため息いきを吐つく。

「ってことだよ。もう少しでブツが来るから、それまでみんな殺さないでね」

　険しい顔で隣にいた二名の戦闘員に話しかける。彼らはＢＢ団の普通の戦闘服を着ていた。しかしれっきとした医療課のメンバーだ。

「了解しました。とりあえず、こちらの医療課で現在できる処置は全て終了してます。緊きん急きゆう治ち療りようが必要な人達はこちらにリストアップしておきました」

「うん、サンキュ」

　Ｊ助はリストを受け取り、ざっと目を通す。リストに並んだ名前の多さに辟へき易えきして顔を上げると、そこにはリストに書かれていない地じ獄ごくが見えた。

　路ろ地じ裏うらのような暗がりで、大勢の人間が倒れている。予備電源に切り替わっているため、灯りも通常時の半分ほどに節約されているのだ。そして倒れた人間につき添っている人達もまた、体中に包帯を巻いていた。

「まったく、薔薇の騎士め……！　デイストーンだけじゃなく、基地まで壊していくなんて！」

　親指の爪つめを嚙かむＪ助に、部下達が答えた。

「我々が――特に課長が無事なだけでも幸さいわいですよ」

「どうかなぁ。僕ぼくたちがこのＳＴ支部に出張に来ている時に襲しゆう撃げきにあったんだからね。おとなしく本部にいれば良かったって思うときもある」

「そしたら二度手間ですよ。どうせ襲撃されたと知ったら、課長は張りきってここに来るでしょうから」

　薄く笑う戦闘員に、Ｊ助も苦笑で返す。

「Ｊ助さん！　すいません！」

　遠くの方から呼ぶ声がして、慌あわてて駆かけつける。医務室の入口から、戦闘員ふたりが巨大な怪人を連れてきた。大きな口を持った、ワニ怪人だ。その自慢の牙きばは全すべて折られており、出血が止まっていない。

「すぐに寝かせて！　そこのマット！」

　Ｊ助の指示通りに寝かされたワニ怪人。ＢＢ団の改造人間は常人の数倍ないし数十倍の力を持っているが、ヒーローはケタ違いだ。ワニ怪人の頭から流れる血は、人間と同じく赤色だった。

「止し血けつする！　手伝って！」

　包帯を受け取り、改造人間用の止血処置を施す。人間とは心しん臓ぞうの位置や心拍数が微び妙みように異ことなるので、治療は専門家が行う取り決めになっていた。

「……先生…………俺……」

「いいから黙ってて！」

　起きあがって何か喋ろうとするワニ怪人を、必死に押しとどめるＪ助。

「心配しないで、必ず助ける！　もうすぐ壊れたデイストーンをなんとかする物資が本部から届く！　そうすればＳＴ支部の最新設備で、簡単に元通りさ！」

　叫んだ言葉は、そのまま自分自身を励ますかのようだった。

「Ｊ助さん、ここは我々が。サメ怪人の様子を見てあげて下さい」

「わかった、頼んだよ！」

　部下に言われて、すぐにＪ助は飛び出す。改造が不安定で、定期的に検査をしている怪人の様子を見に行くのだ。もともと、ここＳＴ支部に来たのは、その検査が主目的だった。

「頼んだよ――Ｐ子、Ｑ三郎さん」

　走りながら、Ｊ助は胸に手をあてる。

　わずかだが自分の心臓の鼓動が早くなるのを感じた。

「僕も……けっこーヤバイ」
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　ＢＢ団支部の機能が完全に停止してＪ助が頭を抱かかえているとき、ＢＢ団本部でもまた、頭を抱える事態が発生していた。支部の数倍の規模――およそ大学の敷地くらいのＢＢ団本部。その至る所で破壊の跡が見られたのである。

「よっ……と」

　地下に建設された巨大な基地。その基地を覆おおう壁の外側には太いパイプが縦じゆう横おうに並んでいる。階段からロープを使って下に降りた男が、パイプのバルブを恐る恐るひねると、一瞬だけパイプが震ふるえ、そして静かになった。

　上の方を見ると、パイプの一部に溶接した跡がある。

「ふー、オッケーだ」

　ロープにぶら下がったまま汗を拭ぬぐうその男は、まだ若いのに白はく髪はつだった。目つきは悪いが、それを除けばハンサムと言ってもいいだろう。

「すいません、Ｑ三郎さん」

　Ｑ三郎と呼ばれた白髪の男を支えるロープは非常階段の方へ続いており、そこでロープを手に持っている大男が申し訳なさそうに謝った。顔は馬うま面づらで、足が長い。いや、馬面というのは比ひ喩ゆではなく、本当に馬の顔をしていた。

「なに、気にすんな。しっかし、なんでまたここがブッ壊れっかなぁ」

　首をかしげるＱ三郎。

　そのウマ怪人の他にも、非常口のドアから大勢の戦闘員たちが顔を覗のぞかせている。みんな黒い戦闘服は着ておらず、バスタオル一枚のみだ。

「とにかく、これでシャワーも使えるようになるだろ」

「やったーっ！」

　戦闘員たちが本当に嬉しそうに扉から離れていく。この隣はシャワー室なのであった。

　ロープを手た繰ぐって非常階段まで戻ると、ウマ怪人が手を貸してくれた。

「しかしＱ三郎課長、生活課ってこんなことまでするんですか？」

「ん、いや。これは普通は別の課だぜ。俺達はもっと団員の生活に関わる仕事だよ。例えばシャワー室の故障だったら、せいぜい蛇じや口ぐちの取り替えまでが職務の範囲だろうな」

　そう、Ｑ三郎はＢＢ団生活課の課長だ。生活課とは、文字通り荒あら事ごと専門の組織の生活に関わる課である。戦闘員や怪人たちの衣食住を提供するために日にち夜や奮ふん闘とうしている。一部では左さ遷せん先さきと言われている生活課、Ｑ三郎はそこのボスだ。

　ウマ怪人に引っ張り上げられると、非常階段の手すりにかけてあった白衣を羽は織おるＱ三郎。少し汚れた気がするので、自分もシャワーを浴あびたいところだが、まだ仕事がある。

「それじゃ、今日はどうして……」

「ああ。最近、おかしな所がブッ壊れててな。今日のパイプもそうだけどよ、天井裏の通気ダクトが凹へこんでたり、ロッカーが内側から盛り上がってたり、どーもおかしな破壊ばっかり続くんだよな」

「はぁ……」

「ま、それを調べるのは俺の趣味だ。気にせずシャワー浴びてこい！」

　ウマ怪人の背中を叩くと、彼はしきりに頭を下げてシャワー室に戻っていった。それを見送り、非常口の扉を閉めるＱ三郎。軽く肩を鳴らすと、ボキボキといい音がした。

シャワー室のそばに談話室があったので、そこのベンチに腰を下ろす。談話室といっても、灰皿とベンチと自動販売機があるだけの、簡単な休きゆう憩けい所じよのようなスペースだ。ここで小さな作戦会議をする課もある。

　ポケットからタバコを取り出したところで、声をかけられた。

「かちょー！」

　Ｑ三郎の膝丈くらいの女の子が飛び込んでくる。

「おう、コッペか」

　抱きついてきた女の子をやや乱暴になでる。仕方ないので立ち上がり、談話室にある自動販売機でジュースを買おうとする。

「あいすがいい！」

「へいへい」

　ジュースの隣にあるアイスの自動販売機に指を移す。棒状のアイスを渡すと、コッペと呼ばれた少女は嬉しそうにかぶりついた。

「かちょー、ありがとー！」

「コッペも今日はがんばったな」

「うん！　あのね、いちごうといっしょにおへやなおしたの！」

「そっか」

　皮肉っぽい笑みを浮かべるＱ三郎。どうせまた１号そっちのけで部屋で遊びまくったに違いないと想像してみる。さぞかし迷惑をかけただろう。

　見ると、コッペの胸元が黄色く光っている。

　これはコッペが嬉しいときのサインだ。

　もともと兵器として作られた、人工人間のコッペは、デイストーンを核として動いている。そしてこのデイストーンは感情の起伏によってあらゆる形に作用するのだ。コッペが本気で怒れば、ＢＢ団など一瞬で滅ほろぼせる。胸の色はコッペの心の健康を知る大切なバロメータなのだ。

「課長、コッペちゃんが迷惑かけたと思ってるッスね？」

　談話室に入ってきたのは、身を屈かがめないとドアをくぐれないほどの大男。黒い戦闘服は３Ｌサイズで、腕はコッペの胴くらいある。しかし目はつぶらで鼻が大きいため、優しい天てん狗ぐのような印象を受ける。

「実際はどうだったんだよ、１号？」

「いや、コッペちゃん大活躍ッスよ！　狭い所とか俺じゃ手が届かない所とか、難なく潜り込んで、俺の指示通りに直してくれたッス！」

「ほー」

　素直に感心するＱ三郎。

「すごいでしょー」

　えっへん、と胸を反そらすコッペに、Ｑ三郎は肩をすくめるしかなかった。

「んだべ。コッペちゃん、最近どんどん仕事覚えっから、オラたちも形かたなしだべ」

　工具箱片手に方言で話しかけてくるのは、中肉中背の男。凹おう凸とつの激しい１号とは違い、糸目でいつもニコニコ笑っている。猫のようだ。

「２号、おまえここで仕事してたのか」

「そこの椅い子すと電灯が壊れてっから、オラと３号で修理してただ」

「３号？　あいつ今どこにいるんだ？」

「そこだべ」

　２号が指さしたのは、真上。

　Ｑ三郎もコッペも１号も天てん井じようを見た。

　そこでは２号より細身の男が電灯の交換をしていた。それも天井にベッタリと張りついて。まるで忍者だ。これは元クモ怪人である３号の得意技であった。

「あ、どうもみなさん。お揃そろいで……うわわわわっ！」

　手を振ったせいでバランスを崩して、天井から床まで落下する３号。すかさずコッペが落下地点まで走り、３号を受け止めた。

「あ、ありがとうございます……コッペちゃん」

「さんごう、いつもころぶんだもん」

「アハハ……」

　情けない笑い顔の３号。彼は美形で能力もあるのだが、おっちょこちょいな上に死神に気に入られているのではないかと思うくらいに運が悪い。世の中、うまいことできているモノである。

「でも、ボクの仕事もコレで最後です。今日はあと、どこがあるんでしたっけ？」

　コッペの頭をなでながら３号が訊くと、Ｑ三郎はタバコを灰皿に押しつけ、

「ん、とりあえずメシにすっか。食堂で仕事もあるし、それが終わったらおばちゃんがサービスでなんか作ってくれるだろ」

「そッスね。そろそろ腹へったッス」

「オラも今日は修理が多くて、ちと腹減っただ」

「そうですね。最近、壊れ物が多いですよね」

「まったくだ。ちったぁ直す身にもなれってんだ」

　３号の言葉に同意しながらＱ三郎が立ち上がる。

　みんなで談話室を出て、今日の昼食のメニューについて話しながら廊ろう下かを歩く。地下とは思えないほど明るい廊下は、生活課が毎日キチンと点検して電灯を取り替えている証拠だ。コッペは１号の肩に乗って、どこで覚えたのか歌など歌っていた。

　食堂へ続く道を歩いていると、向こう側からパタパタとせわしない足音が近づいてきた。

「きゅ、Ｑ三郎さん！」

「ん？」

　白いジャージを着た、おさげの女の子。それをみて、１号と２号が逃げ出そうとする。

「わぁーーーっ！」

　女の子はＱ三郎たちの前で派手にコケた。よほどトロいのか、顔面をしたたかに打っている。３号がちょっと顔をそむけた。

「Ｐ子、おまえなに慌ててんだ。あと誰かティッシュ」

　Ｑ三郎の命令で、Ｐ子と呼ばれた女の子に３号がティッシュを渡した。案あんの定じよう、鼻血がダラダラと流れていた。

　このドジな女の子は、これでもＢＢ団の中ではかなり偉えらい立場にある。組織の全てを統とう括かつする「首領」の付き人のような仕事をやっている。正式には秘書なのだが、Ｑ三郎にしてみれば「首領の足をひっぱるお荷物」くらいの扱いである。スケジュールを管理したり、首領に隊員達の言葉を伝えたりするので、首領の代理人のような感じである。

　そんなわけだから、問題児の多い生活課の天敵とも呼べた。

「ず、ずびばぜん……」

　その天敵のＰ子はティッシュで鼻を拭ふいている。けっこう危険な場所を傷つけたようで、３号のティッシュが瞬またたく間になくなってしまった。

「……止まったか、鼻血？」

「そんなことより、聞いてくださいＱ三郎さん！」

「イヤそんなことより鼻血なんとかしろよ！」

「それどころじゃないんですよ！」

　普段のＰ子も慌てて失敗することは多いが、今日の彼女はそれ以上に焦あせっているようだった。とはいえ理由を聞いてみたら「懸けん賞しようがあたった」だの「おいしいお菓子を見つけた」だの、下らないことを報告に来ることがほとんどなので、Ｑ三郎もあまり期待していない。

　だが――

「ＳＴ支部がやられたんです！　ヒーローに襲撃されて！」

　Ｑ三郎の表情が変わった。

　廊下に沈ちん黙もくが訪おとずれる。

「おまえら、コッペと一緒に食堂行ってろ。あとで話す」

「わかったべ」

　部下達は全員うなずき、そそくさと歩き去る。コッペは状況がわかっていない様子だったが、１号と２号と３号が楽しい話をして気を紛まぎらわせてくれているようだった。

　四人の声が遠ざかったのを確認してから、Ｑ三郎は切り出す。

「ＳＴ支部っていったら、グッドジョブ・ビリーのところか？」

「そうです――でも、今回は救援コールを出したのか、薔薇の騎士も救援に駆けつけたみたいで……！　デイストーンが破壊されたから、いま予備電源でなんとか持たせている状況です……」

「クソ……あそこ今、半数が慰安旅行中だろ。だからこそ襲撃されたんだろうが……帰ってきたら、支部の奴らビックリすんぞ」

　ようやく鼻血が収まったらしいＰ子は、しゅんと肩を落として壁にもたれかかる。

「しょうがないです。慰安旅行中に襲撃ってのはウチもやってますし。ハイ、これどうもでした」

「鼻血拭いたティッシュなんかいらねーよ！　捨てろ！」

　差し出されたティッシュを奪うばい取とり、無理矢理Ｐ子のポケットにつっこむＱ三郎。Ｐ子は特に抵てい抗こうもせず、しょんぼりしたままだ。

「でも、今あそこ、Ｊ助がいるんですよ」

「Ｊ助が？　なんでだ？」

「月に一度、サメ怪人さんの定期検診に通ってるんです。彼、改造手術が不完全だったみたいで、エラ呼吸と肺呼吸の切り替えがうまくいかなくって」

「そういや前に飲んだとき、そんなこと話してたな」

　あれでＪ助はけっこうな酒しゆ豪ごうだ。顔に似合わないのでからかったら、老酒ラオチユーをイッキして度ど肝ぎもを抜かれた覚えがあった。

「私、心配です。大丈夫かな、みんな……」

「Ｊ助がいるなら、心配するこたねーだろ。あいつがいれば、死人はでねーよ」

「そうかな……」

「そうだよ」

「そうだといいな……」

　Ｐ子の目尻に涙が浮かんでいる。よほどＪ助が心配なのだろう。彼女にとってＪ助は弟みたいなものだから。

　それを言ったらＱ三郎にとっても大切な弟分だ。だからこそ信頼しているのだが、Ｐ子にとってはまだまだ子供扱いらしい。

「まぁ、それでも助けないわけにはいかないよな。作戦は考えてあるんだろ？」

　多少慰めるような口調で、Ｑ三郎が尋ねる。

「ええ」

　指で目尻を拭うと、Ｐ子はいつもの明るい笑顔を取り戻していた。

「ＳＴ支部のデイストーンは完全に壊されちゃってますけど、まだ死んではいません。替えのデイストーンを届けるか、壊れたデイストーンを直すかすれば、大丈夫です！」

「よし、じゃあ俺にできることがあれば――」

「あ、それなんですけど」

　つい一分前の悲しい顔はどこへやら、ケロッと態度が変わるＰ子。

　こういう時のＰ子からは、たいていやっかいな頼みごとをされると経験で悟さとっているＱ三郎、挨あい拶さつもせずに回れ右をして走り出した。

「逃がしません！」

　Ｐ子にあっさり襟えり足あしを摑まれて、その場に引きずり倒されてしまった。

「なんで生活課なんだよ!?　俺達関係ねーだろ！」

　倒れたままＰ子を怒ど鳴なると、奇妙な愛あい想そ笑わらいが返ってくる。

「えへへ、んーとですね……」

　その笑いには見覚えがあった。

　あれは確か、コッペがＢＢ団に来て、まだ間もない頃だ。

「いつものアレをお願いしたいんです」

　いつものアレ。

　これで何度目だろう。六度目か。

「……また、やったか？」

「またやっちゃいましたぁ～……！」

　子どものように泣き出すＰ子を見て、Ｑ三郎は思いっきり溜ため息いきをつく。

　そして立ち上がるとおもむろにＰ子の肩に手を置き、優しい笑顔を見せた。

　その直後、Ｐ子に決めた一本背負いは、それは見事な美しさだった。
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　ことの成り行きに驚いたのはＱ三郎自身だった。

　もともと待機部隊の代役として行った一回こっきりの、いわば読み切りマンガのような作戦だったのだ。それがどういうわけか二度、三度と同じ作戦を繰り返しているうちに評判が立ってしまい、いつのまにか雑誌にまで載のる始末。




　――神しん出しゆつ鬼き没ぼつのボンジュールアイス。みんなが忘れた頃に現れて、心を奪うばっていくアイス界のブラック・ブリッツ！




　この見出しを書いた雑誌記者は、自分が真実を突き止めていたことに気づいていないだろう。まさか本当にブラック・ブリッツがアイスを売っているなんて想像もつかないのだから。

　ＢＢ団としては、資金源になるかもしれないと、ダミー会社として設立することを本気で検討しているらしい。そうなったら誰が社長をするというのだろう。

「こんにちはー、コッペちゃん」

「こんにちはー！」

「カワイー！」

　駅前繁華街のど真ん中。昼間でも若者でいっぱいの、活気溢あふれる町。

　女子高生に手を振るコッペを見て、溜息をつくＱ三郎。

　エメラルドグリーンのバンの中はアイスでいっぱいだった。その管理を２号がしている。後部座席のカウンターでは、現在３号が店番をやっている。１号は運転席で、本来の任務――つまり偵てい察さつを行っている。虫のように小さな浮ふ遊ゆうカメラを町中にばらまき、その中ちゆう継けいをしているのである。

　で、Ｑ三郎は何をしているのかといえば、バンの横でタバコをふかしたりしている。３号が代わるまで、ずっと客の相手をしていたのだ。

　本当ならもっと働けたのだが、なぜか今日は小さなミスが目立った。なんだかんだで自分もＪ助のことを気にかけているのかと、暗い気持ちになる。

「でもまぁ、コッペが外に出られるのは、いいことだよな……」

　なんとか前向きに考えようとするＱ三郎。

　このボンジュールアイスが出撃するには、様々な条件を満たさなくてはならない。

　一つ、待機部隊が一人残らず出られない時。

　二つ、緊きん急きゆうを要する作戦がある時。

　三つ、生活課がヒマな時。

　ふたつめはわかる。緊急を要する作戦の時は、その作戦に使う道や地形を把は握あくして、当日、道路工事や自治体などが主しゆ催さいするイベントとかち合わないようにする。そのために町で哨しよう戒かい任務を行う必要がある。

　みっつめは、まぁ生活課はたいていヒマだからいいとしよう。

　問題はひとつめ。

「なんで毎回、待機部隊に毒盛るんだ、あいつは！」

　今回もＰ子がやらかした。Ｊ助のいるＳＴ支部がピンチになって焦る気持ちはよくわかる。だからといって、待機部隊全員が食中毒になるような差し入れを毎度毎度持って行くＰ子の神経がわからない。それと、毎度それを食べる待機部隊も。

「これで六度目だぞ！　あいつ狙ってやってるんじゃねーのか!?」

　憤ふん慨がいして地面を蹴りつけるＱ三郎を、アイスを買った女子高生達が怪け訝げんな目で見る。

「おにーさん、どーしたのー？」

「怒ってばっかだと、老化が早いよー」

「ひょっとしてその白髪、ストレスかなにか？」

　女子高生に慰なぐさめられるＱ三郎だった。

「ほら、アタシの一口あげるから、元気出して」

　Ｑ三郎の目の前にチョコミントのアイスが差し出される。

　非常に対応しづらい状況だった。

「…………ふんがっ！」

　Ｑ三郎が一口でアイスを丸ごと食いちぎると、女子高生のみならず、周囲の人達まで驚きの声を上げた。

「あーっ！」

　女子高生の手には、もうコーンのかけらしか残っていない。

「ひっどーい！」

　とはいうものの、女子高生達は怒るというより面白い芸を見せられて面白がっている様子。

「おい３号、この子達にダブルでサービスしてやってくれ」

　バンの横にいたので顔は見えないが、３号から元気な返事が聞こえた。女子高生達はわいわい騒ぎながらサービスのアイスをメニューから選んでいる。

　ちなみに大人気のこのアイス、制作者はＢＢ団の真の実力者、食堂のおばちゃんである。昔パティシエをやっていたわけでもないのだが、これだけのアイスを作れるのならばＢＢ団で働かなくてもいいのではないか、と思うＱ三郎だった。

「さて……仕事に戻るか」

　ゴキゴキと首を鳴らしてから、さて、仕事とは哨戒任務かアイス売りか、果たしてどっちなのか悩むＱ三郎。

　すると遠くの方から大きなざわめきが聞こえてきた。

「ん？」

　目をこらして声の方を見ると、なにやら大きな物が動いている様子。今日は祭りはないはずだ。御み輿こしや山だ車しなどは通らないと思ったが……。

　すると、その物体はどんどんこちらに近づいて来るではないか。

　いや、物体ではなく――馬だ。

　今日話したウマ怪人の頭と違うのは、それが装甲で覆おおわれた機械の馬だということだ。その機械の馬は純白の馬車を引いている。

「課長！　あの馬車――」

　運転席から１号の声がした。

「わーってる！　騒ぐな！」

　あの馬車は、薔薇の騎士のシンボルだ。

　正義のヒーロー。ただし隣の地区のはず。ここはライトドライバーという車とコンビを組んだ白い若造が担当しているはず。縄なわ張ばり意識の強いヒーローたちは、よほどのことがない限り別の地区には行かない。

　考えられるとすれば、私用か、はたまた――

　万が一のことを考えて、左腕に触さわる。白衣の上から硬い感かん触しよくがした。これがあれば、少なくとも逃げることくらいはできるかもしれない。

「あ、すみません」

　近くの女の子と肩がぶつかった。

「おう、すまん」

　こっちも馬車に気を取られていたので、素直に謝あやまる。

「って、おまえ……！」

　まぎれもなく薔薇の騎士、速はや水みキリオその人だった。

　データでは高校生とあった。今日は私服のようだ。おとなしめのブラウスにスカート。薔薇の騎士というわりに、グレーを基調にした地味な恰好だ。

「大丈夫ですか？」

　心配そうな目をする速水キリオ。他の地区の人間は彼女の正体を知らないはず。薔薇の騎士の担当地域でも、ヒーロー協定に則のつとって、彼女の正体を明かす者はいない。知っているのはそれこそヒーローかブラック・ブリッツくらいだ。

「どこか、おケガでも……」

「ああ、なんでもない。ちょっとボーッとしてただけだ」

　しかし、薔薇の騎士の性格を考えるに、この少女は――

　Ｑ三郎の心配をよそに、キリオはカウンターに近づく。

「いらっしゃいませ！」

　３号が営業スマイルを浮かべる。これにだまされる女子高生も少なくない。

「あの……バニラとチョコをダブルでください。コーンでお願いします」

「はいっ！」

　元気よく３号がアイスを盛りつけ、キリオに手渡す。

「わぁ、ありがとうございます」

　本当に嬉しそうに、キリオはアイスを受け取った。

　――ただアイスを買いに来ただけなのか？

　Ｑ三郎は速水キリオをもう一度も見た。データにある顔写真とまったく同一だ。このあどけない少女がＳＴ支部を壊滅させた張本人だとは、とても信じられない。見れば見るほど疑わしくなってくる。

「わー、おうまさんだー！」

　ふと気がつくと、コッペが機械の馬に寄り添っていた。

　あれは薔薇の騎士の相棒、アルタイルだ。移動はもちろん、あの馬車から様々な武器を出すといわれている。馬と馬車、二つあわせてアルタイルなのだという。

「おい、コッペ！　人ひと様さまの馬にべたべた触るな！」

　慌てて引きはがそうとするＱ三郎だが、コッペは気がつけばアルタイルの鞍くらにまたがっていた。そういえば、直接馬を見るのは初めてかもしれない。

「おい、降りろコッペ！」

　ただでさえＢＢ団とバレたらどうなるかわからないのに、下へ手たに刺し激げきしたらどうなるのか。少しでもリスクは抑おさえておきたいのに。

「あ、かまいませんよ。アルタイルも楽しそうですし」

　アイスをなめている速水キリオ。いつのまにかＱ三郎の隣に立っていた。

「いや、悪いな！　うちのコッペが……！」

　愛あい想そ笑わらいを作って謝るＱ三郎。

「いいんです。カワイイですよね、このくらいの子どもって」

「そ、そうか？　いや、まぁ、うん、そうだな……」

「あれっ……？」

　ふと、何かに気づいたようなキリオに、Ｑ三郎の心臓が跳はねる。

　まさかこの短時間でコッペがデイストーンの人工人間であることがバレたわけではあるまい。しかしヒーローの眼力がんりきならば、あるいは……。

「あのぅ」

「な、なんだ……？」

「あの子、コッペちゃんって言うんですか？」

「お、おう……」

「あなたの、お子さん……ですよね？」

　控ひかえめに聞いてくるキリオ。その態度が逆にＱ三郎を焦らせる。

「――いや、違う。俺は保護者っつーか、なんつーか」

「どうして、こんな時間に？」

「え？」

「幼よう稚ち園えんとかは、いいんですか？」

「あ――」

　盲もう点てんといえば盲点だった。

　コッペに施ほどこせる教育は、すべてＢＢ団で施している。その気になれば、幼稚園から大学レベルまで教えることが可能だ。だが、体てい裁さいを考えるならば学校に入れることも考こう慮りよすべきだった。

「あ、すみません！　その、他人の家庭の事情に踏み込むとか、そういうんじゃなくて、ちょっとした好奇心っていうか……その、すみません！」

　アイスが地面に落ちそうなくらい何度も頭を下げるキリオ。こうしてみると、本当にヒーローなのか疑問に思えてくる。

「い、いや、そういうわけじゃねーんだ！」

　慌てて取りつくろうＱ三郎。

「今日は、その、たまたまなんだ！　あいつの幼稚園が休みなんだ！」

「あ――そうなんですか？」

「ブラック・ブリッツにやられちまって、修理中なんだよ！」

　こういう時にブラック・ブリッツの名前は役に立つ。聞く人が聞けば「誇り高き我が軍団の名を騙かたるな！」と怒るかもしれないが、Ｑ三郎にとってはズル休みの理由を作るために亡くなったことにさせてもらう親しん戚せきのような感覚である。

「……それは大変でしたね。お友達とかは平気なんですか？」

「あ、ああ。幸さいわい、怪け我が人にんとかは出なかったらしいぜ」

「そうですか……」

　愁うれいを含ふくんだ目でつぶやくキリオ。

　手をぎゅっと握にぎりしめ、何か思い詰めたような表情。

　態度はおとなしいが、目が違った。

　やはりこの女子高生はヒーローなのだと、Ｑ三郎は目でわかった。

「ライトドライバーさんでも、ダメだったんですか」

　この地区を守るライトドライバー。ヒーロー同士には協定があり、他人の担当地区に踏み込むことは禁じられている。今日は私用で来たキリオだが、変身後の姿で来れば、何らかのおとがめを受けるのかもしれない。

「ライトドライバーのこと、知ってるのか？」

「知り合い――です」

　まぁ、知り合いというのはウソではないだろうが。

「この間、ＤデイーＤデイー研究所がブラック・ブリッツに襲撃された時、全国のヒーローに救援を求めたそうですね。あれは――英断だったと思います」

「ああ……」

　襲撃した本人です、とはとても言えない。

　実際には、あれはＤＤ研究所とブラック・ブリッツ双方の敵をやっつけに行ったのだ。その際に起きたデイストーンの暴走を止めるには、ヒーロー全員が一いち丸がんとなるしかなかった。悪の組織側から見ても、あれは英断だった。

「あ、ごめんなさい！　アイス屋さんにこんなこと言ったって……！」

「ん、まぁ、別に……」

　答えにくいことばかり言ってくる。

「ごちそうさま。おいしかったです」

　コーンの包み紙をゴミ箱に捨て、丁てい寧ねいに頭を下げるキリオ。

「アルタイル、帰ろう」

『うん』

　子供のような声でうなずく馬に、コッペが目を丸くする。

「さ、コッペちゃん、おいで」

　キリオが鐙あぶみの上に手を伸ばすと、コッペは素直にキリオに抱かれた。

「おねーちゃんの、おうまさん？」

「ええ。アルタイルっていうのよ。よろしくね」

　コッペを抱くと、先程までの強こわばった感じがなくなったようにみえた。その姿を見て、なぜか安あん堵どするＱ三郎。

「あるたいる、またねー！」

　コッペが手を振り返すと、アルタイルはたじろぐように身を震ふるわせた。

「どうしたの、アルタイル？」

　キリオが軽くアルタイルの背をなでる。

『う、うん……またね』

　返事はなぜか消極的だった。その理由はキリオにすらわからなかったようだ。

　それでもコッペには嬉しかったらしく、キリオが馬車に乗り、走り去るまで手を振り続けていた。

　そんなコッペを見て、Ｑ三郎も考える。

「教育――か」

　コッペが普通の人間として生きるには、まだまだ足りないモノが多すぎる。

　それを一つ一つ埋うめていけば、いつか完全に人として生きられるだろうか。そもそも全てを埋めることなど可能なのだろうか。

　考えるほどにわからなくなる。

　それと、速水キリオが本当に薔薇の騎士なのかも疑わしくなってきた。
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　またご飯をこぼした。

「っと」

　三秒以内に拾えばセーフ、という自分ルールを適用してテーブルの上のご飯を口に運ぶＱ三郎。もう少しで三秒経たつところだった。

「課長、今日は珍しくご飯こぼしまくりですね」

　食堂のテーブルの向かい側に座っている３号が笑っている。

「課長は考え事があると、いっつもこうなるべ」

　３号の隣でカツ丼どんを食べている２号も、茶化しながら笑う。その隣の１号は食べることに夢中で、Ｑ三郎を見もしない。

「ん……まぁ、な」

　生なま返へん事じのＱ三郎。

　ＢＢ団の食堂は普通の会社の食堂とあまり変わらず、入口で食券を買ってカウンターに持って行き、一分少々待てば美お味いしいご飯が出てくる。肉体労働の多いＢＢ団は他の企業に比べて盛りが多いと言われているが、他の企業に就職したことのないＱ三郎には差がわからない。

　隣を見ると、コッペが美味しそうにオムライスを頰ほお張ばっている。メニューには載のっていない、食堂のおばちゃんの特製である。

「コッペ、オムライスうまいか？」

「おいしー！」

　卵の中のチキンライスをぐちゃぐちゃにかき混ぜながら、口についたケチャップを拭ぬぐおうともしない。仕方ないのでナプキンで拭いてやる。

「むー」

「ほら、動くなコッペ」

　こうして見ると、やっぱり普通の五歳児に見える。

　薔薇の騎士――速水キリオの言うとおり、どこか幼稚園にでも預けた方がいいのだろうか。

「なぁ、みんな」

　考えても答えが出なかったので、相談してみる。

　ちょうど１号が食事を終えたようで、皿を置いた。

　そしてＱ三郎は今日のアイス売りで速水キリオに言われたことと、自分の考えを話す。生活課の面々もその事には気づいていなかったらしく、じっと話を聞いていた。

「ってことでよ。コッペをさ、どっかに通わせたほうがいいのかなーとも思うんだけど」

「そうッスね……」

　まず意見を述べたのは１号。

「俺も子どもの頃は幼稚園に通ってました。でも、通わなかったらどうなってたかってのは想像つかないッスね……コッペちゃんを幼稚園に通わせて、イイ影響だけとは限らないんじゃないスか？」

「でも、そりゃどこの子どもだってそうだべ。もしかしたら悪い先生にヒドイ目にあわされるかもしれねぇし、通園途中で事故に遭あうかもしんねぇ」

　口を挟はさむ２号。

「コッペちゃんは確かにフツーじゃねぇけど、でも、それは身体が頑がん丈じようってだけだべ。それだけじゃどーにもならねぇ危険もあるだ」

「それでも、コッペちゃんを普通の女の子に育てるって言うんなら、どこかに通わせた方がいいんじゃないですか？　悪いことだけじゃないですよ。友達だってできますし」

「友達……か」

　３号の言葉にうなずくＱ三郎。

「確かにブラック・ブリッツの中にいるだけじゃ、同じ年頃の友達ってできないよな」

　曲がりなりにも悪の組織だ。いるのはムサイ野郎どもか、イカツイ改造人間だけだ。友達といえば友達だが、コッペと同じ目線で会話ができない。勉強だけならＢＢ団でもできる。むしろＢＢ団じゃ絶対に教えられないようなことを教えてもらう必要があるのではないか。

　そもそも悪の組織の人間に囲まれて育った女の子が将来どんなふうになるのかなんて、考えるまでもないだろう。朱しゆに交まじわれば赤くなるのだ。

「なあ、コッペ」

「なーに？」

　オムライスを食べ終わったコッペ。また口にケチャップをつけている。

「ほら、拭け」

　ナプキンを渡すＱ三郎。教育について考えていたら、自分で拭かせた方がいいような気がしたのだ。コッペはナプキンを手渡されると、ちゃんと自分で口を拭いた。少し安心するＱ三郎。

「コッペ、おまえさ、幼稚園とか行く気ないか？」

「よーちえん、ってなに？」

「ホラ、前に幼稚園バスに乗ったろ。覚えてないか？」

「みんなでお勉強するとこだべ」

「そうそう、楽しいッスよー！」

「お友達もできますよ！」

「おともだち？」

　生活課の全員でたたみかけるように説得する。

　肝かん心じんのコッペは、まだ何がなんだかわかっていない様子。

「んんー」

　どこで覚えたのか、腕を組んで考え込む仕草をするコッペ。きっとＱ三郎か誰かのを真ま似ねしたのだろう。

「ぴーくくんがいってる、あそこ？」

「そ、そうそう！　ピークくんが通ってるとこみたいなやつだ！」

　ピークくんとは、コッペが毎週楽しみにしているアニメのキャラだ。わんぱくなピークくんが幼稚園でハチャメチャな騒そう動どうを繰り返すという、子供向けの人気アニメである。

「こっぺ、いってみたい！」

「おお！」

　生活課の面々の顔が明るくなる。

「よし、それじゃさっそく手続きしねーとな」

　立ち上がり、はたと気づくＱ三郎。

　数秒ほど考え込む。

「どうしたッスか、課長」

「……どうやって手続きするんだ」

「へ？」

　全員がＱ三郎の顔を見る。

「俺達、悪の組織だぞ？　書類に住所とかどーやって書くんだ？」

「そりゃ、偽ぎ造ぞうとかでなんとかなりませんかね？」

「だって幼稚園からのお知らせとか、どーやって受け取るんだよ？　送迎バスのあるところだったら、どこで迎えにきてもらえばいいんだ？」

　他にも保護者の職業や緊急連絡先などの記入欄らんがある。たとえ全部ウソで塗ぬり固かためたとしても、何かの拍ひよう子しにバレる可能性はゼロではない。

「ボロが出たら、ヒーローに襲撃されるかもしれないッスね」

「それこそＳＴ支部の二にの舞まいか……」

　Ｊ助の顔を思い出すＱ三郎。

　今も働いているのだろう。そしてそれを助けるために作戦課では補給作戦の準備に入っているはず。Ｐ子もそれの手伝いに行っているようだ。よほどＪ助のことが心配なのだろう。

「よし、オッケーだべ」

　２号が不意にそんなことを言ってきた。

「なにがオッケーなんだ？」

「幼稚園だべ。コッペちゃんでも入れるって言ってるだ」

「誰が？」

　すると２号は、持っていた携帯電話をＱ三郎に手渡す。

　モニターに表示されている名前を見て、死ぬほど驚いた。

「……もしもし」

『よう！　あんたか！』

　電話の向こうから聞こえてくるのは、明るい青年の声。

「おまえら、携帯の番号まで交換してるのか……」

『いけないか？』

「いけなくはないっていうか、いや、いけないんじゃねーのか？　特に２号的には」

『そうか。いろいろ機密とかあるもんな』

「そりゃそっちだってそうだろ……」

　脂あぶら汗あせが出てきた。

　電話の向こうの相手も、あまりにもあっけらかんとしているので、こっちが不安になってくる。本来なら口をきくのもはばかられる相手なのだ。

　話している所を見られたら、ことによっては処罰されるかもしれない。

　相手がこの地区を担当する正義のヒーローでは、誰でもそう思うだろう。

「おいライトドライバー。おまえらいつもどのくらい電話してるんだ」

『んー、週に二、三回かな。ほら、あの時の事件からずっとそんな感じだぜ』

「そんなにか……」

　あの時の事件とは、コッペの制作者である科学者を退治した時のことだ。もともと兵器マニアであったその科学者は、こともあろうにライトドライバーを擁ようするＤＤ研究所とＢＢ団に二ふた股またをかけていたのだ。そうしてコッペを含む兵器たちを集めて最強の兵器を作ろうとしたが、彼の野望はＱ三郎とライトドライバー双方の力によって完全に潰ついえた。

　一時的に協力したとはいえ、それでも正義のヒーローだ。Ｑ三郎たちとはこれまでも、そしてこれからも敵同士である。

　――それなのに、どういうわけか２号と仲がいいのだ。同郷のよしみというヤツで。

　公私の区別をつければいいというわけでもないだろうに。

『で、どうするんだ？　なんなら今から話つけてもいいぜ』

「おう、頼む」

『よし』

「だけどよ、本当にいいのか？」

『コッペちゃんはお前らとは関係ねーんだろ？　あの子をまともに教育させるんだったら、こっちだって大歓迎だぜ。敵が減るわけだからな』

　笑い声が聞こえてきた。

　はっきりいって癪しやくだが、これほど頼りになる相手もいない。

『んじゃ詳しいことはあとで伝えるからな。そっちもよろしく頼むぜ』

「お、おう」

　そこで通話は切れた。

　Ｑ三郎は無言で携帯電話を２号に返す。

「いい話だったべ？」

　細い目をさらに細くして笑う２号に、

「２号……友達は選べよ」

　としか言えないＱ三郎だった。

　人の交友関係に口を出すのもアレだし、実際に今は助けられたわけだが、さっきの電話の主ぬしとはどう考えてもこれ以上お付き合いするべきではないと思うＱ三郎だった。
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　そして翌日。

　あっという間に手続きは終了し、コッペは今、先生と一緒に幼稚園の中を見て回っている。大きな広場の周りに平ひら屋やのコの字型の建物。広場にはブランコや滑すべり台だいなどの遊具が完備されている。その全てを指さしながら、コッペは先生にいろいろ尋たずねた。

　長い廊下からお日様も見えることがコッペには珍しかった。Ｐ子と食堂のおばちゃん以外の女性と話すのも久しぶりだった。

　とにかくキチンとしろ、とＱ三郎から教わった。

　相手は初めて会う人達だから迷めい惑わくをかけないように、と１号から教わった。

　ケンカをしてはいけない、と２号から教わった。

　挨あい拶さつは元気よく、と３号から教わった。

「どうしたの、コッペちゃん」

「うんとね、きちんとするの、がんばる」

「あらあら、そんなにがんばらなくていいのよ。みんなコッペちゃんのことは知ってるでしょうし」

「うん」

　コッペの担任の先生は、優やさしい顔でコッペの手を引いてくれている。とても温あたたかい手で、Ｑ三郎たちのそれとは全然違っていた。それがコッペには嬉しい。

　遠くの方にバスが見えた。バスの運転手が掃そう除じをしており、コッペに気づくとにこやかに手を振る。コッペも元気よく振り返した。

「ね。コッペちゃんも知ってるでしょ？」

「うん！」

　バスの側面には「かすみ幼稚園」と書かれてあった。

　どうしてコッペがこの幼稚園を知っているのかというと、以前お世話になったことがあるのだ。１号と２号と一緒に街に遊びにいったとき、はぐれてしまったコッペを保護してくれたのがこの幼稚園のバスなのである。

　そして、その時バスに乗っていた先生が、今コッペの隣にいる。

「さ、ついたわよ。ここがコッペちゃんの教室」

　淡いブルーの扉が目の前にあった。

　胸元に手を合わせて、軽く深呼吸するコッペ。

　どうやら、胸が光ったりするのは珍しいことらしい。改造人間の中には身体を光らせる人もいるが、幼稚園の子ども達はそれを奇妙に思うそうだ。だからといって、胸の光をおさえる術すべをコッペは知らないのだが。

　先生が扉を開くと、まぶしい光が目に差し込んできた。

「はーいみんな、新しいお友達を紹介するわよー！」

　先生が手を叩いて教室に入っていく。コッペはその後をとてとてとついていくだけ。なんだか胸の奥がドキドキする。その理由はコッペの語ご彙いでは説明できない。

「あー！　コッペちゃんだー！」

　一人の子どもが椅い子すから立って、コッペを指さした。それをきっかけに、人形で遊んでいた子やブロックで剣を作っていた子どももコッペに気づき、クラスにいた全員がコッペに群むらがってくる。

「コッペちゃんだー！」

「わーい！」

　大勢の子ども達に囲まれて、さすがのコッペも戸と惑まどう。こんな経験は初めてだから。

「コッペちゃん、あたしのこと、おぼえてる？」

「え、えっとね、ユカちゃん？」

「ぼくはー？」

「マモルくん？」

「あたしあたしー！」

「ミイコちゃん！」

「すごーい！　コッペちゃん、ちゃんとみんなのことおぼえてるー！」

　大はしゃぎする子ども達に囲まれると、自然とコッペも嬉しくなる。そしてなにより自分と同じ大きさの子どもがこんなにいっぱいいるのが、なぜだか知らないけれど嬉しかった。

「あらあら、自己紹介の必要ないわね」

　先生も楽しそうに笑っていた。







『こちら３号、コッペちゃんが教室に入りました』

「よし、戻ってこい」

　幼稚園の塀へいにもたれて、タバコを吸っているＱ三郎。無線機を切り替えて各おの々おのの状況を確認する。手続きは終わったものの、どうも心配なのだ。

「課長、どうやらコッペちゃんは仲良くしてるみたいッス」

　塀によじ登った１号が集音機を構えている。

「２号はどうした？」

「２号はライトドライバーに挨拶に行ってるッス」

「ったく……」

　このかすみ幼稚園、実はこの地区のヒーロー、ライトドライバーを擁するＤＤ研究所がスポンサーになっているのである。本来なら悪の組織の人間が通えるような場所ではないのだが、コッペはライトドライバーの好意で入れることになった。正義のヒーローの組織が支援している幼稚園ならば、コッペをキチンと教育してくれるだろう。

　悪の組織の子どもの教育に最適なのが、ヒーローの幼稚園というのは皮肉ではあるが。

「あ、歌の時間みたいッス」

　１号の声に、Ｑ三郎が顔を上げる。

「歌？　そういやあいつにまともな歌なんて教えた覚おぼえないな……」

　アニメの主題歌などは歌っているのを見たことがあるが、本気で歌を教えたことは一度もなかった。

　そういう所から教えておくべきだったのかと反省するＱ三郎だった。

「やっぱりコッペちゃん知らない歌ッス。あ、でもみんなで教えてくれてるみたいッスね。みんな優しい子達だなぁ」

　小さくだが、塀の向こうから子ども達の歌声が聞こえてきた。

　どの声がコッペなのかわからないが、ちゃんと歌えている様子。

「よかったッスねぇ……」

　しみじみと１号がつぶやく。すると、遠くの方から何やら共感する声が。

「そうだな、よかったなぁ……」

「ああ、コッペちゃんガンバレよ！」

「おい、おまえ押すな！」

　驚いた１号が声のする方を見ると、幼稚園の塀の上――少し離れた角のあたりにＢＢ団の戦闘員が三名ほど乗っかっている。全員感動して泣いている様子だ。

「おまえら、なにやってんだ！」

「わっ、見つかった！」

　発見されて驚いたせいか、バランスを崩くずして落下する戦闘員たち。その間にＱ三郎は全力で走り、角を曲がって戦闘員たちを怒ど鳴なりつける。

「てめぇら三人、仕事ほっぽってなに――」

　違った。

　実際には三人ではなく、塀の下に十人ほどいた。

「Ｑ三郎課長だっ！」

「やべっ、逃げろ！」

　しかし落下した三人が邪魔で、うまく逃げられない戦闘員たち。

「てめぇら帰れ帰れ！　ブラック・ブリッツがこんな所にいたら目立つだろーが！」

　腕を振り回して追い返すＱ三郎だが、

「だったらオメーも帰れ！」

　後ろからやってきたのは、白い鎧の若者。その背後に白い車を従え、光の剣を出しながら走ってくる。

「うわああっ！　ライトドライバーだ！」

「うわーじゃねぇよ！　ブラック・ブリッツが幼稚園を占せん拠きよしようとしてるって、付近の住民から連絡があったんだよ！　とっとと帰れ！」

　ライトドライバーの剣幕はそれはすごいもので、振り回した光の剣がすっぽ抜けてどこかへ飛んでいってしまったほどだ。それでも岩をも砕くだく両手を振り回す正義のヒーローに、Ｑ三郎も含めた戦闘員たちはクモの子を散らすように逃げていった。

　その姿を見て、塀の上に取り残された１号は無線機を手に取ると、

「おーい、３号。作戦失敗だ。撤てつ収しゆうするぞ」

『わかりまし――ぐえっ！』

　無線が途中で切れた。

　目をこらして３号のいる方を見ると、ちょうどすっぽ抜けた光の剣の落下地点だった。相変わらずの運のなさに同情する１号であった。
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　湯船から昇のぼる湯ゆ気げから、ほのかに薔ば薇らの入浴剤の香りがする。海外から取り寄せた入浴剤は、速はや水みキリオの密ひそかなお気に入りなのだ。毎日、どの入浴剤を使うか悩むのが楽しいのである。滑なめらかな肌を丁てい寧ねいに洗ってから、檜ひのきでできた湯船に入るキリオ。

　浴室は三十坪もあり、ホテルの大浴場並みだ。当たり前のようにライオンのレリーフがあり、そこからお湯がとめどなく流れていた。キリオの趣味ではなく、元ヒーローであった父と母の趣味だ。

　子どもの頃は何も考えずに入っていたが、年を経へるにつれて広い浴室を持てあますようになった。何も考えずに楽しめた子どもの頃をなつかしく想う。

「アルタイル、いる？」

　風呂場なので、声がよく響ひびく。

『なに？』

　天てん井じようのスピーカーから返事が来た。

「ごめんね、今日のあなたの記録、見せてもらったの」

『…………ごめんなさい』

　アルタイルはおびえたような声を出す。

「怒ってないよ。いいから入ってきて」

『うん……』

　すると浴室の扉とびらが開き、機械の馬が入ってきた。誰が扉を開けたのか非常に気になる所だが、キリオはしょげた様子のアルタイルに苦笑しながら、壁を指さした。

「映うつしてくれる？」

『うん』

　キリオがそばにあるリモコンを操作すると、浴室が暗くなる。

　言われるがままにアルタイルは、目から光を照しよう射しやした。それはプロジェクターのように壁に映し出される映像だった。暗い浴室の壁に、一人の女の子が映された。

　コッペだ。

　アルタイルの上に乗って、楽しそうにはしゃいでいる。胸元が黄色く光っていた。

　馬に乗っているコッペを撮とったのは、馬車だ。馬と馬車、二つ揃そろってアルタイルなのである。馬車の部分は、デイストーンを核とした推すい進しん器きの他に、特製のコンピュータが内蔵されている、いわば頭脳。

　馬の部分は、脳の命令を実行する筋肉のような関係なのだ。

「あの胸の輝きが……デイストーンなのね」

　静かにつぶやくキリオに、アルタイルはうなずく。

『たぶん、そう』

「たぶん？　アルタイルでもわからないの？」

『――すごく不ふ思し議ぎなんだ。デイストーンを核としているはずなのに、僕ぼくとは違う。本当に人間みたいに笑うんだ。楽しそうに、僕とお話ししたいって……』

「だから見み逃のがしたの？　ブラック・ブリッツを」

　湯船から立ち上がるキリオ。

　ゆっくりとアルタイルに歩み寄る。

『僕は、ただ……あの女の子が、本当にブラック・ブリッツなのか確信が持てなかったから……』

「そうね」

　湯船に入ったまま、キリオはアルタイルの頰ほおをなでた。

「アルタイルは優しいもんね。女の子なんて攻撃できないよね」

『キリオ……』

「責めてる訳じゃないの。私だって、そう」

　軽くうつむき、額ひたいからしずくが落ちる。

「でも、ブラック・ブリッツの人工人間の話は、ヒーローの間でも有名よ。世界を滅ほろぼせる兵器。首領に次ぐ最重要人物――それが、コッペちゃんだとしたら、私、あんな小さな女の子とも戦わなきゃいけないのかな」

　キリオが戦ってきたのは、おぞましいブラック・ブリッツの改造人間達である。自分を殺そうとする者、という前提があったから良心の呵か責しやくにも耐たえられた。

　でもコッペは接した限り、普通の女の子だ。

『で、でも、それは不確かな情報源で、誰がリークしたのかもわからないことで……』

「情報ソースが不確かでも、証しよう拠こはあれほど挙あがっているのよ？　彼女に使われているデイストーンの詳細まで事こと細こまかに書かれてあって、その最大出力はこないだのＤデイーＤデイー研究所で暴走したデイストーンの数百倍にもなるし……うう……ホントに大丈夫かな……」

　話しているうちにどんどん不安になってきた。

　自分の行動は間違いだったのかと。でも、あそこはライトドライバーの地区だ。先輩であるライトドライバーに任せておけばいいと思う反面、自分になにが出来るか考えてしまう。

『だから逆に怪あやしいと思うんだ……たとえそれが真実でも、僕は……』

「それでも、その情報が確かだとわかったら、コッペちゃんと戦わなくちゃいけないのよ。アルタイル、あなたにそれができる？」

『それは……』

　言いよどむアルタイルを残して、キリオは浴室から出た。ずっと湯船に浸かっていたのに、身体は冷え切っていた。

　脱衣所に用意されているパジャマを着ると、濡ぬれた髪かみをタオルで拭ふく。脱衣所の鏡からは、浴室も見えた。アルタイルは最初の位置から動こうとしない。

「アルタイル、聞いて」

　少し落ち着いた口く調ちようで、キリオは言った。

「私も、ホントは戦うの嫌い。でも、ブラック・ブリッツとは戦わなくちゃいけない」

『うん、知ってる』

「デイストーンを使って悪事をはたらくような人達は、絶対に許せない。もしも、コッペちゃんのデイストーンが暴走して、その結果この町の人達が死んじゃったら、私はたぶん耐えられない」

『……僕も、そうだよ』

「もしも、そんな悲しい事件が起きて――私が攻撃しすぎてしまったら……アルタイルは止めてくれる？」

『わかんない。変身した時のキリオは、止められないかも』

「そっか……ごめんね」

『キリオのせいじゃないよ。そういう力なんだから』

　頭こうべを垂たれて寂さびしそうなアルタイルに、キリオも溜ため息いきをつく。

「お父様も、どうしてこんな性能にしちゃったのかなぁ……」

　初めて変身した時から、もう何度となく吐はいた愚ぐ痴ち。

　きっと次に変身した時にも吐くのだろう。

　そんなことを考えるより、何か前向きなことをするべきだと思った。

「アルタイル、お茶飲も」

『うん』

　タオルで髪を拭きながら、キリオは脱衣所を出た。後ろからついてくるアルタイルの足音を聞きながら、キリオはコッペのことをずっと考え続けていた。
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　さて、そのキリオの浴室から遠く離れたＢビーＢビー団だん本部では。

　キリオの浴室の半分くらいの広さの部屋に男が四人、雁がん首くび揃えて座っている。ロッカーやら長机やらガラクタの山（これが一番多い）のせいで、さらに狭せまく見える。ここがＢＢ団生活課のオフィスであり、文字通り生活課の住処すみかである。

　この部屋の隣にはＱキユー三ざぶ郎ろうとコッペの私室と、仮眠室、それからシャワールームがある。部屋の中に簡かん易いキッチンもあるのだが、現在はガラクタの山に埋うもれている。

「よーし、そんじゃ反省会始めるぞー」

　ホワイトボードにマジックで「はんせいかい」とテキトーな字で書くＱ三郎。

「コッペ。今日の幼よう稚ち園えん、どうだった？」

　今日の一番の議題はそれだ。

「んとね、せんせいがぴあのひいてくれてね、ユカちゃんがおにんぎょうさんみせてくれてね、カケルくんがぼーるなげるのすごくじょうずでね！」

「あーわかったわかった。楽しかったんだな？」

「うん！」

　大好物のアイスを食べながら、コッペは身体からだを揺ゆする。まだまだ話したいことがあるかのように、目を輝かがやかせていた。

「でもね、あんまりあいすたべられないの……」

「あー、そりゃしょうがねぇ。幼稚園はそういうところだからな」

「うー……」

　しょんぼりするコッペ。

「たまには我が慢まんすることも覚おぼえないとダメだべ」

　そんなコッペの頭をそっとなでる２号。

「そうッスよ。俺なんか、いつも食事我慢してるッス」

「１号先輩は我慢した方がいいです……」

　３号の頭には包帯が巻かれていた。改造人間でなかったら死んでいたほどのケガらしい。運がいいのか悪いのか。いや、悪いのだろう。

「お前らの方で、他に問題点とかあったか？」

　ホワイトボードに「コッペ良し！」と書いたＱ三郎が、みんなを見回す。

「まぁ、ライトドライバーに見つかった以外は、ないんじゃないッスか？」

「そうだな。気になって見に来る戦せん闘とう員いんどもは、事前にクギ刺しとかないとな」

　ホワイトボードにその旨むねを書くＱ三郎。

「結局、書類とかの住所ってどうしたんですか？」

　３号の質問に、

「あー、それはライトドライバーが話つけてくれたから、偽ぎ造ぞうでもすんなり通った。連絡先はライトドライバーに頼んでるから、たぶんアイツ経けい由ゆでお知らせとか届くだろ」

「よかったですね。さすが正義の味方」

　ほめていいものなのか迷うところだったが、とりあえず感謝はしないといけない。

「あー、んだども」

　２号が手を挙げる。

「とりあえず住所がばれるといけねぇから、送そう迎げいは断ことわったべ。そうすっと、コッペちゃんを毎日送り迎えしなきゃなんねーんだども……」

「あ、それがあるか」

　とりあえず生活課の全員が車を運転することはできる。

　しかしこちらにもこちらの仕事がある。いつも送り迎えをしていたら、仕事に支し障しようがでるかもしれない。

「とりあえず、幼稚園までは近いから、コッペが道覚えるまで当番制にすっか」

「そうッスね」

「んだ。オラもそれがいいと思うべ」

「コッペちゃんが道を覚えてくれたら、あとは平気ですよね？　あそこは車の通りも少ないし、安全といえば安全ですけど」

「まあ発信器なんかはつけるけどな。今の世の中、ブラック・ブリッツより危険な奴らがいっぱいいるし」

「そうですね……」

　そんな感じで話はまとまり、あとの議題はなんかもうグダグダだった。結局コッペに関することだけは皆真しん剣けんに取り組むようだった。

　そして当のコッペはアイスを無心に頰ほお張ばっていた。

「Ｑ三郎さーん」

　突然、ノックもなしにドアが開いた。Ｐピー子こがひょっこりと顔を見せる。

「うわあっ！　てめぇいつもノックしろって言ってるだろ！」

「すいません、ちょっと急いでて……」

「急いでなくてもノック忘れるじゃねーか！」

「あはは……」

　三つ編みをいじくりながら笑うＰ子。

　普段はもっと大きな声で笑うＰ子だが、最近は疲つかれているのか笑顔にも元気がない。髪の毛もパサついているようで、目の下にもクマができている。徹てつ夜やしているのだ。

「で、なんだ？　Ｊジエイ助すけんとこの作戦のことか？」

「あ、はい、そうです。もうすぐ作戦が決まりそうなんです。Ｊ助のところに送る物資ももうすぐ用意できそうですし」

「なんですぐ用意できねーんだ？」

「デイストーンがまるまる破は壊かいされちゃってますからね……修理するのにも時間がかかりそうだから、それまで保もたせるための資材や生活用品を揃そろえているんです」

「どうせ直すなら一気に、か。でも応急処置くらいの道具だったら送ってやってもいいんじゃねーか？」

「それだったら向こうの道具でもなんとかなりますよ」

「そっか」

　Ｐ子の顔は誰が見ても疲れきっており、軽く押しただけで倒れそうだ。少しは休みを取った方がいいのだが、殴なぐって気絶でもさせない限りＰ子は寝ないだろう。

　少し考えて、Ｑ三郎はコッペの身体を持ち上げる。アイスで顔中が汚れていた。

「よし、Ｐ子。コッペと一緒に風ふ呂ろ入ってきてくれ」

「はい？」

「コッペ、アイスでベタベタだからな。洗ってやってくれ」

「は、はぁ……」

「話はその後で聞く」

「…………ありがとうございます」

　ちょっとうつむくＰ子。

　コッペを抱きかかえると、大きくお辞じ儀ぎをしてオフィスを出て行った。

「課長」

　１号がＱ三郎の腕をつんつんつついた。

「なんだよ」

「俺達にも、あのくらい優しくしちゃくれないッスかね？」

「３号、そのへんにバットあったろ。貸せ」

「じよ、冗じよう談だんッス！」

　身構える１号に、Ｑ三郎は苦笑する。

「じゃあおまえらも風呂入ってこい。Ｐ子もそうだが、みんな今日はいろいろあって疲れただろ。少しは休もうぜ」

　オフィスの隣にはシャワー室があるが、のんびり疲れを癒いやすには大浴場が一番だ。作戦や訓くん練れんなどでヒマがない戦闘員が多いため、けっこう空すいていてリラックスできるのだ。

「じゃあ、課長もいっしょに行くべ」

「そうすっかー」

　Ｑ三郎も立ち上がり、各おの々おの風呂の準備をしていると、オフィスの電話が鳴った。３号が一番近かったので取り、しばらく話をしている。

「課長、Ｐ子さんがお風呂で溺おぼれたそうです」

「どんだけ疲れてたんだ、あいつは……」
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　心臓が止まった。

　そう判断した直後、Ｊジエイ助すけは両手を患者かんじやの胸元に押し当て、思いっきり押した。手て応ごたえがない。

「カウンター！」

「電気がありません！」

「そうだった、くそっ！」

「Ｊ助さん！　すぐ呼んできます！」

　すぐにＳエスＴテイー支し部ぶの戦闘員が走る。誰を呼んで来るのか見けん当とうもつかないが、あと三十秒以内に心臓が動かなかったら脳に酸さん素そが行かなくなる。そうなったら終わりだ。













「呼んできました！」

　ちょうど隣の部屋にいたのだろう。十秒もしないうちに、さきほどの戦闘員が一人の男を連れてきた。その間、Ｊ助はずっと人工呼吸と心臓マッサージを繰くり返かえしていた。

「心臓が止まってる！」

　彼が誰なのかＪ助は知らない。だから現状をそのまま伝えた。

「任まかしてください！」

　その男はＪ助の両手を払いのけ、片手を患者の胸に押し当てた。男の手は濡れていた。そう気づいた直後、数千ボルトの電流が患者を貫つらぬいた。

「ガハッ！」

　患者の心臓が動く。

「心電図用意して！　二次蘇そ生せいの準備を！」

「はいっ！」

　Ｊ助の指示で、即座に部下達が道具を準備する。心臓が動いたからといって、油断はできない。むしろこれからが本番だ。

「ところで、君は……？」

　電気ショックを施ほどこした男を見やる。

「ああ、俺、電気ウナギ怪人なんです」

「ありがとう、君は彼の命の恩人だよ」

　Ｊ助が手を差し出すと、

「あ、すいません。まだ電気残ってるもんで」

「平気だよ」

　と、Ｊ助は電気ウナギ怪人の手を取った。バチッと火花が弾はじけるが、Ｊ助は涼すずしい顔だ。逆に電気ウナギ怪人の方が呆あつ気けにとられてしまった。

「この手、義ぎ手しゆなんだ。いろいろ道具が入ってて便利なんだよ」

「は、はぁ……」

「デイストーンの事故でケガしちゃってね。だからデイストーン関係のケガなら任せてよ。ところで、また誰かの心臓が停止した時には、お願いしていいかな？」

「そりゃもちろんです。バンバン使ってください！」

　なぜだか嬉しそうな電気ウナギ怪人。

「俺の電気がこんなところで役立つなんて、初めて知りましたよ！」

　もともとヒーローを痺しびれさせるためだけに改造された電気ウナギ怪人だ。自分の力の別な利用法――しかも暴力ではない――が見つかって、感動している様子。

「他にも使えそうな怪人がいたら、声かけときます！」

「頼んだよ！」

　走っていく電気ウナギ怪人を見て、Ｊ助も気づいた。

　電力を制限しなければいけない現在、改造人間の力を利用すればある程度保もつのではないか。例えば水を噴ふん射しやしたり、モノを固める泡あわを吹いたりする怪人もいる。

「ちょっと、みんな――」

　呼びかけようとした時、Ｊ助の膝ひざが折れた。

「Ｊ助さん？」

　手が離せる者達が駆かけ寄よってくる。

　口を押さえていたＪ助が血を吐いた。

「Ｊ助さん！」

「平気……それより、手の空あいてる怪人がいたら呼んでくれる？」

「そんなことより、Ｊ助さんが！」

「ああ、だいじょぶだいじょぶ」

　と、Ｊ助は手近にあったビンを手に取り、中身を飲み干した。

「っぷ――ね、酒でごまかすから心配ないって」

「って、それメチルアルコールですよ!?」

　口から流れる血と酒を拭ぬぐい、Ｊ助は気丈に笑いかけた。ちなみにメチルアルコールは普通の人間では飲めない。よい子も悪い子も絶対に真ま似ねをしてはいけません。

「でも、ごまかすのも限度があるからね。そのために怪人たちを利用させてもらうよ。なんとか本部から救援物資が来るまでしのごう。さ、早くして」

「は、はい……」

　駆け出す戦闘員を見送ると、Ｊ助は床に座り込んだ。

　デイストーンの事故で腕を失ったＪ助もまた、定期的に検査をする必要がある。長年デイストーンの光にあてられ続けたせいで、身体に異常が起きるのである。投薬でごまかしてはいるが、そのための薬は本部に置いてきてしまった。

　身体を酷こく使しし続つづけたせいで、このところ発ほつ作さが早く起きるようになってしまったようだ。死ぬ前に自分の身体を治す方法を見つけるのがＪ助の目標なのだが、このままだとそれを果たせぬまま、発作よりも過労で死んでしまうだろう。

　それでも目の前にいる患者を見捨てることなどできなかった。

「さて……」

　笑顔を作ってみる。患者が医者に求めるものは、適切な治ち療りようと安心だ。

　なんとか笑顔が作れた。まだ、いける。

　小さく拳こぶしを握にぎるＪ助。
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　五つあるヒーロー協定のうち、もっとも重要視されているのが第二条であった。

　すなわち「ヒーローは互いの正義を尊そん重ちようしなければならない」。これはプライドの高いヒーロー達のいがみ合いを防ぐために作られたもので、早い話が「互いの担当地区に入ってでしゃばるな」ということである。

　ライトドライバーなどはそのへんについてアバウトすぎるくらいだが、中には変身前の姿で自分の地区に入られただけで訴うつたえようとするヒーローもいる。速水キリオについては、本人よりも周りがうるさいといった感じだ。

　だからアルタイルが初めてライトドライバーの担当地区に足を踏み入れた時は、多少ドキドキしたものだ。アイスを買いに来た、という名めい目もくがなければもっと嫌だっただろう。しかし一度買いに来てしまえば、あとは楽だった。キリオとライトドライバーが知り合いだったこともあり、二度目はすんなり入れた。

　というわけで、学校に通っているキリオに代わって、アルタイルがライトドライバーの担当地区に来ている。

　目的は――コッペだ。

　別にコッペを倒そうとかさらおうとか思っているわけではない。

　ただキリオの懸け念ねんを確かめたかっただけ。デイストーンを核として作られた少女が、何を思い、どんな行動をしているのか調べるのだ。ついでにおいしいアイス屋さんでも見つけられれば、と思っていた。

　時刻は朝七時。

　出勤前のサラリーマンが多く見受けられる。その人達にバレないように、アルタイルは光学迷めい彩さいで自分の姿を隠しながら街を歩く。わずかに感じられるデイストーンの波動を探しながら。

　ふと、アルタイルは足を止めた。

　そこはビルの屋おく上じようだった。大きな馬の身体で、人の邪じや魔まにならずに移動するには上しかなかったからだ。

　高い空を見上げて、考える。

　もしもコッペが本当に殺さつ戮りく兵器だったら、どうすればいいのだろう？

　戦うのだろうか。

　キリオ……そう、変身後のキリオなら迷わず戦うだろう。

　だけどコッペは改造人間ではなく、普通の女の子だ。薔薇の騎士にはできても、アルタイルにそれができるかどうかはわからない。できたとして、その後悩まずにいられるだろうか。

『でも……やらなくちゃいけないんだよね』

　それがヒーローの使命だ。相手がどうであれ、戦うのが仕事だ。

　うん、決めた。やっぱり戦うべきだ。つらかったらキリオが慰なぐさめてくれる。

　アルタイルがそう決意した時、体内のレーダーに反応があった。

　住宅街のど真ん中だ。

　そこに――デイストーンがある。

　そうと知った直後、アルタイルは跳とんだ。ビルの屋上からひとっ跳びで、その地点にたどり着く。こっちもデイストーンを核とした機械だ。数百メートルくらい、人間でいう走はしり幅はば跳とびの要領で越えられる。

　マンションが建ち並ぶ道で、女の子が泣きそうな顔をしていた。

「うぅ……」

　黒いワンピースに、小さなポシェット。

　先日会った時と変わらない。

　手には紙切れ。地図が書かれている。

　道に迷まよっているのだと気づいたのは、アルタイルがコッペの真正面に現れた時だった。

「わっ――」

　突然のアルタイルの出現に、尻しり餅もちをつくコッペ。コッペのスペックならば、そのくらい感知できそうなのだが――本当に気づかなかったようだ。

『だいじょうぶ？　ごめんね、驚かせちゃったね』

　反射的に、アルタイルは謝あやまった。

「ある……たいる？」

『久しぶり』

「あるたいるだー！」

　飛び起き、アルタイルの脚あしに抱きつくコッペ。

『コッペ、こんなに朝早くからどうしたの？』

　幸さいわい周囲に人はいない。アルタイルは光学迷めい彩さいを解といてコッペの前に姿を現す。

　――コッペは光学迷彩を解く前から気づいた。

　その事実に、やはりコッペは普通の人間ではないと確信するアルタイル。

「あのね、ちずがわかんないの」

　と、泣きそうな顔で紙切れを見せるコッペ。

『一人で？』

「うん。みんな、いそがしーって」

　アルタイルは軽く首を振る。

「あるたいる？」

『あ、ごめん。地図だね』

　コッペの周囲にナノサイズの監かん視しカメラがあったので、黙だまらせた。たぶん、遠くからコッペの様子を見張り、いざ本当にピンチというときに助けられるようにしているのだろう。コッペの自主性を育てるつもりなのだ。

　そのカメラにはアルタイルの本体である馬車からハッキングをかけて、偽にせの映像を映させた。今頃ＢＢ団では、コッペが元気よく歩いている合成映像が流れているだろう。ちなみに本体である馬車は大きすぎるので、キリオの家の格納庫にしまってある。

　誰にも見られていないのを確認してから、コッペの地図を見た。

『うーん……これは……』

　ものすごく下へ手たクソな地図だった。誰が書いたのか。

「あるたいる、ちず、わかる？」

『これは難しいなぁ……幼よう稚ち園えんの名前わかる？』

「えっとね、かすみよーちえん！」

『かすみ幼稚園……』

　その名前で検索をかけると、アッサリ見つけられた。現在位置から鑑かんがみるに、コッペはかなりがんばったと思う。この地図でよくここまでたどり着けたものだと感心する。

『こっちだよ』

　アルタイルは案内するようにコッペの先を歩く。

「あるたいる、わかるの？」

『うん、平気だよ』

「すごーい！」

　いきなりコッペがアルタイルの背に乗ってきた。ちょっと焦あせったが、バランスを崩くずさないようになんとか踏みとどまる。

『コッペもちゃんと道を覚えるんだよ？』

「うん！　あのね、かちょーがね、こっぺひとりでもいけるよーにって！」

『ああ、それで一人で歩いてたんだ――』

　送そう迎げいバスも使わずに一人で歩いていた理由がようやくわかった。

　コッペが道を覚えれば、緊急の仕事が多そうなＢＢ団も助かるだろうし、自主性も育てられるし、いいことずくめだ。悪い人に襲われる可能性もないわけではないが、ライトドライバーかＢＢ団が助けてくれるだろうし。ある意味、世界で一番安全な女の子といえる。

　そうして幼稚園に着くまでの間、アルタイルはコッペの話をたくさん聞かされた。アルタイルは相づちを打つだけだったが、コッペはそれでも楽しそうだった。

　やがてかすみ幼稚園の看板が見えてくる。

「ついたー！」

　アルタイルの背から降り、幼稚園の門まで走るコッペ。

『よかったね』

「ありがとー！　あるたいる！」

　大きく手を振るコッペに、アルタイルは一度だけうなずいた。

　何度も手を振り返しながら幼稚園に入っていくコッペを見て、アルタイルは確信する。

　コッペは普通の女の子だ。

　それでいてデイストーンの兵器なのだ。

　なんという矛む盾じゆんだろう。こんなに優やさしい女の子なのに、ブラック・ブリッツの兵器だなんて。いつか戦う日が来るのだろうか。そうなったら倒せるのか。

　いっそのこと、コッペが心まで悪ならばよかったのに。

　そう思わずにはいられないアルタイルだった。







　幼稚園では、いつものお友達がコッペを待っていた。

「こっぺちゃん、おはよー！」

　女の子が手を振っているので、コッペも振り返した。

「おはよー！」

　すでに教室には大半の子ども達が揃そろっている。バス通学組だ。残りは自宅から親の車などで送ってもらっている子ども達。

「コッペちゃん、歩いてきたの？」

「うん、そうだよー」

　一人の男の子が訊いてきたので、コッペは素直にうなずいた。

「すごいねー！　あぶなくない？」

「あるたいるがいっしょだから、へいき！」

　自信満々に言うコッペ。

「あるたいる？」

　当然だがみんな首をかしげる。

「あのね、おっきなおうまさん！　すごくはやいの！」

「へぇー」

　みんな感心している。

「コッペちゃんって、いろんな人とかモノとか知ってるよねー」

「うんうん、すごいよねー」

　みんなが口々にコッペをほめたたえる。

　なんだかわからないけど、恥ずかしかった。

「みんなも、こんどあるたいるとあそぼー！」

　コッペが提案すると、子ども達は手をあげて喜んだ。確約はできないが、なんとなくアルタイルとはまた会えそうな気がするコッペであった。
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　一日経たって、夜になった。

　ＢＢ団の作戦会議室に、大勢の人間が集まっていた。みな円卓に座っているが、ドアから見て中央の位置に首しゆ領りようが座っており、その周りにＰ子と上層部、その周りにＱ三郎などの課長クラス以上の幹部がいた。

『では明日の補ほ給きゆう作戦は、普通戦せん闘とう課かに一任する』

　和風と洋風をごっちゃにしたような鎧よろいを着た大きな影。それがＢＢ団首領だ。声が機械音のように聞こえるのは、鎧のままで喋しやべると伝わりにくいから機械を通しているものと推すい測そくされている。

　首をかしげても、機械のような音がする。身体の動きまで機械で補おぎなっているのだ。そうまでして守りたいものが鎧の中にはある。首領はブラック・ブリッツの要かなめであり、代わりなどいないから。

「お任せ下さい、首領。かならずやご期待に添そってみせましょう。なに、我々の手にかかればあっという間ですよ」

　体の大きな男が胸を叩く。普通戦闘課の課長はずいぶんと自信たっぷりだ。

「あまりヒーローを侮あなどるな。なぜ我々が今まで補給作戦を行わなかったのか、その理由を考えろ」

　普通戦闘課の課長の向かい側に座っている初老の男――戦闘部兵へい站たん課かの課長がつぶやく。本来なら補給作戦は兵站課が担になうのだが、今回は絶対に失敗してはならない作戦のため、戦闘力のある課に任されたのだ。

「ヒーローの補給物資は我々の恰かつ好こうの獲え物ものであると同時に、我々の補給物資もまたヒーローの獲物なのだ。ただ消しよう耗もうさせるだけでなく、情報などが手に入るかもしれないからな」

「そんなことはわかっている！」

　普通戦闘課の課長が机を叩いた。

「ヒーローを侮りはしない。この作戦の重要性もわかっている！」

「失敗すると、人が死ぬんだぞ？」

　軽い口く調ちようで言うのは、Ｑ三郎。

「貴様に言われんでもわかっていると言ったろう！」

『もうよせ』

　激げつ昂こうする普通戦闘課の課長をなだめたのは、首領だった。

『この件は普通戦闘課に一任すると私が言った。これは覆くつがえらぬ。そしてどの課が任務を請うけ負おうとしても、ブラック・ブリッツの任務である以上、失敗は許されぬ』

「は、はっ……」

　兵站課の課長はむっつりと押おし黙だまり、普通戦闘課の課長はキョロキョロと視線を彷徨さまよわせた。Ｑ三郎は呑のん気きにコーヒーをすすっている。

「おいＱ三郎、なに書いてるんだ？」

　Ｑ三郎の隣に座っていた補給部の部長が、ちらりと机の上の紙を見る。実質上、Ｑ三郎の直属の上司だ。

「わ、ちょっと見ないでくださいよ」

「いいじゃないか、怒りゃせんよ」

　ニコニコと笑いながら紙を奪うばう部長。もう作戦は決まっており、補給物資も用意した。補給部としてはもう作戦は終わったようなモノだ。あとは戦闘部の腕にかかっているので、彼らにやることはない。ヒソヒソと雑談する余裕もある。

「なんだこりゃ、地図か？」

「そっす。幼稚園までの地図。危険なところがないか改めてチェックしてるんです」

「コッペちゃん、元気でやってるかね？」

「ええ、あいつ、たった一日で幼稚園までの地図覚えやがったから、俺ら形かたなしですよ。最初は迷ってたみたいですが、俺らがちょっと目を離したスキにあっという間に幼稚園までたどり着いてやがる」

「ということは、幼稚園までひとりで？」

「今日出来たんで、明日からはずっとそうさせようと」

「危険じゃないかね？」

「一応、監視はつけてましたから。平気でしたよ。Ｋケイ次じ郎ろうのやつもいなくなったんで、コッペ用のカメラをハッキングして、偽にせの画像流すようなヤツもいないでしょうし」

「そうかー」

　じつはそんなヤツがいた、ということに気づくのは、それから一週間も経たったあとである。

「ん――」

　と、そこまで話して、ふと気づく。

　確か今日、幼稚園からのお知らせが届いたはずだ。何か重要なことが書かれてあったはずなのだが、この会議でお偉えら方がたをさんざん罵ば倒とうしているうちに忘れてしまった。

『では明日は諸君しよくんらの活かつ躍やくに期待する。各おの々おの、睡すい眠みんや食事はしっかりとるよう』

「あーっ！　そうだ！」

　首領と同時にＱ三郎が立ち上がった。

　全員の目がＱ三郎を見る。首領と目が合った。

『どうしたＱ三郎』

「明日、コッペの弁当の日だ！」

『……なに？』

「月に一度あるんだよ！　各自弁当持参の日が！」

「それが明日なんですか？」

　Ｐ子も焦あせっている様子。

「やっべぇ……今から作るにしても、材料が……おばちゃんも寝てるだろうし」

　頭を抱かかえてまた椅い子すに座るＱ三郎。

　絶望感に打ちのめされていると、こんな声が上がった。

「ご飯は炊たけているのか？」

　その質問を出したのは、補給部の経理課課長。

「飯めしはある。けど、おかずどうしようかと……」

「食堂にある食材はだめなのか？」

　またそんな質問が飛んでくる。

「食堂はだめだ。あそこのセキュリティは基地内でもトップクラスだからな」

「なるほど。食い意地の張った戦闘員への対策か」

「だが個人の冷蔵庫なら平気だろう。生活課に冷蔵庫はあったな？」

　口々に相談を始める幹部達。

「ああ、だが大したモンは入ってねーぞ？」

「卵くらいはあるだろう。卵焼きは必ひつ需じゆ品ひんだな」

「コッペちゃんの嫌いなモノはあるのか？」

「こないだ食堂で見た時はなんでも食べているようだったが――」

「だが待て、見た目も重要だ。幼稚園の弁当といえば、タコさんウィンナーは外はずせないだろう」

　なにやら議題が完全にすり替かわっている。先程までの補給作戦と同じくらい真ま面じ目めにコッペの弁当を考えている幹部達は、果たして真面目なのかどうか。

『Ｑ三郎よ』

　首領がマントの中に手を入れて、何かを取り出した。

　机の上に放り投げられたそれは「すぐにできる！　おべんとう百選」というタイトルの本だった。どうして首領がそんな本を持っていたのかは謎なぞだ。

『使え』

「お、おお……」

　Ｑ三郎がそれを手に取る前に、他の幹部が取り上げて中を読み始める。

「なるほど、炊き込みご飯にするという手もあったか」

「このハンバーグは挽ひき肉にくさえあればなかなか楽にできそうだぞ」

「カマボコで色を添えるのもテクニックの一つではあるな」

「だが待て、コンビニで冷れい凍とう食品を買って来るという手も捨てがたい」

「おめーら俺が作る弁当だぞ！　よこせ！」

　Ｑ三郎が席を立って本を奪うばい取とろうとするが、

「黙だまれ！　我々にもコッペちゃんをちゃんと教育する義務がある！　お弁当のメニューも、貴様のようなガサツな男には任せられん！」

「そうだ！　日の丸弁当なんて持たされた日には、コッペちゃんが可か哀わい想そうだろうが！」

　幹部達の猛もう烈れつな反対にあい、結局それから三十分ほどＱ三郎は押し黙っていた。そして幹部達に決められたメニューを徹夜して作るハメになる。

　１号も２号も３号もぐっすり眠っている。叩き起こして弁当を作るのを手伝わせたい所だったが、彼らの料理センスもＱ三郎と自分変わらないので、Ｑ三郎は泣く泣く卵焼きを作り続けたのだった。
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　夜が明け、日が昇のぼる。

　朝あさ露つゆに濡ぬれた車を拭ふいているのは、ＢＢ団の戦闘員たち。駐ちゆう車しや場じように停とめられた三台のワゴン車は、みな黒くろ塗ぬりだ。輸送車の整備は作戦の成否に大きく関わるから、けっしておろそかにしてはいけない。

　そしてワゴン車の隣には、補給物資が山のように積つまれている。

「なあなあ、今日の作戦ってデイストーンを直す装置を支部へ届けるんだろ？」

　車を拭いていた戦闘員が、隣で荷物チェックをしている戦闘員に話しかける。

「もちろんそれもあるけど、ヒーローとの戦いでいろいろ物資がなくなってるから、それも届けないと」

「あ、そうか」

　そうして戦闘員はまた掃そう除じに戻る。

　車を拭き終え、雑ぞう巾きんをバケツですすいでいる時、また気づいたように顔を上げ、

「あれ、でもさ、デイストーンを直すんだったら、もっと大がかりな装置がいるんじゃないのか？　こんなワゴン車でなんとかなるもんなのか？」

「それが、なんとかなるんだな」

　と、資材チェックをしていた男が取り出したのは、小さな箱。

　横十センチほど、縦十二センチほど、高さ四センチほどの直方体。

「なにこれ？」

「これが今回の作戦の目玉、デイストーン活性化装置だ」

「こんなにちっちゃいのに!?」

「俺も専門家じゃないから詳くわしいことはわかんないんだけどさ、なんでも壊こわれたデイストーンを元気にするんだと」

「元気に？　直すとかじゃなくて？」

「ああ、デイストーンってまだまだ不思議な部分がいっぱいあるからな、ちょっとした刺し激げきで回復するらしいぜ。どんな刺激を与えるのか、俺にゃ全然わかんないけど」

「ふーん」

「ま、最悪この箱さえ守れればＯＫってことだ」

「そだな。少しでも電力とか戻れば、Ｊ助さんとか助かるもんな」

「そーいうこった」

　笑いながら二人は出発準備を整ととのえる。もう車の整備も資材のチェックも終わりだ。あとは運転手と戦闘員が乗り込んで、現地まで行けばいいのだ。

「お、コッペちゃん」

　車の陰でわからなかったが、コッペがとことこ歩いていた。いつもの黒いワンピースに、今日は白いポシェットを肩から提さげている。

「コッペちゃん、おはよう！」

　手を振ると、コッペもこちらに気づいたようだ。

「おはよー！」

　元気よく笑って走ってくる。ピカピカに磨みがかれた車のボディに自分の顔が映うつるのが面白いようだ。

「今日も幼稚園かい？」

「うん、あのね、きょうもこっぺひとりでいくの！」

「一人で？　危あぶなくない？」

「へーきだよ！」

　自信満々にピースサインするコッペ。しかしやっぱり心配だ。途中までこの車で送ろうかと言いかけたとき、後ろから声が聞こえてきた。

「コッペちゃーーーーーん！」

　駐車場の入口から、なにか小さな箱を持ったＰ子が走ってきた。よほど急いでいたのだろう、全速力で周りも見ずにこちらへ突進してくる。

「Ｐ子さん、そんなに走ったら――」

　忠告よりもＰ子の方が早かった。戦闘員が積み上げておいた補給物質の中に、ギャグマンガのごとく突っ込んできた。派手な音を立てて散らばる物資とＰ子。

「いたたた……」

　尻しり餅もちをついたＰ子をひっぱりあげる。そして彼女はようやく惨さん状じようを目まの当あたりにし、

「す、すいません！」

「あー、いいですいいです。ケガはなかったですか？」

「はい……ごめんなさい」

　仕方がないので、その場にいた全員で荷物を元通りに積み上げた。最初と多少違った積み方になったが、まあしょうがない。

「ところでＰ子さん、どうしたんですか？」

「あー、そうだ！　コッペちゃん、これ！」

　と、コッペに黒い箱を渡すＰ子。

「今日、お弁当の日でしょ？」

「わぁー」

　箱を受け取ったコッペは、頰を赤く染そめて満面の笑えみを浮かべる。

「中身はお楽しみです！　さ、落とさないようにカバンにしまっちゃいましょ」

「うん！　ありがとー！」

　Ｐ子がコッペのポシェットを取り、弁当箱を詰め込む。ちょうどピッタリの大きさだった。ポシェットが四角く変形してしまったが、コッペは気にしていない様子。

「さ、早くしないと遅ち刻こくしますよ、いってらっしゃい」

　手を振るＰ子。つられて戦闘員たちも手を振る。

「いってらっしゃーい！」

「いってきまーす！」

　駐車場の中にある階段を昇っていくコッペ。

　コッペの姿が見えなくなると、Ｐ子はいきなりその場に倒れた。

「ぴ、Ｐ子さん!?」

「あー……疲れましたぁ……」

　そういえばＰ子はここのところずーっと働き続けていたと聞いた。その上弁当まで作ったのだ。疲れもピークに達しているのだろう。

「俺、ちょっと医務室まで運んでくる！」

「お、おう！　頼む！」

　Ｐ子を背負い、ダッシュする戦闘員。

　残った戦闘員はふと何かを思い出したように補給物資の山を見る。

「……うん、ちゃんとあるよな黒い箱」

　うなずいて確かめる。

「まさかこれが弁当と入れ替わってた、なんてマンガみたいなオチはねーよな」

　常じよう識しきに期待して、その戦闘員も同どう僚りようとＰ子を追いかけて走り出した。







　荷物も積み終わり、補給部隊のワゴンが三台、列を作って発進した。ＢＢ団の駐車場は、街に点在しているダミー企業の駐車場に繋つながっている。ＳＴ支部は本部から北の方角にあるので、北に向かうのに一番近い駐車場から出た。ペット専門店の地下駐車場なので、昼に出れば目立ってしまうかもしれない。

　しかし今はまだ午前八時。駅からも遠いので、見られるとすれば遠くから通学する高校生くらいか。もっともこの時間ならば遅ち刻こくギリギリなので黒いワゴン車になど目もくれないはず。

「眠いな……」

　アクビをかみ殺して、運転手は眠ねむ気け覚ざましのガムを口に入れた。

　情報によれば、ライトドライバーもまだ寝ている時間らしい。襲撃の心配はなさそうなので、団員たちも気楽なものだった。運転手もラジオなどつけたりして、雑談に加わっている。

　実際、道中は安全なものだった。企業ビルが多い市内への道ではなく、郊外へ抜ける道だったせいもあり、渋じゆう滞たいに巻き込まれることもないので、うまく行けば午前中に補給が済んでしまうのではないか、と軽かる口くちを叩く者もいた。

　そうなれば、午後は休みだ。今日中にたまったビデオを消化してしまおうと、運転手も考える。

　しかし隣の地区に入った時、全ては幻げん想そうだったと思い知るのだった。

「あ、あの……すみません」

　そこは住宅街だった。平屋や二階建ての一般家屋が建ち並ぶ中、狭い国道が伸びている。その国道を走り抜けようとした矢先のことだ。

　どこをどう嗅かぎつけてきたのだろう。

　白い馬車が道をふさいでいた。

　馬に乗っているのは――速水キリオ。

　高校の制服を着て、馬上で丁てい寧ねいに頭を下げている。

「ば、薔薇の騎士！」

　運転手の叫びで、車内の行楽気分が一瞬で吹っ飛んだ。あの姿に惑まどわされてはいけない。ＳＴ支部はそれで壊かい滅めつしたのだ。全員銃を構え、いつでも外に出られるようにする。

「かまわねぇ、吹っ飛ばせ！」

　後ろからの命令とも呼べない叫びに、運転手はためらわずにアクセルを踏む。どうやら他の二台も同じ事を考えたようだ。時速百五十キロ以上のスピードで馬車に向かって突っ込んだ。

「きゃっ！」

　馬上の速水キリオがわずかにのけぞるのが見えた。

　大きな衝しよう撃げきが車体を揺らした。エアバッグが運転手の顔を押しつぶし、車内に悲ひ鳴めいが轟とどろいた。

「っぷ……！」

　急いでエアバッグを退どけて前方を見ると、ヒビの入ったフロントガラスいっぱいに馬の顔が映っていた。

「う、うわあああっ！」

　ダッシュボードにある拳けん銃じゆうを握にぎりしめ、運転席から飛び出す。見れば他の二台のワゴン車も馬車に突っ込んだまま停とまっていた。うち一台は黒こく煙えんを上げており、もう片方の車の運転手はぐったりして動かなくなっている。

「う、撃うて！　変身してない今なら勝てるぞ！」

　誰かが叫んだ。

　運転手もその言葉を信じ、速水キリオがいるはずの馬上へ拳銃を向ける。

「っ!?」

　だがすでに馬上に人影はない。どこへ行ったのか視線を巡めぐらせると、背後から銃声が聞こえた。振り返ると、十メートルくらい後方に速水キリオが立っていた。

「やっぱり……戦わなくちゃダメですね」

　おさげをいじくりながら、本気で怖こわがっている様子のキリオ。

「銃だ！　銃を構えろ！」

　戦闘員たちが銃を構えた。拳銃、小銃、ライフル、ありとあらゆる火器が速水キリオ一人に向けられる。

　だが、号令が下くだされる前に運転手は見た。

「でも……私も、容よう赦しやはしません。ヒーローですから」

　速水キリオが眼前にサーベルをかざすのを。

　そして、小さくつぶやくのを。




「変身ノーブレス・オブリージユッ！」




「撃て！」

　号令と、キリオが発光するのは同時だった。秒間一万発以上の銃弾が速水キリオに浴あびせられたが、まばゆい光のせいで着弾が観測できない。しかし運転手は弾がなくなるまで拳銃を撃ち続けた。

「ぎゃあっ！」

　扇おうぎ状じように広がっていた戦闘員のうち、端はしにいた数名が悲鳴をあげた。そちらを見ると、背中から血を撒まき散ちらして倒れているではないか。

　戦闘員たちを斬きっているのは、真紅の鎧よろい――籠こ手てと足あし甲よろい、そして肩かた甲よろい。水着かレオタードのように見える胴も、デイストーンの力で強化された特とく殊しゆスーツだ。華きや奢しやなボディラインと相まって、手と脚が膨ふくらんだように見える。

　そして顔には仮面――目元を覆おおうマスクをつけている。おさげは解とけており、長い黒髪が広がっていた。

　薔薇の騎士。この地区のヒーロー。




「オーーーーーーッホッホッホッホ！」




　高笑いが場を席巻せつけんした。笑っているのはもちろん薔薇の騎士。

「さあ、可か愛わいがってあげるわ！　子猫ちゃん達！」

　さきほどのおさげの女の子はどこへ消えたのだろう。考えたくないが、あの奇妙な女が同一人物だというのか。

　運転手が呆あつ気けにとられている間に、戦闘員の半分が斬きられていた。

「アルタイル！　鞭むちを出しなさい！」

『はぁ……変身しちゃったか。しょうがない』

　あきらめた声の馬車から何かが飛び出してきた。

　薔薇の騎士が剣を左手に持ち替えると、空中から降ってきた長い鞭が彼女の手にすっぽり収まる。いったい馬車の中にはどれだけの武器が用意されているのか。

「ひざまずきなさい！」

　片手に剣を、片手に鞭を持ち、斬った敵をさらに打ちすえ、倒れた戦闘員を踏ふみつける薔薇の騎士。マスクで隠れているのは目元だけなので、彼女が心から楽しそうに鞭と剣を振るっているのが見て取れた。

　そもそも利きき手てである右手に鞭を持っている時点で、なにかが間違っていると思う。

「う、撃つんだ！　なにやってる！」

　近くで叱しつ咤たする声が聞こえ、慌てて引き金を引いた。

　正直、拳銃ごときであの薔薇の騎士を倒す自信などない。それでも助かるためには撃つしかなかった。拳銃でも牽けん制せいくらいはできるはず。

「甘いわ！」

　鞭がひるがえり、銃弾が全て叩き落とされた。

　マシンガン、小銃、ライフル、合わせて数千発にも及ぶ弾だん丸がんだ。それを軽いステップと鞭さばきだけで全てかわしてしまうなんて――

「そんな粗そ末まつなモノであたくしが倒せると思って!?」

　一人の戦闘員に剣を突きつける薔薇の騎士。

　運転手はさらに撃とうと引き金を引く。が、一発撃っただけで残弾が尽つきてしまったようだ。その間に、仲間達は鞭でなぎ倒されている。おそらく剣で一人一人斬るのが面倒になったのだろう。

「あ――」

　気づいた時、真紅の鎧――薔薇の騎士は眼前に迫っていた。

　胸の部分には薔薇をあしらった模様が彫られている。それが薔薇の騎士という名前のゆえんなのだろうか。

　銃口を向けるが、弾など入っていない。

「……！」

　その時、薔薇の騎士が笑った。

　次の瞬間、股こ間かんに冷たい感触がした。

「う、うわああ！」

　両足の間に剣が突き入れられていた。薔薇の騎士が手を振り上げるだけで、股また下したから真っ二つ――そう考えただけで拳銃を取り落とし、全ての行動に対する意欲が失われてしまった。

「あらあら、こんなにおびえちゃって――カワイイ」

　蛇へびが舌したなめずりするような声を残し、薔薇の騎士はゆっくりと股間から剣を引いた。

　そのあとは、もう呆然と立ちつくすしかなかった。背後で仲間達がやられている悲鳴も耳に入らず、足の先から頭のてっぺんまで震ふるえが止まらなかった。

　最後の一人が鞭にからめ取られ、投げ飛ばされた。その身体が運転手にぶち当たり、二人同時に昏こん倒とうした時点でブラック・ブリッツの輸送部隊は全滅した。







「ふぅ……あっけなかったわ。しょせん男なんてこんなモノね」

　髪をかき上げる薔薇の騎士。

「ありがとアルタイル。あなたの索敵能力は世界一ね」

『それはいいからキリオ、はやく目的を果たさないと』

「そうね。それじゃ、見せてもらうわよ」

　薔薇の騎士は潰れたワゴン車の後部座席をサーベルで切り抜いた。真四角に斬られた穴から、補給物資がたくさん落ちてくる。この補給を阻そ止しすれば、ＢＢ団もしばらく活動できまい。その間は平和な日々が続くのだ。

「や、やめろ……」

　戦闘員の一人が呻うめいているが、キリオは無視した。

「あら、これはなぁに？」

　手のひらに乗るほどの、小さな黒い箱。

「そ、それに手を出すな……！」

　よろよろと立ち上がる戦闘員。

「おだまり！」

　キリオは薄く笑って、その戦闘員を軽く鞭で打った。それだけで尻餅をつき、動けなくなる戦闘員。もう体力が残ってないのだ。

「答えなさい。これはなに？」

　倒れた戦闘員の股間をヒールのような足あし甲よろいで踏みつけ、キリオは尋たずねた。

『キリオ。たぶんそれ、ＢＢ団にとって大切なモノだよ』

　答えたのはアルタイルだった。

「どうしてそう思うの？」

『この道は、こないだキリオが潰つぶしたＳＴ支部に繋つながってるから。そこへの補給物資だよ』

「そうなの？」

　真下の戦闘員に尋ねるキリオ。

「ち、違う！」

　むきになって否ひ定ていするところが余計に怪あやしい。

「じゃ、これはいらないわね。壊しちゃおっか」

「やめろ！　そのデイストーン活性化装置がなくなったら……！」

「デイストーン活性化装置？」

　キリオの目が細くなった。

「あ……」

「このバカ！」

「アホ！」

「死ね！」

　倒れていた戦闘員が上半身だけ起こし、手に持っていた武器をバカな戦闘員に向かって投げつけた。一つがバカの頭部に当たり、また昏こん倒とうしてしまう。

「オーッホッホッホ！　やっぱり男はみんなバカね！」

　高笑いするキリオ。

「それにしても、これがデイストーン活性化装置……」

　キリオもデイストーン活性化装置の事は知っているが、まだ自分のデイストーンが危機的状況に陥おちいったことがないため、見るのは初めてだった。

　黒い箱を開けて、中を確かめる。

「あら？」

　その中にはなにやら食べ物らしきものが入っていた。ノリ弁当のように見えるが、ところどころ黒いモノがあり、原料がなんなのかわからないものさえある。もしやデイストーン活性化装置とはバイオテクノロジーかなにかを応用したものなのだろうか。

「ねぇ、これ本当にデイストーン活性化装置なの？」

　さすがに気になったので、キリオは一番近い戦闘員に見せてみた。

「ああ？　なんだこれ!?」

　戦闘員も驚いていた。

「それはこっちの台詞せりふよ！」

「ていうかそれ、コッペちゃんの弁当箱じゃねーか！」

　別の戦闘員が叫んだ。

「弁当箱？」

　ざわめき出す戦闘員たち。

　なんとなくキリオにも話が見えてきた。つまりこれと似たような箱がもう一個あるというのだ。そしてそれはコッペの手にある可能性が非常に高い。

　そうと決まれば話は早い。

「アルタイル。検索して」

『……』

　返事がない。

「どうしたの、アルタイル!?　コッペちゃんよ！」

『……わかった。検索するよ』

「急ぐわよ！　デイストーン活性化装置ってことは、アレを使われたらまたＳＴ支部が機能し始めちゃうからね！　そうなったらあたくしの苦労が水みずの泡あわよ！」

　馬車に走り込むキリオ。まるで自動ドアのように扉が開き、キリオがそこに乗り込むとドアは閉まった。そしてアルタイルが一声いななくと、馬車は自動車以上のスピードで走り出した。
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　ものすごい音で目が覚さめた。

「んぁっ!?」

　飛び起きたＱ三郎の視界に最初に入った物は、流し台から床に落ちたアルミのボウルだった。洗い物の山が崩くずれて、流し台から飛び出したようだ。

「今……何時だ」

　頭をボリボリ掻かきながら、壁の時計を見る。

　十時だった。

「やべぇっ！」

　一瞬で覚かく醒せいしたＱ三郎、流し台の脇わきに置いてあった弁当箱をひっ摑つかむと、オフィスを飛び出そうとする。その途中でコンセントに足を引っかけて派手に転ぶ。

「どうしたんだべ、課長」

　歯を磨みがきながら２号が歩いてきた。

「コ、コ、コッペに、弁当……！」

　転ころんだ際さいに向こうずねを打ち、悶もん絶ぜつしながら弁当箱を見せるＱ三郎。２号も痛そうに顔をしかめている。

「お弁当なら、コッペちゃん持って行ったべ」

「なんだと？」

「あれっ？」

　Ｑ三郎も２号も不思議そうな顔をしている。コッペは弁当を持って行ったのに、今ここにも弁当箱がある。どういうことだ。

　そこへ３号が通りがかったので、尋ねてみた。

「ああ、コッペちゃんなら今け朝さＰ子さんが作ったお弁当を持っていきましたよ」

「なんだって!?」

　Ｑ三郎の顔から血ちの気けが引いた。

　直ただちにやるべき事を考える。

「１号呼んでこい！」

　すぐに２号が走った。隣の部屋で何かしているらしい１号に事情を説明している。

「あの、課長、どういうことなんですか？」

「そうか３号、おまえはまだ知らないんだな……」

　これまで何度かボンジュールアイスを出撃させたことはあったが、その理由までは知らないはず。ただの哨しよう戒かい任務と思ってやってきたのだ。だがＰ子の性格と能力を知っている１号と２号なら、コッペの弁当の恐ろしさがわかる。

　Ｑ三郎は３号の肩に手を置いて、真ま面じ目めな声で告つげた。

「いいか３号、信じられないだろうが、事実だ」

「は、はい？」

「かつてブラック・ブリッツの半数が食中毒で倒れる事件があった」

「半数!?」

「原因は基地対抗運動会で配くばられた、Ｐ子特製ジュースだ」

「そのジュース、何が入っていたんですか……？」

「詳くわしいことは今でも不明だ。その他にも、基地のメインコンピュータにコーヒーこぼしたり、防災訓練で本物のボヤ起こしたり、そうだ、おまえと初めて一緒に仕事した時も、ありゃＰ子が待機部隊に毒盛ったからなんだ」

「そ、そのＰ子さんがコッペちゃんのお弁当を……」

　ようやく３号にも事態がわかってきたようだ。

「１号はどうした!?」

　呼びに行ったはずの２号に声をかける。

「車出してもらってるべ！」

　２号はすでに戦闘服のチェックをしている。いつでも外に出られる態勢だ。

「よし、すぐに出撃だ！　コッペの腹を守るぞ！」

「は、はいっ！」

　おびえながら３号もついてくる。

「っと、これを忘れちゃだめだな」

　手のひらに乗るサイズの弁当箱を手に取り、Ｑ三郎はオフィスを飛び出した。

　補給部隊全滅の知らせが届いたのは、オフィスが無人になったちょうど五分後のことであった。




　　　[image: ]




「はーい、それじゃ、みんな好きなものを描くのよー」

　椅い子すが全部片づけられた幼稚園の教室で、子ども達が四つんばいになって絵を描いていた。その様子を先生は歩きながら見ている。最初はちゃんと椅子に座って描いていたのだが、誰かが床にスケッチブックを置いて描き始めたら、みんな真ま似ねしてしまった。姿勢は悪いけど、楽しそうだから良し、と先生は思っている。

　ふと、一人の男の子の絵が気になった。

「ショウくんはなに描いてるの？」

　身を屈かがめて観察してみる。なにやら白い人間のようだ。

「ライトドライバー！」

「あー、ライトドライバーかぁ。かっこいいわよねぇ」

　なるほど、医者かなにかだと思っていたのだが、そういうことか。口に出さなくて良かった。見れば、隣の男の子もライトドライバーを描いているようだ。

「ケンくんもライトドライバー？」

「ちがうよ、これはサタン！」

「サタンかぁ……うん、とっても上手よ」

　ライトドライバーの愛車だった。人型に見えたのだが……聞いてみて正解だった。もう十年以上教師をやっているが、お絵かきの時間はみんなの個性が出て非常に面白い。

　その奥で、コッペが絵を描いているのが見えた。

　この子は非常に面白い。

　特殊な環境で育てられていたらしく、常じよう識しき外はずれなところが多た々た見受けられる。それは最初に保護者やライトドライバー本人から聞いていた。しかしこの教室に来てから一週間もたっていないのに、すでに子ども達に溶け込み、まるでずっと前からいたような気になってくる。

　順応能力が高いのだろう。彼女にとって、この幼稚園の全すべてが初めての経験だ。普通の子どもなら、わからないことが多すぎて困こん惑わくしてしまう。ところが彼女は好奇心が強いのと、物もの怖おじしない性格なため、自分や子ども達にあれこれ聞いてくる。そのうちに話題が生まれ、気がつけば仲良くなっている。中にはコッペの容姿にひかれて仲良くしたがっている男の子もいるが……。

　それでも、コッペはたまに迷っているように見える時もある。何かを我が慢まんしているようなそぶりが見える。もともと自由だったところに、集団生活という枷かせをはめてしまったからだ。どんな子どもでも、その種のストレスはある。

　それに気づかせないように、楽しくお勉強させるのが先生の役割だ。

「コッペちゃん、なに描いてるの？」

　先生は優しくコッペに話しかけた。

「あ、せんせー！　みてみて！」

　スケッチブックの絵を楽しそうに見せるコッペ。やっぱり白い人だった。頭のてっぺんからつま先まで真っ白な人間。

「ライトドライバーでしょ？」

「ちがうよー」

「あら、違った？」

　となるとサタンだろうか。しかし黒いクレヨンで描かれた輪りん郭かくはどう見ても人間だ。そんなヒーローいただろうか。

「かちょーだよ！」

「かちょー？」

　はて、そんな名前のヒーローには聞き覚えがない。

　それでもコッペの表情を見ればわかる。彼女は本当にこの絵の人物が好きなのだと。白いクレヨンを使って、手を汚よごしながらスケッチブックに向かっている。

「あら？」

　まただ。時折、コッペの胸元が光っているように見える。

　服や髪の毛の光こう沢たくが、角度によって光って見えるのだろうか。アクセサリーの類たぐいもつけていない。身体検査の結果は異常なしのはずだ。書類にはそう書いてあった。

　先生が小首をかしげていると、窓のそばで描いていた子ども達が騒ぎ始めた。

「わー！　なにあれー!?」

　見てみると、確かになんだかわからないものがいた。

　幼稚園の広場に馬がいるのだ。そしてその馬――機械の馬が馬車を引いている。まるでシンデレラのようだった。一体どんな偉い人が乗っているのだろう。

「すごーい！」

　クラスの子ども達が全員窓に寄ってくる。

「みんな、危ないから下がって！」

　もしかしたらブラック・ブリッツの改造人間が乗っているのかもしれない。そうなったら子ども達を守るのは自分だ。

　ところが馬車から降りてきたのは、改造人間などではなかった。赤い鎧を着た人だ。確か聞いたことがある。なんという名前だったか。

　赤い鎧の女性はこちらの教室に歩み寄ると、窓ガラスを叩く。

「ちょっと、開けてちょうだい！」

「あ、はい」

　先生が窓ガラスを開けると、赤い鎧は優ゆう雅がな仕草で礼をした。まるで貴族だ。

「ご苦労様」

　姿は少女といってよいほど幼おさないのに、人を小馬鹿にしたような態度。ますます覚えがある。

「あ、あの、あなたは……たしか、薔薇の騎士さんでしたわよね」

「ええ、そうよ。この地区でもあたくしの名前を知っていてくれたのね」

「はぁ……有名ですから。ですが、あの、その、いったいどういうご用件でしょう？」

　普段見慣れているライトドライバーとは、かなり趣おもむきが異ことなるヒーローなので、先生も対応がしにくい。

「緊急の用事よ。ブラック・ブリッツの脅きよう威いが迫せまっているわ」

　赤い兜かぶとが窓の中に入り込み、教室を見回す。

　どこにブラック・ブリッツの脅威があるというのだろう。

「いた――見つけたわよ、コッペちゃん！」

「コッペちゃん!?」

　クラスにいた全員の視線がコッペに集中する。

　当のコッペは、何か危険を感じたのだろう。窓のそばに集まっている子ども達とは反対に、廊下側の壁かべに張りついている。

「コッペちゃん。そのカバンに入っている物を出しなさい」

「……？」

　何を言われているのかわかっていないコッペ。

「そこのカバンに、黒い物が入っているでしょう？」

「うん！　おべんとうだよ！」

「それをあたくしに渡しなさい」

「ええっ!?」

　いつもニコニコしているコッペが、初めて驚きよう愕がくの表情を見せた。

　よほどお弁当が大切なのだろう。

　コッペはすぐに首を振り、その次の瞬間、身体が消えた。

　瞬間移動したように見えた。教室後方のロッカーの前で、カバンを大事そうに抱かかえている。一体いつの間にあそこへ移動したのか、先生にはわからなかった。それとも、廊下側の壁のところにいたと思ったのは見間違いだったのだろうか。

「そのカバンに入っているのは、とても危険なものなのよ」

「やだ！　おべんとうたべるの！」

「ふぅ――」

　薔薇の騎士は肩をすくめて首を振る。

「人工人間でも、食事は必要なのね」

「じんこうにんげん――？」

　最初、どういう漢字を書くのかわからなかった。数秒考えてようやく意味がわかりかけるが、

「どういうことです？　コッペちゃんが普通の子どもじゃないとでも？」

「その通りよ。というより、あなた達何も知らなかったわけ？」

　苦笑する薔薇の騎士。

　そしてしんと静まりかえった教室中に響き渡る声で、嘲あざけるように言い放った。

「その子はブラック・ブリッツで作られた人工人間。デイストーンを核として稼か働どうする人型兵器よ」

　教室の空気が、一瞬止まった。

　みんながコッペを見る。先生ですら見た。

　コッペはお弁当箱の入ったカバンを抱えて、うろたえている。

「う……噓うそです！」

　とっさに先生は叫んだ。

　どうしてだろう。ヒーローの言うことなのに信じられなかった。

「オッホッホッホ！　噓うそなものですか。彼女はブラック・ブリッツの手先なのよ。そんな危険な子と一緒にいて、いままでどうして気づかなかったのかしら？」

「コッペちゃんは普通の人間の女の子です！」

「だったら、あなたは彼女のデイストーンが反応したところを見たことはないの!?」

　言葉に詰まった。あの胸の光、あれはデイストーンが反応していたのか。

「わかったでしょ？　あの子は危険なの。それなのにどうして子ども達と一緒にいるの？」

「そんなこと……」

　何か言い返したかった。

　でも反論が浮かばなかった。彼女がブラック・ブリッツの手先だとしたら、こんな残ざん酷こくな話があるか。あの子はクラスの子ども達とあんなに楽しそうに遊んでいたのに。あの姿は演技には見えなかった。

「さ、コッペちゃん。こっちにいらっしゃい」

　手招きをする薔薇の騎士。

　子ども達はコッペを見たまま、何も言わなかった。きっと、先生と同じ気持ちなのだろう。本当にブラック・ブリッツの手先なのかもしれないという不安と、もしそうだったら、という恐怖。

「こないのなら……オシオキよ！」

　どこから取り出したのか、鞭を持っている。バシッという音を聞き、コッペ以外の子ども達もおびえる。

　そして子ども達の感情を一番敏びん感かんに読み取ったのは、他ほかでもないコッペだった。

　カバンを胸に抱えたまま、じっとうつむいている。

　泣いていた。

　泣きながら、小さな声でつぶやいた。

「……おべんとう、たべるんだもん」

「なぁに？」

　わざとらしく、聞き耳を立てる仕草をする薔薇の騎士。

「みんなと、おべんとうたべるんだもん！」

　絶ぜつ叫きようするコッペに、薔薇の騎士はひとつうなずいた。

「なら――こうするわよ！」

　鞭がコッペに向かって伸びた。先生の目では追いきれない速度だった。その鞭をコッペが軽々と手で摑つかむ。

「えっ……！」

　逆に薔薇の騎士がひっぱられた。女性とはいえ、鎧に包まれた人間を片手でひっぱるのだから、コッペの中に眠っている力がうかがい知れる。

　それでも薔薇の騎士は狼ろう狽ばいしなかった。

　窓から教室の中に引きずり込まれると、腰に差した剣でコッペに斬りかかる。

「コッペちゃん！」

　子ども達が悲鳴をあげた。

「覚かく悟ごなさいっ！」

　しかしその剣もコッペには届かない。軽く後ろにステップするだけで剣をかわす。

「ちいっ！」

　薔薇の騎士の両手が翻ひるがえった。

　すると鞭を取っていたコッペが浮かび上がる。コッペもそうだが、薔薇の騎士も恐るべき膂りよ力りよくを持っているのだ。分銅ふんどうのように振り回されるコッペの身体が壁に叩きつけられ、穴を開けた。

「コッペちゃん！」

　先生がコッペに駆け寄ると、子ども達も一緒に来た。

「うぅ～……」

　なんと壁に穴が開くほどの打だ撃げきなのに、コッペは無む傷きずだった。

　そして――やっぱり、身体が赤く光っている。

「しっかりして、コッペちゃん！」

　倒れるでもなく、四つんばいになって痛みを堪こらえているコッペ。キズがないか先生が身体に触ふれようとすると、

「触さわらない方がいいわよ」

　鉄の音に振り返ると、薔薇の騎士が立っていた。

「その子の身体に触れると、火傷やけどするかもよ。なにせ、デイストーンの子どもですから」

「あなた……！」

「なに、その目は？」

　先生を睨にらみつける薔薇の騎士。いや、彼女の目は先生だけでなく、周りの子ども達にも向けられている。

　見れば、全員がコッペをかばうように立っている。

「ヒーローの仕事を邪魔する気？」

「あなたのやっていることは……本当にヒーローの仕事なのですか？」

　唇くちびるが震えていた。相手はヒーローなのに。

　本来なら安心すべき相手なのに、どうしてこんなに怖いのだ。

「あたくしは薔薇の騎士。その行動はすべてヒーローのポリシーに則のつとっているわ。邪魔する者は、みんなヒーローの敵。他の誰でもない、あたくしがそう決めるの」

　鞭が鳴ると、床が小さく砕くだけ散ちる。

「そしてあたくしは――敵を容よう赦しやしない」

　薔薇の騎士の腕が振るわれると、サーベルが近くのおもちゃを薙なぎ倒たおす。それでも飽あき足たらないのか、返す剣でカーテンを切きり裂さく。

　子ども達が悲鳴をあげても、薔薇の騎士は笑えみを崩さなかった。

「さあ、あなた達はどっち？」

　唇をなめる薔薇の騎士。

　本気だ。本気で子ども達まで攻撃しようとしている。

　だけど、ここで素直に薔薇の騎士の好きなようにさせたら、コッペが――

『キリオ！　やりすぎだ！』

　外の馬車が喋しやべった。

「あなたも口を挟はさまないで！　これはあたくしの仕事よ！」

『だけど、これじゃあ……』

　薔薇の騎士と馬車が口論している間に、先生はコッペの様子を見ようとする。

「ううぅ……！」

　コッペが光を放はなちながら立ち上がっていた。キズはないようだが、服の裾すそが少し破けている。それだけでも痛々しい。

「コッペちゃん！」

「あらあら、子どもは元気でいいわねぇ」

　口元に手をあてて笑う薔薇の騎士。

　しかしその笑いは一秒で消し飛んだ。

「……おねーちゃんの、ばかぁっ！」

　高い音が通り過ぎていった。

　風を感じた方角を見ると、窓ガラスが全すべて割れていた。

　そして薔薇の騎士が吹き飛んでいた。壁を壊こわして外まで吹き飛び、広場の真ん中あたりまで転ころがっていく。

「きゃああっ！」

　女子たちが悲鳴をあげた。

　地じ震しんでも起きたのかと思ったが、そうではないようだ。

　コッペの髪の毛がふわふわと逆さか立だっていた。彼女のまわりに小さな竜たつ巻まきが生まれたかのように。その中心にいるコッペは、カバンを抱いたまま泣き続けていた。

「うぁぁぁ……ん」

　嗚お咽えつが聞こえた。

「コッペちゃん！」

　先生がコッペに向けて一歩踏み出そうとした時、凄すごいスピードでコッペが走り出した。窓まど枠わくに足をかけ、そして高く跳ちよう躍やくする。

　ゴムボールのように軽快に弾はずみながら、コッペは幼稚園の敷しき地ちから飛び出した。目で追うのがやっとのスピードだった。

「コッペちゃん……」

　薔薇の騎士の言うことは、確かに本当だった。彼女はデイストーンで作られているに違いない。そうでなくとも、デイストーンの力を借りた何らかのパワーを持っている。

　だけど――

　ブラック・ブリッツの手先には見えなかった。

　いじめられて泣いている、か弱い女の子にしか見えなかった。

「アルタイル……追って！」

『う、うん！』

　馬車を引いていた馬が、コッペに負けないくらいのスピードで飛び出した。

　ジャンプして屋根を飛び越えた機械の馬は、まるでペガサスのように空を走る。そして広場に残された、薔薇の騎士ひとり。

「なんなの……なんなのよ、あの子！」

　デイストーンの未知なるパワーの直撃を受けたらしい。薔薇の騎士は広場に横たわったままだ。まだ立ち上がれないらしい。

「そういうてめぇはなんなんだよ！」

　薔薇の騎士がいた地点が、いきなり爆発した。

　爆煙が晴れると、薔薇の騎士は爆心地から少し離れた場所に立っていた。そして煙の中心には白い鎧を着た我らのヒーローがいた。

「ライトドライバー！」

　薔薇の騎士が叫ぶ。

　白い鎧のヒーロー――ライトドライバーは薔薇の騎士をじっと睨みつけている。手には光の剣を握っており、怒いかり心しん頭とうに発している。どこか遠く高い所から、あの地点までジャンプしたのだろう。

「なにすんのよ！」

「そりゃこっちの台詞せりふだ！　てめぇ俺の地区でなにやってやがる！」

「ブラック・ブリッツの野望を阻そ止ししに来たに決まってるでしょう！　正義のためよ！」

　薔薇の騎士も鞭を構かまえた。

　ヒーロー同士が幼稚園の広場で睨み合う。

「幼稚園を破壊してまでか!?　俺に連絡してさえいれば、そんなことにはならなかっただろうが！　勝手に人の敷地に入って、なに暴あばれてやがんだ！　それじゃブラック・ブリッツと変わねぇだろうが！」

「ってことは、あんたブラック・ブリッツの子どもが幼稚園にいるの知ってたわけ!?　それなのに、なんで野放しにしてるのよ！」

「コッペちゃんは特別なんだよ！　人んちの事情に口挟くちはさむんじゃねぇよ！」

　その言葉で、薔薇の騎士の何かが切れたようだ。

「あなた……それでも正義のヒーローなの……？」

　特に指示した様子はないが、後方に控ひかえていた馬車の天てん井じようからいくつもの武器が飛び出し、薔薇の騎士の周りに刺さった。

「だったらどうした！　てめぇ正義のためだとかホザいといて、その実じつ、子どもをおびえさせてるじゃねーか！　正義のヒーローだったら、子どもを笑わせてナンボだろうが！」

「だったら子どもを守るために、あの子の持ってるデイストーンをなんとかしなさいよっ！」

　地面に刺さったモーニングスターの柄つかを取り、薔薇の騎士が走り出した。それに対たい抗こうしてライトドライバーは剣を捨て、両手の拳こぶしを握にぎりしめた。

　双方そうほうの武器が、双方の顔面に当たると、周囲にまた土つち煙けむりが立った。

　ヒーロー同士のケンカを止めるにはどこへ連絡したらいいのか、先生にもわからない。結局、双方の気が済むまで戦わせることにした。

「わー、すげー！」

「どっちもがんばれー！」

　男の子達は何も知らずに応援などしている。

　しかし、戦いは一瞬で決着がついた。

　ライトドライバーが薔薇の騎士のモーニングスターをかいくぐり、その目元を覆おおうマスクをはぎ取ったのだ。













　マスクがはぎ取られると、薔薇の騎士の全身が発光する。

　そして居い丈たけ高だかな鎧の騎士は――ただの女の子になった。

「あ……私……」

　我に返り、自分の手を見つめる薔薇の騎士。

「目ぇ覚めたか、キリオ」

「あ……あああ！」

　自分のしたことを思い出したのだろう、頭を抱えて取り乱す薔薇の騎士――だった女の子。彼女は薔薇の騎士の変身前の姿なのだろうか。それにしては姿も性格も違いすぎる。

「ライトドライバー先輩！　私、コッペちゃんに、幼稚園のみんなに……！」

「もういいから」

　そんな薔薇の騎士の肩を、ライトドライバーが優しく叩く。

「また……やっちゃった……」

　少女は涙を流していた。

「正義のヒーローっていうのも、難なん儀ぎなのねぇ」

　異い能のうの集団にそんな心配をするのもどうかと思うが、彼らの姿を見て先生も溜ため息いきをついた。異能ということなら、コッペも同じなのだから。

　そんな中、一人の女の子が先生の服の裾すそをひっぱった。

「せんせー、コッペちゃん、かえってくるよね？」

　目め尻じりに涙を浮かべて尋ねる子。

　なんと答えたらいいかわからなかった。

　だから、先生は自分の気持ちを正直に伝えた。

「ええ、そうね。コッペちゃんと一緒に、みんなでお弁当食べたいわね」

「うん！」

　その子はにこやかに笑い、大きくうなずいた。

　やっぱり、子どもは見抜けるのだ。相手が善人か悪人か。
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「なにそれ？」

　教わったとおりに軽くラケットを振ると、バドミントンの羽根が大きく弧こを描えがいて空に飛んでいく。本物の空ではなく、ＢビーＢビー団だんの基地の天てん井じように映うつし出だされた疑ぎ似じ環かん境きようだ。それでも初めて満足に飛んだ羽根を、コッペはいつまでも眺ながめ続つづけている。

「うーん、なんて言ったらいいかなぁ」

　そんなコッペを見て、Ｊジエイ助すけは言葉を探した。考えているところに羽根が飛んできたので、軽くボレーで打ち上げる。大きく跳はねた羽根を追って、コッペが走り出す。その間に適切な言葉を考えようとする。

「つまりね、コッペ。君の身体の中には――」

　話そうとした途と端たん、顔面に白いものが迫ってきた。反射的に手で受け止めると、衝しよう撃げきで身体が後ろに傾かしいだ。

「おおおっと！」

「わー、とんだー！」

　ラケットを振り抜いたコッペが大はしゃぎしている。この速度ならオリンピックにも出られるかもしれない。毎週、定期的にやっている診しん察さつ後ごの遊びで覚えたにしては、上達が早すぎるようにＪ助は思う。

　手の中の羽根をいじくりながら、Ｊ助は言葉を続けた。

「君の核に使われてるデイストーンは、つまり君自身なんだ」

「？？」

「だからね、えっと……そう、あそこに車があるね？」

　Ｊ助がラケットで後方を指す。ＢＢ団を構成する四つのピラミッド型建物。彼らは今その中央にあるグラウンドの隅すみっこでバドミントンをしており、その中央では戦闘員たちが訓練の真っ最中だった。

　ラケットが指したのは、ランニング中の戦闘員を後ろから追いかけているバギー。遅れたヤツは轢ひき殺ころす、と運転している教官が脅おどしているが、あれは脅しではなく本当にはねる。はねられた戦闘員を治ち療りようするのもまたＪ助だ。

「あの車のエンジンにあたるのが、コッペのデイストーンだ」

　言われて、コッペは自分の胸元を見る。楽しくバドミントンをしたので、うっすらと黄色く光っていた。

「エンジンだけじゃ車は動かない。だけどコッペのデイストーンはそれ自体が動く。いわばコッペの脳であり筋肉であり、心なんだ」

「こっぺは、でいすとーん？」

「そう言い換えてもいい」

「？？？」

　よくわからなかったようだ。今の発言も、よく考えずに口から出たモノだろう。

「まぁ……いいか。それを知った所で、コッペが変わる訳じゃない。大切なのはそんなコッペをみんな大切に思ってるってことだよ」

「こっぺも、みんなすきだよー」

「うん、それでいいんだ」

　Ｊ助がうなずいたその時、

「うわぁぁぁっ！」

　車に跳ね飛ばされた戦闘員が一人、コッペに向かって飛んできた。バギーは本気ではねたらしく、容よう赦しやのない弾だん速そくで一直線に飛んでくる。

「危ない！」

　手を伸ばすＪ助。だがコッペまでの距離は十メートルほどある。

　届くはずがない、と思いきやＪ助の手が爆発した。ロケット弾のように手だけが飛んで、戦闘員を弾はじき飛とばす。飛ばされた戦闘員は壁に激突して動かなくなった。治すのはＪ助なので、手加減はしている。

「ふー」

　腕と手をつなぐワイヤーをたぐり寄せて、ロケットパンチを元通りにする。

　Ｊ助はうなずいて、自分の手に触さわる。硬かたい感かん触しよくがするのは、義ぎ手しゆだからだ。デイストーンの事故で失った手。しかし新しい義手は、様々な研究に役立った。救われる命もあった。

「じぇーすけ、かっこいー！」

「そ、そうかな？」

　照てれるＪ助。

「僕ぼくのこの手もね。最初はイヤだったんだけど、今はいろいろと役に立ってる。だから兵器として生まれたコッペも、いつかその力を誰かの役に立てればいいと思っている。Ｑキユー三ざぶ郎ろうさんはコッペを普通の女の子にしたいようだけど、僕はムリに力を抑おさえずに、いい形で発散できないかなぁって思うんだ」

「はっさん？」

「そう。こうやってね！」

　再度ラケットを振りかぶり、大きく羽根を打ち出すＪ助。

　それから試合形式で遊んでみたが、要領を覚えたコッペにＪ助は一度も勝てなかった。







「っとぉ！」

　寝てた。

　危あぶない所だった。慌あわてて口元のヨダレを拭ぬぐうと、Ｊ助は立ち上がって辺りを見回した。そこは薔ば薇らの騎き士しに破壊されたＳエスＴテイー支し部ぶの中ちゆう枢すう。デイストーンがあった場所だ。

「そうだ……デイストーンを見に来たんだ」

「む、起きたか」

　デイストーンの入っていた太い筒つつ。今は割れているそれを眺めているのは、黒いマントの男――ＳＴ支部長だった。自じ慢まんの杖つえは折れていて、それでも愛用しているようだ。ガムテープで補強されている。

「すみません……僕、どのくらい寝てました？」

「私がここに来た時はもう寝ていたぞ。よほど疲つかれていたのだろう」

「こうしちゃいられない、すぐ戻ります！」

「待ってくれ」

　白衣を翻ひるがえすＪ助を呼び止める黒マント。

「デイストーンの様子がおかしいんだ」

「えっ……？」

　何を言っているのだろう。デイストーンは粉々に砕くだかれたのではないか。

　しかし黒マントの言うとおりだった。

　デイストーンが入っていた透明の筒つつ。その表面にキラキラと輝く砂が張りついていた。

「デイストーンの……粒つぶですか」

　それで思い出した。Ｊ助もそれが目当てでここに来たのだ。失われつつあるＳＴ支部のエネルギー。少しでもどうにかならないものかと、ここを訪おとずれたのだ。

「輝かがやいていますね」

「うむ。ここの機材は全すべて壊こわれている。それでもデイストーンが輝いているのだ。いったい、これは――」

　デイストーンとは、本来無害な石だ。電気や衝しよう撃げきなどを与えると、様々な反応を示す魔法の鉱石。だが今は何も手を加えていない。それなのに反応しているとは、どういうことだろう。

「ちょっとすいません」

　黒マントを脇へ押しのけて、Ｊ助は筒に近づいた。

「うっ！」

　その途中、Ｊ助が身を屈かがめ、口元をおさえる。

　手に血が滲にじんでいた。

「大丈夫か!?」

　慌てて駆け寄る黒マントを手で制し、

「だいじょぶです……いつものことです」

　もう少し我が慢まんすればいい。そうすればＰピー子こかＱキユー三ざぶ郎ろうがきっと助けに来てくれるから。研究所の時からそうだった。あの先輩たちは、ピンチになれば絶対に来てくれる。自分もそうしてきたように。

　そうしてデイストーンの粒に触ふれるＪ助。

「っ……」

　触れた途端、何かがＪ助の中に流れ込んできた。義手なのに、まるでデイストーンが自分の身体に染しみこんでくるようだ。

　手から肩かたに、そして身体全体に流れてくるのは、なにか重いものだった。痛みや快感のような感覚よりも、そう、悲しみや苦しみのような感情だ。

「誰が悲しんでいるのだろう……」

　そう考えて、一人の少女を思い浮かべる。

　――コッペ。

　今、どこでなにをしているんだろう。

　そうしてＪ助はまた気を失った。
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　動体視力の良い人ならば鳥か何かに見えるかもしれない。普通の人ならば黒い影が横切ったように見える。それが泣きじゃくって走っている小さな女の子だとわかる者がいたら、それはヒーローか改造人間だろう。

　コッペが通った道の木が倒れ、地面が割れた。それが一番の被害であり、全ての道がそうなったわけではない。中には木は倒れず葉っぱだけが全て落ちたり、道に奇妙な紋もん様ようが浮かび上がったり、ガードレールが曲がったり、花が咲いたりと、彼女の通る道に超常現象が巻き起こっていた。

　その事にコッペが気づいたのは、立ち止まった時だった。

「…………」

　幼稚園からどれだけ離れたのだろう。改造人間よりも目のいいコッペですら見えない遠く。その街で一番高いビルの屋おく上じようから目をこらしても、影も形も見えなかった。

「……ぅ」

　そのビルの屋おく上じようにコッペは膝ひざを抱かかえて座すわっていた。どうやってここまで登ってきたのかも覚えていない。たぶん駆け上ったのだろう。

　抱えた膝と胸の間が青く明めい滅めつしていた。

「……？」

　座って泣いているコッペの視界が暗くなる。

　何かと思ったら、目の前に小石が数個浮いていた。それが自分の力だということは自覚していた。生まれた時から普通にあった能力なので、自然に使っていた。

　ところがこれはコッペだけに備そなわった特とく殊しゆなものであるらしい。Ｑ三郎にそう聞かされた時も特になにも思わなかった。

　だけど、幼よう稚ち園えんではあまり使ってはいけないと言われた。友達が怖こわがるかもしれないから、と。それはコッペにとってもイヤだった。

「うぇ……ヒッ……！」

　目の前に浮いていたつぶてが砂になって風に舞った。

　あの赤い鎧の女の人は、どうして自分のことをあんなにいじめるのだろう。自分だけではない。友達や先生もいじめられそうになった。たまに悪いことをするとＱ三郎にアイスを取り上げられることはあったが、あんなに理り不ふ尽じんにお弁当を取られそうになるなんて思わなかった。

　それとも、何か自分は悪いことをしてしまったのだろうか。

　ギギィ――

　鈍にぶい音が聞こえたが、コッペは振り返らなかった。少しして、物が倒れる音。きっと屋上にある鉄製の扉とびらか何かが壊れたのだろう。

『危ないよ』

　またコッペの視界が暗くなる。今度はより大きな影。

　さすがに振り返ると、先日出会った機械の馬がいた。

「あるたいる！」

　長い脚にしがみついて、コッペは泣いた。

『コッペ――』

「あのね、あかいおねーちゃんが、こっぺのおべんとう、とろうとするの――こっぺ、なにもわるいことしてないのに」

『……そうだね。ごめんね』

　どうしてアルタイルが謝あやまるのかコッペにはわからなかった。コッペをいじめたのは、あの赤い鎧の女の人だけだったから。

『あ……』

　周囲の瓦が礫れきがまた浮かび上がった。

『コッペ、落ち着いて』

　優しい声でアルタイルがつぶやくと、石はストンと落ちた。

　コッペがアルタイルの声に意識を向けたせいだ。

『それはデイストーンの力だね』

「よく、わかんない……」

『僕も生まれたての頃、そういうことがあったんだ。感情が不安定になると、デイストーンの力が変にねじれて発現しちゃうんだ。コッペも今、心に大きな不安を抱えてる。だから関係ない物が飛んだりするんだ』

　さらにわからないことを言うので、コッペは泣くことも忘れて、目を大きくしながらアルタイルをのぞき込んだ。

『君の周りでも、そういうことはなかったかい？』

「こっぺ――」

　少し考えるコッペ。そういえば、ＢＢ団の本部基地があちこち壊れた事件。あれはもしかして自分のせい……だったのかもしれない。力をおさえるようになってから、起きたことだから。

「――きち、いっぱいこわしちゃったかも」

　コッペの視線に気づいたアルタイルは、少し目をそらして、

『と、とにかく。落ち着けば収まるからね』

「おちつく？」

『えっとね、落ち着かなくてもいいや、何か楽しいことを考えるんだよ』

「たのしいこと――」

　コッペは考える。今、一番楽しいことを。

「みんなといっしょに、おべんとうたべる！」

『……』

　アルタイルはなにやら迷まよっている様子。

『僕は、そのお弁当箱を取りに来たんだ』

「えっ――」

　一瞬で悲しい顔をするコッペ。

『だけど……うん、いいんだ。やっぱりお弁当はみんなと食べないとね』

「う、うん」

　アルタイルの苦く悩のうがわからず、コッペはちょっと首をかしげる。どうやらアルタイルはコッペのお弁当箱を奪うばいはしないことはわかった。それだけでコッペは充分だった。

「あるたいるも、たべたいの？」

『えっ、いや、僕は――機械の馬だから』

「たべられないの？」

『……わかんない。食べたことないし』

「さたんはね、がそりんおいしーっていうよ」

『サタン？　ああ、ライトドライバーの車か』

　納得したように首を振るアルタイル。

「あるたいるも、おべんとうたべる？」

『僕は……』

「ん？」

『やっぱり、わかんないや。だって味もわからないから』

　首をすくめて、アルタイルが笑った。苦笑とはいえ、馬が笑うところなんて初めて見るので、コッペはさらに驚いてアルタイルを見返した。

「あるたいるは、たべさせてもらえないの？」

『エネルギーは、デイストーンだけでまかなえるからね。コッペはおいしいもの食べてる？』

「うん！　あのね、いつもおばちゃんがおいしーものつくってくれるの！」

『おいしいもの？』

「はんばーぐでしょ、おむらいすでしょ、あとね、あのね」

『そっか。コッペはみんなから愛されてるんだね』

「あいす？　こっぺ、あいすだいすき！」

　両手を上げて喜ぶコッペ。最初泣いていたのが噓うそのようだった。アルタイルと話しているうちに元気が出てきたのだろう。

　それからコッペとアルタイルは一時間ほど会話を交かわした。とはいえ、コッペが一方的に幼稚園やＢＢ団でのことを喋しやべりまくるのを、アルタイルが聞いていた形だが。幼稚園へ道案内した時と同じだ。

「それでね、ユカちゃんもおともだちはたいせつに、っていうから、こっぺ、かべとかこわさないようにしてるの！」

『コッペは友達を大切にするんだね』

「あるたいるも、おともだちだよ！」

　コッペは当然のことを言ったつもりだった。

　しかしアルタイルはしばし黙だまっていたかと思うと、

『僕が……？』

　信じられないような声のアルタイルに、

「ちがうの？」

『だって、僕は薔薇の騎士のパートナーだよ？』

「うん」

　当たり前のようにうなずくコッペ。

「あるたいる、おともだちじゃないの？」

　コッペは寂さびしそうにアルタイルを見つめると、ちょっと悲しそうに目を伏ふせた。アルタイルはそんなコッペに頰ほおずりした。それだけでコッペの顔が明るくなる。

『コッペ』

「なに？」

『ごめんね』

　アルタイルが謝る意味が、やっぱりコッペにはわからなかった。

『でも、もう大丈夫だから。僕がなんとかするから』
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　荒あれた広場と割れた窓を見て、Ｑ三郎はバンから飛び降りた。コッペがなにかやらかしたのではないかと思ったからだ。もしそうだとしたら、なんと言えばよいのか。門をくぐり抜けて、広場を横切りながら頭の中で言いい訳わけを十通り以上考える。

「おい、どうした!?」

　窓から教室に顔を突っ込んだ時、まず最初に探したのはコッペだった。

　しかしコッペの姿はなく、教室の掃そう除じをしている子ども達と、指図をしている先生だけだった。

「あ――あなたは」

　先生がＱ三郎を見た。声に気づいて、子ども達もこちらに顔を向ける。

　そこで初めていつもの白衣を着ていたことに気がついた。保護者としてコッペの面接に行った時は、着慣れない背広を着て、かなり窮きゆう屈くつだった覚おぼえがある。今は楽なトレーナーにジーパンだったから、白衣を着ていることも忘れていた。

「コッペはどうした？」

「その前に、聞かせてください！」

　先生は激しい剣けん幕まくでＱ三郎に詰つめ寄よる。

「あの子は、本当にブラック・ブリッツの人工人間なんですか!?」

「……っ！」

　頭の中が真っ白になった。

　何をおいても守りたかった秘密が、たった数日でばれてしまった。

　――どいつだ。どいつがバラした。

　推理してみるが、コッペの正体を知る者はＢビーＢビー団だんを除のぞけばライトドライバーくらいしかいない。まさかライトドライバーが正体を明かすような真ま似ねはするはずがないし、あとはコッペが自分から言う可能性もあるが……それはかたく禁止していた。

　しかし先生の答えは、Ｑ三郎の予想とはまったく違った。

「薔ば薇らの騎き士しというヒーローが、ここに来て……」

「薔薇の騎士が!?」

「コッペちゃんがなにかを持っていると、しきりに主張して――それでコッペちゃん、怒って薔薇の騎士を吹き飛ばして出て行っちゃったんです」

　吹き飛ばした、というところが引っかかった。

　コッペが怒れば岩をも砕くだく鉄てつ拳けんが飛んでくる。ライトドライバーの装甲ですら破壊した、いわくつきのパンチだ。しかし吹き飛ばした、となると意味が異ことなる。

「この教室――これ、コッペがやったのか？」

「いいえ……薔薇の騎士が」

「薔薇の騎士？」

　ヒーローのくせに、なんというムチャを。いろいろと問いつめたいところだったが、それよりも確認しておきたいことがあった。

「なんであいつがコッペを狙うんだ!?」

「わかりません。でも、あの人は確かにコッペちゃんがブラック・ブリッツの子どもだって……」

　コッペが持っているもので、危険なものがあっただろうか。

　あるとすればコッペの胸の中のデイストーンくらいだ。まさか薔薇の騎士はあれを取り出そうとしているのか。

「Ｑ三郎さん」

　声のトーンを落として、先生が尋ねる。

「なんだ」

「あの子、かちょーっていう人が大好きみたいなんです。薔薇の騎士が来るまで、それは楽しそうに絵を描いていました。あなたが、そのかちょーさんですね」

「そっか……」

　頰を掻かくＱ三郎。なんだか照れくさい。

　そして、ここまできたら言い訳も通用しない。

「ああ。俺はブラック・ブリッツ生活課課長だ。デイストーンを奪うばうために働いている。そしてコッペは紛まぎれもなく、ウチで作られた人工人間だ」

「そうだったんですか……」

　落らく胆たんする先生。

　やはり教え子がブラック・ブリッツだと知って、ショックだったのだろう。

「だが聞いてくれ。あいつはブラック・ブリッツで生まれたが、俺達と違って悪の手先じゃねぇ。むしろ俺達はコッペを普通の女の子に育てたいと思っている。だからあんたたちの幼稚園に預けたんだ」

「……コッペちゃんを、普通の子に？」

「あいつの体内にはデイストーンがある。それはとても不安定なものだ。だからあんたたちのようなまっとうな人の監かん督とくの下もとで、同年代の子ども達と一緒に世せ間けんを学ばせてやって欲しい。そうすれば、コッペは間違っても悪の手先になんかならねぇ」

　先生はうつむいたまま、なにも答えない。

　やっぱりブラック・ブリッツの子どもを預あずけけるのは、無理がありすぎたかと反省する。

　こうなったらカルチャースクールなどを探してみるか、とＱ三郎が考えていると、

「あの、コッペちゃんは普通の人間と変わりないんでしょうか？」

「ん？　いやだから、さっき言ったように胸にデイストーンが埋うめ込こまれてるから、その力が――」

「いや、その、そういうことではなくて……むやみに人を襲おそったりとか、暴力的になったりとか、逆に感情がなかったりとか……」

　ようやく先生の言いたいことがわかった。

「その辺は安心だ。あいつは兵器として作られたが、中身は普通の人間と一緒だ。楽しい時にゃ笑うし、悲しけりゃ泣くさ。元気がありすぎるのが玉にキズだがな」

「よかった……」

　膝ひざをつき、窓まど枠わくに両手をかける先生。

「私が見ていたコッペちゃんは、ウソじゃなかったんですね？」

「――ああ」

「それなら、わたしも迷まよいませんよ」

　窓枠からひょい、と顔を出して先生が笑う。顔に刻きざまれた小こ皺じわは、長年子ども達を教育してきた年輪のようなものだ。初めて見る、自信に満ちた先生の顔に、Ｑ三郎の方が戸と惑まどう。

「ブラック・ブリッツだろうが、人工人間だろうが、あんないい子を放っておけるわけがありません！　コッペちゃんはちゃんと教育してみせますから！　ブラック・ブリッツなんかに負けませんよ！」

　ブラック・ブリッツの幹部を目の前にして、言ってのけた先生。Ｑ三郎は思わずにやり、としてしまう。さすがライトドライバーが推すい薦せんするだけのことはある。

「あんた、ヒーローよりもかっこいいな」

　そんな言葉が、ぽろっと口から出た。

　そして自然と頭が下がる。

「――よろしくお願いします、先生」
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　背中に乗っている普段と違う重み。

　振り落とさないように細さい心しんの注意を払いながら、アルタイルは走る。上から大声が聞こえる。速はや水みキリオを乗せている時にはけして聞けないだろう、楽しそうな声だ。

『コッペ、どう？』

「すごーい！」

　アルタイルが走っているのは、高速道路だった。反対車線は車が多いが、こちらは空すいていたのでコッペが景色を楽しめるギリギリまで速い速度で駆かけることができた。高速道路でも、ここは都会からやや離れているせいか周囲に山が多く、さらに晴れているから遠くの方まではっきりと見渡せる。

「どこにいくの？」

　上から尋たずねるコッペ。

　実はアルタイルも考えていなかった。ただ、泣いていたコッペを元気づけようと思っただけなのだ。

　自分の上に乗ると子どもが喜ぶことは知っていた。しかし速水キリオ――というか薔薇の騎士はあまり子どもを乗せたがらない。自分を大事にしてくれている気持ちはわかるのだが、やっぱりアルタイルも自分の力で誰かを喜ばせたほうがいい。

『幼稚園に戻ろうか』

「えっ？」

　声からして、あまり乗り気ではないようだ。

　だけど元はといえば、キリオがコッペをこんなところまで追いやったようなものだ。もっと言い方はあるだろうに、わざわざコッペを追いつめるような言い方をして。

　だからといってキリオが悪人というわけではない。それはアルタイルが一番よく知っている。変身するとあんな性格になるが、あれは攻こう撃げき衝しよう動どうのタガが外はずれるだけなのだ。

　キリオが嫌いなのは、ブラック・ブリッツだけなのだ。だから本来なら守るべき対象である小さな女の子であっても、コッペはブラック・ブリッツだからああいう態度を取ったのだ。

「うー……」

　がさがさと音がした。きっとコッペが胸むな元もとにカバンを抱いているのだろう。

　その中に入っているのがデイストーン活性化装置だとは、まだ気づいていないらしい。

『そのカバンの中の物のことは、僕がキリオに言っておくから』

　アルタイルがコッペを追ってきた理由は、カバンの中のデイストーン活性化装置だ。

　しかしこの状態のコッペなら、強制的に取り上げなくても、事情をきちんと話せば自発的に渡してくれる気もする。キリオはブラック・ブリッツには容よう赦しやしないから、つい口が過ぎるのだ。

　それにコッペにこれ以上悲しまれるのは、アルタイルとしてもつらい。

　理由はよくわからないが、なんだかそれをしてはいけない気がするのだ。

「でもね、こっぺわるいこ……」

『どうして？』

「こっぺ、ちからつかっちゃいけないって、いわれてたの」

『だから泣いてたんだ』

　コッペが泣いていたのは、そういう理由だったのか。キリオにキツく言われたことではなく、言いつけを守れなかったから悲しんでいたのだ。力を使わないように自制していたことでストレスを溜ためていたが、キリオの言葉がきっかけとなって、力が暴発してしまったのではないだろうか。

「こっぺ、おこられるかな……？」

『怒られないよ』

「どうして？」

『よくわかんないけど、たぶん』

「あるたいるも、わかんないの？」

『わかんないけど、なんとなくわかる』

「……？」

　自分でもはっきりとはわからない。けど、コッペは怒られてはいけない気がする。そうさせたのはキリオだし、それを止められなかった自分にも責任があるから。

　――なんで、敵の女の子をこんなに気き遣づかっているのだろう。

　アルタイルの本来の仕事は、薔薇の騎士の移動及び武器の運うん搬ぱんだ。たまに薔薇の騎士のサポートとして攻撃に参加することもあるが、やっぱり基本は薔薇の騎士の道具。自発的に行動することはほとんどない。

　考えてみれば、単独で誰かとこんなに喋ったのは初めてかもしれない。

　だからこんなに――変な気持ちになるのか。

「あるたいる」

『なに？』

「あるたいるも、いっしょ？」

『……うん、僕も一緒に行く。もしも怒られるなら、僕も一緒に怒られるよ』

　その時、前方に車の列が見えた。ここから徐じよ々じよに渋じゆう滞たいしているらしい。

　しかたないので、車の列の一番後ろに立ち止まった。当たり前だが、周りの運転手が珍しそうにアルタイルとコッペを見ている。

　反対に、隣の車線は空き始めたようだ。向こうからこちらへ、どの車も速いスピードを出している。

『あ……』

　一台の車が視界に入った。

　それは白い車だったが、他の車と明らかに違う点がある。車体の横にプラズマ砲が二門生はえており、ボディのあちこちに装甲が張られている。

「さたんだ！」

　そう、コッペの言うとおり、あれはライトドライバーの愛車、サタンだ。

　それだけならまだいい。問題はサタンの後ろにある、自分の半身だった。サタンが馬車を引いているのだ。となると、あれに乗っているのは――

「アルタイル！」

　サタンがアルタイルの隣で停車した。慣かん性せいの法則を思いっきり無視したブレーキ速度だった。その助手席から顔を出したのは、まぎれもなく速水キリオ。

「よう」

　運転席に座っているのは、キリオとは対照的に活動的な青年。

　車くるま崎ざきトオル、ライトドライバーの正体だ。

「アルタイル、ありがとう！　コッペちゃんも一緒なのね！」

「おい、身を乗り出すなキリオ！」

　運転席のトオルが怒ど鳴なるが、

「ごめんなさい！　でも、私、コッペちゃんに謝あやまらないと――！」

　必死のキリオを見て、言葉に詰つまるトオル。

『キリオ……』

　キリオは車を降り、高速道路の中央にあるフェンスに近づいた。反射的にアルタイルが一歩下がる。コッペもキリオを見ておびえていた。

「コッペちゃん、あのね、私――」

　キリオが謝ろうとした時だった。

「キリオ！　あぶねぇっ！」

　まさか高速道路で停車している車があるとは思わなかったのだろう、時速百キロの速さで自動車が突つっ込こんできた。運転手がキリオに気づいたのは、接せつ触しよくする五秒前。絶対にブレーキが間に合わないスピードだった。

　この車が来なければ、あるいは全てが丸く収まっていたかもしれない。

　反射的に、キリオが剣を抜く。

「変身ノーブレス・オブリージユッ！」

　光がキリオを包んだ。発光した薔ば薇らの騎き士しは、素す手でで車を止めた。ボンネットが蛇じや腹ばらのようにひしゃげた車を、赤い籠こ手てで受け止めている。

「フン――」

　エアバッグに潰つぶされている運転手には目もくれず、薔薇の騎士は車を脇わきへ放ほうり投なげた。そのままアルタイルに向き直る。

　目が完全に変わっていた。弾劾だんがいするそれだ。

「――アルタイル。そんなところでなにやってるの？」

『キリオ。変身を解いて。そのままだったら――』

「おだまりっ！」

　どこから取り出したのか、鞭むちがアルタイルを打った。軽くのけぞるアルタイル。そしてキリオは高速道路の中央にあるフェンスに飛び乗った。さすがヒーロー。たった一度のジャンプで二メートルもあるフェンスの、しかも薄い鉄板の上に登れるのだから。

「アタシが言っているのは、どうして報告しなかったのかって事よ！　そこにある馬車はただの飾かざり？　コッペちゃんを見つけたのに、どうして黙っていたのよ!?」

『それは……』

　アルタイルの不安を悟さとったのか、コッペがしがみついてくる。

　理由を説明しても、今の状態ではわかってくれそうになかった。

　だから目的だけを伝えることにする。

『キリオ。コッペちゃんを幼稚園まで送り届けてきていいかな？』

「なっ――」

　よほど驚いたのか、キリオがフェンスから落ちそうになる。

「おいおい！」

　あわてて車崎トオルが車から飛び出し、落ちたキリオの身体を受け止めた。まるでお姫様ダッコのような構図に、

「あら……なかなか殊しゆ勝しようね。ほめてあげても良くってよ」

「うるせぇよ！　とっとと自分で立て！」

　わざとらしくウインクをするキリオを思いっきり投げ捨てるトオル。想定内だったのか、キリオはきちんと受け身を取って着地した。

「そんなことより、アルタイル！　あなたいったいどういうつもり!?」

『別に、どういうつもりもないよ。ただコッペは幼稚園に連れて帰った方がいいと思っただけ』

「アレはどうするのよ!?」

『だから、ちゃんと事情を話せば、コッペもわかってくれると思うんだ』

「アルタイル、あなたねぇ……」

　薔薇の騎士が鞭を振りかぶる。

「ブラック・ブリッツの味方をするつもりなの!?」

　言葉がアルタイルの胸に突き刺さる。

　キリオなら信じてくれると思ったのに。

『僕はブラック・ブリッツの味方じゃないよ！』

「じゃあ、どうしてコッペちゃんと一緒にいるのよ!?」

「それは……」

　言いよどんでいると、後方から何台もの車が接近してきた。当然、それはサタンやアルタイル馬車の後ろで停車せざるを得ない。

「おい！　何こんな所で立ちどまってんだよ！」

「邪魔だ！　さっさと退どけろ！」

　運転手達がクラクションを鳴らし、ヒーロー達を威い嚇かくする。

「うるさいっ！」

　薔薇の騎士が跳ちよう躍やくした。その手にあるサーベルで、集まった車を切きり刻きざむ。まるで豆とう腐ふを切るように刃が通り、慌あわてて運転手達が逃げ出すと、順に車が爆発していった。

「お、おい！　なんでだよ！　なんでヒーローがこんなことすんだよ！」

　逃げ出しながらこちらを指さす運転手達。

「今取り込み中よ。口を挟はさまないで」

　薔薇の騎士は黒こく煙えんを上げる車にもう見向きもしない。

「それとも……あなたたちもこの車のようになりたいかしら？」

　サーベルを振る薔薇の騎士を見て、運転手達は悲ひ鳴めいをあげて逃げ出す。

「キリオ！」

　さすがに車崎トオルが薔薇の騎士の肩かたを摑つかんだ。

「なにやってんだ！　関係ない一般人まで巻き込んで！」

「あたくしの邪魔をする男達は、みんな敵よ！」

「落ち着けキリオ！　さっき車内で説明したろ？　コッペちゃんは特別なんだ！　ここで追いつめたってなんにもなりゃしねーだろ！」

「それはもう何度も聞いたわよ！　でもね、あのカバンだけはどうしても奪うばわなきゃだめなのよ！」

『だから奪うんじゃなくて、ちゃんと説明すればいいんだよ！』

「アルタイル！　あなたも黙っていなさい！」

　完全に取り乱している。

　こうなったキリオは、もう手がつけられない。女のヒステリーほど怖いものはない。

「おいアルタイル！　おまえコッペちゃんを連れて行け！」

　命令したのは車崎トオルだった。

「こいつ、なに言っても聞きゃしねーから！　変身が解けたら、また会わせる！」

『う、うん！　ありがとう！』

「ふざけんじゃないわよ！　サタン、今すぐ向こうの車線にジャンプしなさい！」

　激げつ昂こうするキリオに、サタンは冷静に返す。

『それはできません。ライトドライバーは全ての運転者の模も範はんとなるヒーローです。本来ならば高速道路で停止することも道路交通法に違反しております』

「なんですってぇ……！」

『また、私の運転手は車崎トオルことライトドライバーです。それ以外の人物からの命令を受け付けることは不可能です』

「キーーッ！」

　ハンカチを口にくわえてひっぱる姿は、まるで往おう年ねんの少女漫画の悪役である。そんな薔薇の騎士を尻目に、アルタイルは高速道路を走り始めた。

『コッペ、摑まって！』

　車と車の間に足を入れ、大きく跳躍する。ひとっ飛びで料金所を飛び越えると、コッペを傷つけないように細心の注意を払いながら走り続ける。

　確かに、この状態ではブラック・ブリッツに味方していると思われても仕方がない。

　でも、最初にアルタイルに教えてくれたのは、他ならないキリオだ。

　好きな人を守るのは当然のことだ、と。
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「おっす」

　高速道路の出口で停まっていたボンジュールアイス。

　そのバンにもたれてタバコを吹かしていたＱ三郎は、走ってくる機械の馬に向かってさっと手を挙げた。馬の方は大層驚いていたが、こっちにしてみれば予想通りだ。

「かちょー！」

　馬からコッペが飛び降りて、Ｑ三郎に駆け寄る。

　いつものように白衣にしがみついてくるのかと思ったが、寸前でコッペの足が止まった。

『どうして……？』

　機械の馬、アルタイルが驚いた声を出す。

「コッペには発信器が取りつけられてるんだ。今の世の中、俺達よりも危あぶない奴らがいっぱいいるからな。通園にも気を遣つかうってもんよ」

『そっか。優やさしいんだね』

「忙いそがしいだけだ」

　タバコの煙けむりを吐はき、携帯灰皿に押しつける。

「どした、コッペ。元気ないな」

「あのね、かちょー……」

　コッペはうつむいたまま何か言いにくそうにしている。

「こっぺね、ちからつかっちゃったの」

「あー、そういうことか」

　確かにそう言った。幼稚園では友達が怯おびえるから、絶対に力を使ってはいけないと。しかし幼稚園の先生の話を聞く限りでは、あれはしかるべき対処だったと思う。

　そうさせた薔薇の騎士が悪い。

『あ、あの』

　アルタイルがこちらに近づき、頭こうべを垂たれた。

『コッペは悪くないんだ。うちのキリオが怒らせるから、つい怒っちゃったんだ』

「ああ、わかってるさ」

　Ｑ三郎はコッペの頭に手を置き、そっとなでた。

「平気だ。みんな怖がってなかったぞ」

「ほんとに……？」

「ああ。みんなコッペとお弁当食べたいって言ってた」

「……うん」

　泣きそうになるコッペを見て、

「ほら、わかったら泣くな！」

　わしゃわしゃとコッペの頭を掻かくＱ三郎に、コッペはくすぐったそうに笑い始めた。もう泣くことも忘れてしまったようだ。

　そしてＱ三郎はアルタイルの身体を軽く叩き、

「んじゃ、ちょっくらコッペを幼稚園まで頼めるか？」

『うん。任まかせて』

「コッペのこと、よろしく頼む」

　ボンジュールアイスの時から、アルタイルはコッペのお気に入りだった。今の様子から察するに、かなり仲良くなったと思われる。アルタイルならコッペを安心して任せられそうだった。

　しかしやっぱり、正義のヒーローに預けるのが最善の策だと思うと、悪の組織の自分が情けなくもある。Ｐピー子こや生活課の連中ならまだいいのだが、外となると……。

「あ、そうだ」

　思い出して、手を叩く。

「コッペ、カバン持ってるな？」

「うん。おべんとー」

　カバンを見せるコッペに、

「ちょっと見せてくれ」

「いいよー、あのね、ぴーこがつくってくれたの！」

「そーかそーか」

　あっさりカバンを渡してくれたコッペ。また頭をなでると、さっそく中から黒い箱を取りだして、ふたを開けた。

「これは……」

　そこに入っているのは弁当ではなく、チップだった。家庭用パソコンのＣＰＵよりも小さなチップが、断だん衝しよう材ざいに覆おおわれてあった。

「なんだ、これ……初めて見る弁当だな」

　Ｐ子はいったいどんな弁当を作ったのだろう。

　一粒で五日保もつといわれる忍者の兵ひよう糧ろう丸がんじゃあるまいし、そもそもこんな小さなチップが食べ物とはとうてい思えない。

「!!」

　思い出した。これはデイストーン活性化装置だ。

　今朝、補ほ給きゆう部隊がＳエスＴテイー支し部ぶに届けに行くはずだった、アレだ。

　なんでそれがこんな所にあるのだ。どんな紆う余よ曲きよく折せつを経へればこれがコッペの手に渡るのだ。まったく想像がつかない。

　が、これがここにある以上、対策は一つ。

　Ｑ三郎は弁当箱を閉じると冷静にコッペに告げた。

「コッペ。ちっとこの弁当、まずいな」

「え……」

　悲しそうな顔をするコッペ。

「コッペの嫌いなブロッコリー入ってるぞ」

「ええ!?」

　驚くコッペに、間かん髪はつを入れずに説明する。

「きっと薔薇の騎士も、これに気づいてたんじゃねーかな。だからコッペの弁当箱を奪うばおうとしたんだ。薔薇の騎士はブロッコリー好きで有名だからな。イイヤツじゃねーか」

「そうなの、あるたいる？」

　急に話を振られてアルタイルも一瞬口ごもる。

『う、うん。そうだよ。コッペがブロッコリー嫌いなの知ってるから、食べてあげようとしたんだ』

「そうなんだー」

　ニコニコと元気になるコッペ。不安が解消されたようだ。

「だから、こっちの弁当箱にしとけ」

　Ｑ三郎が差し出したのは、新しい弁当箱。コッペの持っている箱と一緒で、黒い。

　ふたを開けると、それはブロッコリーの入っていない美お味いしそうな弁当だった。

「俺が作ったやつだ。ほら、こっちはブロッコリー入ってないからな？」

「うん！　かちょー、ありがとー！」

「おう、それじゃアルタイルと一緒にちゃんと幼稚園に戻れよ」

　Ｑ三郎はコッペのカバンに黒い箱を入れると、コッペを持ち上げてアルタイルの背に乗せた。

「んじゃ、頼むわ」

『うん、任せて』

「かちょー、いってきまーす！」

　来た時と同じくらいの速さで、コッペを乗せたアルタイルが遠ざかっていった。







　手を振って後ろ姿を見送ったＱ三郎。

「これで……よし、と」

　持っている箱の中をチェックして、現状を確認。

　アルタイルが見えなくなると、いきなりボンジュールアイスの車を蹴り飛ばした。

「オラァ！　お前ら出てこい！」

「な、なんスか!?」

　すぐにドアが開き、１号２号３号が顔を見せた。

「緊きん急きゆう事じ態たいだ！　やべぇって！」

　顔を見せた１号２号３号を順番に摑んで車外へ放り出す。叫び声を上げて全員飛び出してきた。

「ど、どうしたんだべか!?　コッペちゃんにお弁当渡せたんだから、終わりでねぇんか？」

　頭を押さえながら２号が尋ねる。

「俺も本当にどういうことなのかよくわかってねぇんだが――」

　Ｑ三郎は今さっき見たことと、自分の推理を部下達に話した。どういう訳かデイストーン活性化装置をコッペが持っていたことを話しただけで、部下達もことの重要性がわかったようだ。

　その後いろいろ議論したが、やっぱりＰ子が最初に取り違えた、という結論で一致した。まったく正解なのだが、Ｐ子の性向を熟じゆく知ちしていれば誰でもたどり着く結論である。

「薔薇の騎士がやっきになってコッペちゃんのカバンを欲しがってたのは、そういうことだったんスね」

　太い腕を組んでむっつりとした顔をする１号。

「じゃあデイストーン活性化装置は、本部に届けた方がいいですね」

「間に合うかな」

　３号の提案に、首を振るＱ三郎。

「ＳＴ支部のことですか？」

「いや、そうじゃねぇ」

　Ｑ三郎は高速道路の出口を見つめている。

　悪い予感は当たるもので、ちょうど白い車と白い馬車がやってくるところだった。

「ああああ、あれは！」

「やっぱりな……」

　頭を押さえるＱ三郎。コッペとＰ子絡がらみの事件は、なぜか巡めぐり巡って最終的には生活課にお鉢はちが回ってくるのだ。ひょっとして誰かの星の巡りが悪いのかと考えるが、最強の運の悪さを持つ３号が来る以前からこういう事件に遭そう遇ぐうしているため、やっぱり自分に責任があるのではと考えてしまうＱ三郎だった。

「おーっす！」

　サタンから降りてくるのは、やはり車崎トオル。

　そして反対側の扉から速水キリオまで出てきた。

「うぅ……」

　速水キリオは泣きじゃくっていた。いったい何があったのだろう。

　生活課の面々の視線が車崎トオルに集中する。

「違うって！　俺じゃないから！」













「まぁ、いいけどよ……」

　Ｑ三郎が一歩前へ出た。かなりのピンチだが、そう見せる必要はない。できる限り平静を装よそおって手を挙げた。

「どした、二人して」

　ポケットからタバコを取り出して、火をつける。

「お……お久しぶりです、アイス屋さん」

　涙を拭ぬぐって、頭を下げるキリオ。

「二人でドライブか？」

「そんなことより、アルタイルとコッペちゃんはどこへ……？」

「幼稚園に帰った。テメーがいろいろやらかしてくれたおかげで、大騒ぎだ」

「す、すみませんでしたぁ……！」

　目尻に涙が浮かび、止めどなく流れてくる。どうやら自分のしたことを後こう悔かいしているらしい。変身前と後でここまで性格が変わるヒーローも少ないだろう。

　なんとなくＱ三郎にもわかってきた。

「おまえ、変身するといつもああなのか？」

「は、はい……父が作ったスーツのせいなんです。私、こんなですから、戦う時は心の抑よく圧あつを解く必要があるって、それでこんなスーツに……」

「すっげぇ迷惑なスーツだな……」

「ごめんなさい……これのせいで、コッペちゃんに……」

　ブラック・ブリッツにとってはものすごい脅きよう威いだが、考え方によっては武器として優すぐれたモノであるといえよう。

「それだけキリオの正義感が強いってことにしといてくれ。おい、それはそうと例の箱はどうなったんだ？　結局おめーらに持ってかれたのか？」

　キリオに代わって尋ねるトオル。

「これのことか？」

　Ｑ三郎が差し出したのは、黒い箱。

　トオルとキリオの目の色が変わった。

「ガキの弁当箱一つに、ここまで躍やつ起きになりやがって。おまえら、そんなに腹減ってるのか？　ウチの食堂は、安くて量もあってヘルシーだぜ」

　軽口を叩くＱ三郎。

「弁当なら、ここにも一つある。まんまと騙だまされたぜ」

　トオルが取り出したのは、補給部隊が持っていたはずのＰ子が作った弁当。別に騙すつもりは誰にもなかったのだが、その事を説明する義理はない。

「ということは、あなたが持っているそれを奪えばいいんですね――」

　キリオの目がキラリと光る。

　相手がコッペでない限り安心して戦えるのだから、当然かもしれない。

「……そうだな」

　煙を吐いて、ニヤニヤ笑うＱ三郎。

「あのぅ……見み逃のがしてくれねぇべか？」

　Ｑ三郎の後ろで成り行きを見守っていた２号が、口を挟はさんだ。

　彼はライトドライバーと友人であるため、つい口を出してしまうのだ。

「悪いが２号。俺はコッペちゃん関係のことはできるだけ協力するつもりだが、ブラック・ブリッツの本来の仕事は邪魔させてもらうぜ」

　拳を鳴らすトオル。

「同感です。コッペちゃんには罪はありませんが、その装置は別です。このまま帰ったら、私はコッペちゃんを泣かせただけになってしまいますから……すみません、奪わせていただきます」

「けっ」

　唾つばを吐はき捨すてるＱ三郎。

　ボンジュールアイスのバンに歩み寄ってくるトオル。

　キリオも何か言いたげであったが、本来の目的を思い出し、ゆっくりとＱ三郎たちに近づく。

「生あい憎にくとな……こっちも簡単に奪われるわけにゃいかねーんだ」

　タバコを吐き出し、Ｑ三郎も腕をまくる。

　二の腕には、黒い腕輪が。

「弟分の命がかかってるんでな。悪いが、これは渡せねぇ」

「だったら、私たちもブラック・ブリッツの野望を阻そ止しさせてもらいますっ！」

　キリオが腰のサーベルを抜き、トオルが右手の腕輪を構えた。

「１号！　エンジンあっためとけ！」

「了解ッス！」

　１号がバンに乗り込むと、２号と３号がＱ三郎の左右に立つ。

「どうしても、見逃してくれねぇか……」

「悪いな、２号。こればっかりは俺達の正義が譲ゆずれねぇ」

　寂しそうな顔のトオル。だがこの言葉でお互い覚かく悟ごが決まったようだ。トオルも２号も戦せん闘とう態たい勢せいをとった。

　トオルの腕輪とキリオのサーベルが、同時に光った。




「変身イグニツシヨンッ！」

「変身ノーブレス・オブリージユッ！」




　光はトオルとキリオを包み、それぞれの身体の中心に収しゆう束そくしてゆく。

　白い光と赤い光が混ざり合い、漏もれた力がスパークして周囲の道路に火花を降ふり注そそいだ。激しい音と煙が立ちこめると、その煙をかき分けるようにして二人のヒーローが姿を見せる。

　白き鎧よろいの英雄、ライトドライバー。

　紅あかき鎧の英雄、薔薇の騎士。

　一人だけでも、ブラック・ブリッツの戦闘員を薙なぎ倒たおせるだけの力を持っている。事実、今朝薔薇の騎士が倒した戦闘員も、三十名以上にのぼっていた。

　それが二人もいるのだ。

　対する生活課は四人。

「オーッホッホッホッ！　変身したからには、手加減なんかしてあげないわよ！　四人まとめてあたくしの靴くつをなめなさい！」

　サーベルを振りかざし、高笑いする薔薇の騎士。

　生活課四人ともドン引きであった。

「か、課長……あれ」

「黙ってろ。たぶんみんな同じ事を思ってる」

　指を指す１号を制するＱ三郎。

「そりゃ後悔もするわな、あれじゃ……」

　だがその戦闘力はヒーローと呼べるだけのことはあるだろう。データで見る限り、ライトドライバーにひけを取らず、そして肝心なのがライトドライバーより無む慈じ悲ひであるということ。

　それでもＱ三郎はあきらめない。あきらめてはいけないのだ。唇くちびるをペロリとなめると、一歩前に出る。

「２号、３号、あの作戦で行くぞ！」

「わかったべ！」

「はいっ！」

　１号が無言でバンのエンジンに火を入れた。

「覚悟しなさい、ブラック・ブリッツ！」

　薔薇の騎士の両手に、文字通り赤いバラが握にぎられていた。

　あれはＱ三郎もデータで知っている。薔薇の騎士の遠えん隔かく武器、たしか「ローズボム」とか言ったか。早い話がバラ型爆弾だ。

　それを二つ同時に投てきする薔薇の騎士。花なのに獲物を見つけた昆虫のようなスピードでＱ三郎たちに迫る。

　うなりを上げる車を背に、Ｑ三郎が吠ほえた。




「変身!!」




　Ｑ三郎のはめていた腕輪が黒い光を放はなち、直後、ローズボムが眼前で破は裂れつした。

　爆発と、爆煙と、それに混じって散らばる赤い花びら。

　もうもうと立ちこめる煙の中から、黒い鎧が飛び出した。ローズボムよりも速い速度でヒーロー達のちょうど中間に飛び込み、トゲトゲのついた両拳でふたりの脇腹を同時に殴なぐった。

「ぐっ！」

「きゃあっ！」

　左右に吹き飛ぶライトドライバーと薔薇の騎士。そこへ、２号と３号が飛び掛かる。２号が薔薇の騎士へ、３号がライトドライバーへ。

　彼らをただの戦闘員と思っていたヒーローたちの油断をついた。

　ＢＢ団生活課は活動は地味だが、その実、構成員は改造人間の寄せ集めなのだ。唯ゆい一いつＱ三郎だけが普通の人間だが、この腕輪の力により、ヒーローと同等の力を得ることができる。

「ゴメンな、悪く思わねぇでけろ！」

　薔薇の騎士の足を素早く払う２号。今の彼は糸目の素そ朴ぼくな青年ではなく、全身が体毛で覆おおわれた野獣の身体をしていた。パンサー怪人と呼ばれていた頃の名残なごりである。

　しかし顔は糸目の青年の面影がやや残っており、戦闘服も破れていない。昔は変身すると筋肉が盛り上がり、人とは似ても似つかぬ野獣の身体になってしまったものだが、最近になって訓練した結果、人と動物の中間あたりで変身を留とどめる術すべを身につけた。

　コッペが怖がらないように、というのが一番の理由だ。

　その他にも、生活課の作業がしやすいという利点もあったりする。

「くそっ！　おまえ、腕を上げたな！」

　ライトドライバーの身体を封ふうじているのは、３号の粘ねん糸しだ。

　ロープのようにライトドライバーの身体をがんじがらめにしている。前はあっさりと引きちぎられてしまったが、３号も訓練の結果、このくらいまで糸を硬くすることができるようになった。そして以前は腹の大きいクモそのものの身体だったものが、今はスリムな体型になっている。３号曰く、腹を引っ込めて中で糸を凝ぎよう縮しゆくさせているのだそうな。

「ボクでも、このくらいはできます！」

　いつになく強気の３号。以前ライトドライバーに瀕ひん死しの重傷を負おわされた経験を持つ彼にとっては、ライトドライバーは超えたい壁なのだ。

　そして――

「オラァッ！」

　２号が倒した薔薇の騎士の腹の上に、変身したＱ三郎が馬乗りになり、トゲトゲのついたパンチを連続で叩き込む。

　女の腹を殴るのは抵てい抗こうがあったが、ヒーロー相手に手加減したらこっちが死ぬ。

「ぐぅぅぅ……っ！」

　うめき声を上げる薔薇の騎士。その声から次の行動を悟ったのか、２号がＱ三郎の身体を突き飛ばした。

「うおっ！」

　さっきまでＱ三郎がいた地点に長なが槍やりが降ってきた。ターゲットを失った槍は薔薇の騎士の胸の上でしっかりと握られている。

　その槍を杖代わりにし、薔薇の騎士が立ち上がる。

「ただの優やさ男おとこじゃなかったのね――」

　軽く咽むせる薔薇の騎士。少しだがパンチは効きいていたらしい。

「まさか、あなたがブラック・バンディットだったとはね」

「ぶらっく・ばんでぃっとぉ？」

　当のＱ三郎が首をかしげる。

「なんだそりゃ？」

「あたくしたちヒーローの間ではちょっと有名よ。ライトドライバーを倒した黒い鎧のダークヒーロー。ブラック・ブリッツの主力兵器として、コッペちゃん以上に注目されているの」

「俺としては複雑だけどなっ……！」

　粘糸に縛しばられながら、ライトドライバーが毒づく。

「まさかアンタだったとは……」

「って、オイ、おまえも知らなかったのか？」

　Ｑ三郎が変身したのはライトドライバーのいるＤデイーＤデイー研究所だ。それなのにライトドライバー本人が知らないとは、どういうことだ。

「あの時の戦いで残ってたビデオテープに、うっすらと映うつってただけだったからな。俺も本当にいるのか知らなかったし、あの時の戦いはコッペちゃんがやったとばかり思ってた……ところで、これマジでほどけねーんだけど」

　悪戦苦闘しているライトドライバー。３号が軽く押すと、あっさり倒れてしまった。

「課長、２号先輩、離れて！」

　槍を構えた薔薇の騎士にも３号の粘糸が噴ふん射しやされ、動きを封ふうじる。

「ちょっと、なにこれ！　ネバネバして気持ち悪ぅい！」

　身体をくねくねとよじらせながら、薔薇の騎士も倒れた。

「俺、そんな名前で呼ばれてたんだな……」

　ちょっと変な気持ちのＱ三郎だった。

「課長、なんかカッコイイべ」

「でもよぉ、もっとマシな名前つけられなかったのか？」

「例えば、どんなですか？」

「…………」

　考えてみたが、なにもイイ名前が浮かばなかった。そういうものだろう。

「よし、撤てつ収しゆうだ！」

　すぐに変身を解いて、生活課の四名がバンに乗り込む。

「１号！　出せ！」

「はいッス！」

　後部座席に座ったと思った瞬間、身体がガクッと揺ゆれた。同時に窓の外がブレるくらいの速度で走り出すバン。

「コラ、待て！　これ解といていけ！」

「あんたたち、絶対に許さないわよ!!」

　ライトドライバーと薔薇の騎士の呪じゆ詛そが遠ざかって行く。

「３号、あの糸、どれくらい保もつ？」

　タオルで汗を拭ぬぐいながらＱ三郎が尋ねる。

「たぶん五分も保たないかと……」

「上出来だ。それだけあれば間に合う」

「間に合うって、何にだべ？」

　２号は戦闘服の裏に張りついた毛がチクチクして気になるようで、パンツ一丁で戦闘服についた毛を取っている。

「ＳＴ支部にデイストーン活性化装置を届ける」

「ええっ!?」

　車内が騒然となった。

「課長、さっきは本部に届けるって言ってたじゃないスか！」

　ハンドルを握っている１号も動どう揺ようしていた。

「今から本部に届けたんじゃ間にあわねぇ。俺達で届けたほうがてっとり早いだろ」

「でも、ヒーローたちはすぐに糸を解いて追いかけてきますよ！　サタンの速度だったら、絶対に間に合いませんって！」

　自分の力を自覚している３号が異議を唱となえても、Ｑ三郎は首を振る。

「別に振り切ろうってわけじゃねーよ。このバン、それなりに改造はされてっけど、サタンにかなう車なんかこの世にありはしねぇ」

「だったら、止まって戦うつもりだべか!?」

「勝てるか、あんな化ばけモン二人に！」

　怒ど鳴なり散らすＱ三郎。

「いいかバカども。よく聞け」

　Ｑ三郎は椅子に座り直し、車内を見回した。この間のボンジュールアイスの興こう行ぎように使った機材やのぼりなどがそのまま放置されている。後部座席の下から箱を取り出して、中を開けると、拳銃や小銃が入っていた。

　一度だけ背後を振り返る。まだヒーロー達は追ってこない。

「この銃でも、あいつらには傷一つつけられねーだろうな」

「そりゃヒーローッスからねぇ……」

　運転席の１号が同意する。

「手元にある武器は、これと、あと俺達だけだ」

「それでなんとかなるんか？」

「ならねーな。勝てっこねぇ」

　あっさりと言うＱ三郎。

「だけど俺達は早い所、デイストーン活性化装置をＳＴ支部に届けなけりゃならん。だとしたら考える手はひとつ。あいつらが追って来れないようにすればいい」

「んだども、戦わずにそんなことできっこねぇべ」

「そうだな。仮に１号に運転の神様が降こう臨りんしてサタンを振り切ったとしても、このボンジュールアイスのバンが他の区域に指名手配されたら終わりだ。あいつらじゃない、別のヒーローが俺達を捕とらえに来る」

「八はつ方ぽうふさがりだべ！」

「そうなったら、もうボンジュールアイスの興行はできなくなる。それはおまえらだってイヤだろ？」

　車がヒーローに破壊されても、当分は活動できないだろう。

　そうなったらＢＢ団の哨しよう戒かい任にん務むの手段が一つ減り、結果としてＳＴ支部だけでなく本部までが打撃をこうむる。それにボンジュールアイスの売り上げも立派な活動資金だし、買いに来るお客さんだって悲しむ。

　しかし一番つらいのはコッペだ。

　彼女にしてみれば、外に出る数少ない機会だ。幼稚園に通うようになったおかげで外に出る機会は増えたが、Ｑ三郎たちと一緒に外に出る機会が減れば、やっぱり悲しむだろう。

「意外と生活に根づいちゃってるんですね、この車……」

　３号がぽつりとつぶやき、全員が同意した。

「俺達、悪の組織のはずなのになぁ……アイス屋ひとつがこんなに重要になっちまうとは。まったく、情けねぇ」

　苦笑するＱ三郎。

「つーことで、この場でライトドライバーと薔薇の騎士を無力化しなけりゃならん。戦わずにそれができるかどうか……」

「したらオラ、ライトドライバーに話つけるべ」

　２号が手を挙げた。

「最初からそのつもりだ。２号、おまえはなんとか事情を説明してライトドライバーを泣き落とせ。あいつは、あの変態女のように話も聞かずに殴ってくるようなやつじゃねぇ」

「わかったべ！　任せてけろ！」

「となると、問題は薔薇の騎士だが――」

　Ｑ三郎が何か言おうと口を開いたその時、

「あんた、今あたくしのことをなんて言ったのよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　背後からものすごい叫び声が聞こえてきた。

　振り向くと、サタンの上に乗った薔薇の騎士が両手にローズボムを構えていた。

「なんで聞こえてるんだよっ!?」

　１号が素早くハンドルをきり、車内の全てが右へ偏かたよる。

　その瞬間、車の左側から爆音が轟いた。車体が浮き上がり、内ない臓ぞうまでが浮ふ遊ゆうしそうな感覚が数秒ほど訪れる。

　次いで、サタンのプラズマ砲が飛んできた。バンの後部をかすめ、前方の違法駐車車輛を吹き飛ばしたところを見て、震ふるえ上あがる生活課の面々。

　とりあえずＱ三郎が下せる命令は一つだけだった。

「逃げろぉぉぉっ!!」
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　かすみ幼よう稚ち園えんの門前に立っている先生を見つけると、コッペはアルタイルの背中にぎゅっとしがみついた。まだ先生には見つかっていない様子。

『ホラ、行かなきゃダメだよ』

　アルタイルが一歩歩くたびに、コッペの腕に力が入る。

「やだっ……！」

『ちゃんと謝あやまらないと』

「うー……」

　悪いことをしたら怒おこられる、という概がい念ねんはコッペにもある。今までにも小さな悪戯いたずらをしてＱキユー三ざぶ郎ろうたちに何度も怒られた。だけど、あの先生に怒られるのは、なんかイヤなのだ。Ｑ三郎とは違う怒られ方をされそうなのだ。

　とはいえ、コッペがいくら拒こばんでもアルタイルは幼稚園に向かう歩あゆみを止めない。イヤなら降りればいいのに、コッペもアルタイルにしがみついて離れない。

「あ……あなたは」

　先生がアルタイルに気づいた。

「……っ！」

　コッペが身体を震ふるわせる。

　駆かけ寄よってくる先生とコッペの目が合った。

「コッペちゃん！」

「せんせー……」

　もう隠かくれても無む駄だだと思い、コッペはアルタイルから降りた。アルタイルの背は百五十センチほどあるのだが、コッペは難なんなく着地する。

「どこに行ってたの！」

　怒ど鳴なる先生に、コッペはつい後ずさりしてしまった。やっぱり怒られた。色々と悪いことをしてしまったから。

　胸の奥から涙がこみ上げてきた。

　そんなコッペに何か温あたたかいものが覆おおい被かぶさる。

「みんな心配してたのよ。一人で遠くまで行って……」

　先生が自分を抱きしめているのだと気づくのに、コッペはわずかな時間を要した。１号などの太い腕に抱かれたことは何度もあったが、こんな女性に抱きしめられたのは初めてだった。

　Ｑ三郎たちとは違う、いい匂においがした。

　それでも涙がこぼれてしまった。

「せんせー……ごめんなさい……」

「いいのよ。もう遠くには行かないでね」

「？」

　コッペはちょっと迷まよう。

「ちから、つかったのに？」

「力？　ああ、Ｑ三郎さんが言ってたデイストーンの力のこと？」

「うん……」

「それならいいのよ」

「いいの？」

「コッペちゃんは、まだ使い方を知らないだけなのよ。そういう大きな力はね、無理に抑おさえようとせずに、少しずつ使っていって、使い方を覚えればいいの」

「そうなの？」

　先生は優やさしい顔でうなずいた。

　ちょっと前、Ｊジエイ助すけも同じことを言っていた気がする。

「ま、先生も同じなんだけどね。最近、原げん付つきの免許とったばかりで、慣なれないのよ」

「……？」

　コッペにはちょっと難しい話のようだ。

　でも先生が言ったことはなんとなく理解できた。力のことはそれほど気にしなくていいのだ。先生ならなんとかしてくれそうな気がした。そう考えたら、コッペの気持ちがずいぶん楽になった。

「さ、教室に戻りましょう。みんな待ってるわよ」

「うん」

　涙を拭ふいて、コッペは先生に笑いかけた。

「あなたも、ありがとう。コッペちゃんをここまで連れてきてくれて」

『いや、僕ぼくは……別に』

「ありがとー、あるたいる！」

　コッペが元気よく手を振る。もう涙はすっかりなくなっていた。アルタイルの言ったとおり、本当に先生に怒られなかった。すごいと思うコッペ。

「アルタイルくんは、コッペちゃんのお友達なの？」

『え……』

　なにげなくつぶやいた先生の言葉に、

「うん！　あるたいる、こっぺのおともだち！」

「そう。よかったわね」

『……うん。コッペは、僕にとっても友達』

　今度はアルタイルもはっきりと言った。

　何が嬉しいのか、コッペはアルタイルの脚あしに抱きついてくる。

「じゃあ、アルタイルくんも一緒にいきましょ。みんな喜ぶわ」

『いいの？』

「もちろんよ。さ、もうすぐお弁当の時間よ」

「いこー、あるたいる！」

　コッペが脚をひっぱるので、アルタイルも中へ入ってしまった。

　教室の窓が見えた。割れた窓ガラスの向こうで、幼稚園の子ども達がコッペに手を振っている。

「コッペちゃーん！」

　みんなコッペのことを怖こわがっていなかった。それが嬉うれしかった。

「た、ただいまー！」

　コッペも元気よく手を振り返した。

　この幼稚園はＢＢ団と全く違うモノをコッペに与えてくれる。それなのに一番根っこにあるものがＢＢ団と全く同じだと感じるコッペ。彼女に言わせれば、ニオイが同じなのだそうだ。
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　一方、幼稚園から数百メートル離れた地点ではほのぼのとは遠くかけ離れたカーチェイスが繰り広げられていた。三車線ある国道を一台のバンが蛇だ行こうしながら暴走し、驚いた他の車が路ろ肩かたに避よける。罵ば声せいが飛んでくるが、その後ろからバラの爆弾とプラズマ砲が追いかけてくるとみな言葉をのみこむのだった。

「し、死ぬ！　今度こそ死ぬッス！」

　蛇行運転の犯人、１号が、汗で滑すべる手でハンドルを握にぎりしめていた。

　そんな１号を後ろからはたくＱ三郎。

「馬鹿野郎！　死ぬ時は一緒だってさっき約束したろ！」

「誰もそんな約束してねぇべ！」

　後ろを確認する２号が絶ぜつ叫きようする。

「へ、平気です、きっと……！」

　椅い子すの下で震えている３号がつぶやく。

「ボクがいれば、最悪の状況になっても死にませんから……今まで、どんな不幸があっても、死ぬことだけはなかったから……」

「そんなもんアテになるか！」

　怒鳴ったＱ三郎に、

「だ、大丈夫です……今まで一度も死んでませんから」

「当たり前だ!!　おまえも動転してやがるな!?」

「俺達全員死んで、３号だけ生き残るってこともあるッスね……！」

　恐ろしく不吉なことを言う１号。

　また窓ガラスが光った。サタンのプラズマ砲がバンの脇をかすめたのだ。

『そこのバン、止まりなさい。従わない場合は実力行使に出ます』

　プラズマ砲の射しや手しゆであるサタンが冷静に警けい告こくしてくる。

「もう実力行使に出てるじゃねーか！」

　窓から顔を出して怒鳴るＱ三郎。

　大口を開けて怒鳴っていると、口に何かがはさまった。

　一輪のバラの茎くきだった。

「わーーーー！」

　慌てて吐はき出だすと、ガードレールのそばにたむろしていたガラの悪い若者のそばで大爆発を起こした。なにやら悲ひ鳴めいが聞こえるが、Ｑ三郎のせいではない。たぶん。

「逃がさないわよ、ブラック・ブリッツ！　この薔ば薇らで美しく散りなさい！」

　サタンの上に乗っている薔薇の騎き士し。口にバラがくわえられている。変な仮面と相まって、変身前の姿とのギャップが大きすぎた。

「ていうかおまえそこ退どけよ！　俺の場所だぞ！」

　運転席のライトドライバーも怒っている。

　もはや追う側も追われる側もチンドン屋のレベルだ。

「ちっ！」

　このまま逃げ回っていてもラチがあかないので、Ｑ三郎は車内に戻り、タバコに火をつける。とりあえず落ち着くべきだ。

　ライターだと思ったら、消しゴムだった。

「……本当に落ち着かないとな」

　改めてライターを取りだし、火をつける。

「よし、おまえら作戦に入るぞ」

「あの、まだ肝かん心じんなところを決めてませんけど」

　３号の発言で思い出した。誰がどのヒーローを受け持つか決めていなかったのだ。

　ライトドライバーは２号が受け持つ。それはいい。あと一人、サポートにつければ万全だ。となると、あとの二人は薔薇の騎士を担当しなければならない。

「…………」

　車内で睨にらみ合あう三人。

「ジャン、ケン、ホイッ！」

　珍しく３号が勝った。

「うわあ、ジャンケンで勝ったのなんて数年ぶりです！」

　泣いて喜ぶ３号を見ていると、課長権限や先輩権限で取りかえっこさせてもらう事などできなかった。同時に肩かたを落とすＱ三郎と１号。

「課長！　俺はハラくくったッス！」

　泣きそうな声の１号。

「わーったよチクショウ！　２号と３号、おまえら絶対に成功させろよ！」

「わかったべ！」

「はいっ！」

　２号が後部座席を持ち上げる。シートは取とり外はずし式になっており、その下から出てきたのは一台のスクーターだった。

　２号はスクーターのエンジンを起動する。

「乗れ、３号！」

「了解しました！」

　前に２号が、後ろに３号が乗る。

「よっし、作戦開始だ！」

　Ｑ三郎の合図で、バンの後部ドアが勢いよく開かれた。







「あら――？」

　ライトドライバーの視界に、ボンジュールアイスのバンが入ってきた。今まで薔薇の騎士がボンネットに立っていたので視界が遮さえぎられていたのだ。

　そして、薔薇の騎士が小首を傾かしげたかと思うと、不意にその姿が消えたのだ。

「おいキリオ！　どこいった!?」

「ここよ」

　返事は後方だった。サタンが引いていた馬車の上に乗っていたのだ。

「見てライトドライバー。あちらさん、なにか出してくるわよ」

　鞭を片手に、前方を睨みつける薔薇の騎士。

　それはライトドライバーにもわかっている。今、バンの後部ドアが開き、巨大なモノが姿を見せ始めていた。果たして機関銃か、それともバズーカか。

　いや、違った。あれはスクーターだ。

　二人乗りのスクーターが後部ドアから放り出されたかと思うと、上う手まいこと着地してバンと併走し始めたのだ。

『原動機付き自転車の二人乗りタンデムは法律違反ですね』

　サタンが冷静につぶやくが、問題はそこではない。

「二手に分かれるのか……？」

　スクーターに乗っているのは、２号と優やさ男おとこ。

　ということは、バンの方にＱ三郎が乗っている。

「あれは……！」

　Ｑ三郎の手にあるのは、黒い箱。わざわざこちらに見えるようにしている。

　挑発のつもりか。

「ライトドライバー！」

　後ろからの声。

「わかってる！　俺達を分散させようって魂こん胆たんだな！」

　とはいえ、乗らないわけにはいくまい。Ｑ三郎が持っている箱が本物か偽にせ物ものかわからない以上、両方を追って調べる必要がある。

　問題はどっちがどっちを追うかだ。

　できることなら２号を追いたくはないのだが――

「オラ、こっちこいやＳＭ女！」

　中指を立てて挑ちよう発はつするＱ三郎。

　この一言で分担が決まったようだ。

　と、思っていたのだが、

「フン――」

　鼻で笑う薔薇の騎士。

「そんな子どもだましの挑発には乗らなくてよ。ヒーローたるもの、相手の策さく略りやくに乗ってしまって冷静に敵を倒せないようでは、結果として――」

　薔薇の騎士の口が止まったので、サイドミラー越しに後ろを見てみる。

　喋しやべり続つづける薔薇の騎士のマスクに何かが命中していた。

「なに……これ……」

　チョコアイスだった。

　そういえばあのバンはアイス屋だったか。

「やーい、ウンコまみれー！」

　車の中で、両手を上げてＱ三郎が喜んでいる。ものすごく幼稚な悪戯いたずらだ。これ以上ないバカっぷりだ。

　だが、こういう悪戯は薔薇の騎士がもっとも嫌うところ。

「あ、あたくしを、こともあろうに、ウ、ウ、ウンコまみれですってぇ……！」

　バシッ、となにかが放電するような音。

　薔薇の騎士の周りに、オーラが集まっていた。デイストーンのパワーが放射されているのだ。感情のせいで制せい御ぎよができないくらいに。

「殺す……！」

　サタンから馬車が分離し、サタンよりも速い速度でスクーターを追い始める。横よこ幅はばが広い馬車なので、他の車は完全に道を譲ゆずらねばならなくなった。

「待ちなさい！　醜い男ども！　ひざまずかせてなぶり殺しにしてあげる！」

「ってか、最初から自走できるならしろ！」

　吐き捨てるように言うと、ライトドライバーもハンドルを握り直す。

　できることなら、自分もあっちの現場には行きたくない。まだ２号と戯たわむれている方がマシに思えてきた。

「お待ちなさい！　ブラック・ブリッツ！」

　馬もないのに、馬車が走って行く。自動車とは違い、四角い箱が動いているのでかなり不ぶ気き味みだった。
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　さて、Ｑ三郎たちがヒーローに襲おそわれている頃。

「わー、すごーい！」

「かたーい！」

「かっこいいー！」

　幼稚園の広場ではアルタイルが子ども達に襲いかかられていた。乗っかられたり、叩かれたり、パーツをひっぱられたりしていた。でもアルタイルも文句は言わず、子ども達が楽しむのを見るだけだ。

『みんな、触さわるのはいいけど、揺ゆすったらダメだよ。上の子が落ちちゃうから』

「うん！」

　とはいうものの、やっぱり子どもたちは揺するのをやめない。アルタイルも自みずからバランス調整をして、落とさないように頑がん張ばってはいるのだが、たまに高性能ＡエーＩアイでも予測できない行動をとる子どもがいるので、注意を払っていた。

「ほら、みんな、アルタイルくんに迷めい惑わくかけないようにね」

　実は先生もアルタイルが珍しいらしく、子ども達をなだめながら、それでも機械の身体をしげしげと眺ながめている。

　その時、幼稚園のチャイムが鳴った。

「あら、お弁当の時間ね」

　先生の言葉に、みんなが注目する。

「さあみんな、教室に帰ってお弁当にしましょ」

「はーい！」

　子ども達が元気よく手を上げ、アルタイルに乗っていた子も降りてくる。

「あるたいる！」

　最後までアルタイルに乗っていたコッペが、優しくアルタイルの背をなでる。

「いっしょに、おべんとうたべよ！」

『え……』

「そうだ、アルタイルくんは一体なにを食べるのかしら？」

　コッペの言葉に、先生も思い出したかのように尋たずねる。

『僕は、デイストーンから動力をもらってるから……』

「たべられないの？」

『どうだろう？　試ためしたこと、ないから』

　悩むアルタイル。

「じゃあ、先生のお弁当にニンジンの炒いため物ものが入ってるから、それを試してみる？」

『ニンジン？』

「おうまさん、にんじんだいすきだよ！」

『そうなんだ……』

　しかし人間の食べ物が合うのか。全然わからない。

　けど、ちょっと興味があった。

『じゃあ、試してみようかな……』

「わーい！」

　コッペがアルタイルの背から降り、教室を指さした。

「さ、みんなお腹なか空すかせてるから、はやく食べましょうね」

　先生がコッペの背を軽く押した、その時だった。

　遠くのほうで爆発が起きた。

「どうしたの!?」

　小さく悲ひ鳴めいのようなものも混じっている。きっとブラック・ブリッツと、おそらくライトドライバーか誰かが戦っているのだろう。

　アルタイルはコッペを見た。

　コッペも爆発のあった方を見ている。

「コッペちゃん、アルタイルくん、ここは危あぶないから中へ入りましょ」

　先生が連れていこうとするが、コッペは立ち止まったまま、自分のカバンを見つめている。その中にはお弁当の入った黒い箱が入っていた。

　たぶん、コッペも自分と同じ気持ちなのだろう。アルタイルはそう考える。

『先生』

　意を決して、アルタイルは言った。

『ごめんね。僕、ちょっと行ってくる』

「行ってくるって――まさか」

「せんせー、ごめんね」

　コッペも頭を下げた。

「コッペちゃんまで！　ちょっと、あなたたち！」

　怒鳴る先生だが、もうアルタイルもコッペも迷わなかった。

『大切な人が、戦ってるから。正義のヒーローの馬として、行かなきゃ』

「アルタイルくん！」

「こっぺも、かちょーが……」

　堂々としたアルタイルとは対照的に、泣きそうな顔のコッペ。

　先生は二人の顔を見比べて、

「……もう！」

　腰に手をあて、ちょっと怒った。

「必ず帰ってきてよ！　みんなお腹なか空すかしてるんだから！」

『うん！』

「はーい！」

　そしてアルタイルとコッペは全力で走り出した。人と馬、互いに並びながら一瞬で幼稚園の敷しき地ちから跳とび去さる。

『コッペ』

「なぁに？」

　幼稚園の敷地から出て一番近い家の屋根に飛び乗り、アルタイルが大きく跳ちよう躍やくする。その後ろからコッペも跳とんできた。

『友達だけど、今は、敵になるね』

「でも、ともだちだよ」

『……うん。友達だ』

　この時、コッペは敵という言葉をよくわかっていなかった。

　あとでその事実に気づくアルタイルだったが、今はコッペの笑顔を信じていた。

　いななくと、アルタイルはコッペと並んで広い空を駆かけ出だした。
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「……で？　結局おまえらはデイストーン活性化装置を持ってないわけだな？」

　国道から少し外はずれた所にある裏うら路ろ地じで、ライトドライバーが仁に王おう立だちしていた。

　その前では２号と３号が頭を下げている。

「んだ。課長が持っていっちまった」

「ったく……無む駄だ足あしかよ」

　鎧よろいの上から首筋をボリボリ掻かくライトドライバー。

　二ふた手てに分かれたはいいが、馬車を引く手間が省はぶけた分、サタンの追い込みはそれは目を見張るもので、スクーターはわずか五分で追いつかれてしまった。そうなったらもはや勝ち目はないので、戦う前から謝ったのである。

「んだども、アレを奪うのはカンベンして欲しいだ！」

「いくら２号の頼みでも、それはちょっとな……」

「お願いします！」

　より深く頭を下げる２号と３号に、ライトドライバーも困こん惑わくする。

　これではどっちが悪役だかわからない。人通りの少ない場所だけに、まるでカツアゲをしているような気分になる。

「なんなんだよ、一体！　アレ、そんなに大事なのかよ!?」

「人の命がかかってるんだべ！」

「ブラック・ブリッツの命だろ？　あいつら野放しにしたら、また罪のない人が殺されるかもしれないんだぞ！　俺にその手助けをしろってのか!?」

「そんなことねぇべ！」

　２号が真しん剣けんな目で嚙かみつく。

「デイストーン活性化装置で回復したエネルギーは、当分、ＳエスＴテイー支し部ぶの基地の復ふつ興こうに使われます！　どちらにせよ、しばらくの間活動はできません！　その間に基地で働く戦闘員以外の人の生活も助かるんです！」

「それに、今、Ｑ三郎課長の友達が救きゆう援えんに行ってるんだども、その人も定期的に検査しねぇとダメな身体なんだ。デイストーン活性化装置があれば、その人も、他ほかの怪け我が人にん達も救われるんだべ！」

「あー、もう！　わかったよ！　わかったっつーの！」

　２号と３号に押し切られ、とうとうライトドライバーは観念した。

　変身を解とき、元の姿に戻るライトドライバー。長めの前髪をかきあげて、溜ため息いきをつく。

「おまえらは……どうしてこう、俺の苦手な方法で攻めてくるかな……」

「オラたちだって、仲間が傷つくのはつらいだ……」

「だからそんな目で見るなっつの！　それによ！　俺だけ説得したってしょうがねーだろ！　箱持ってるの、お前らじゃねーんだろ？」

　ライトドライバーの言葉に、一同気が重くなる。

「薔薇の騎士……説得に応じてくれるでしょうか」

　不安げな３号に、

「説得のチャンスを自みずからフイにしたって感じだけどな、アイツ……」

　遠い目をするライトドライバーだった。
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　渋じゆう滞たいは計算外だった。

　今までは全力で走れば車のほうが逃げていた。逃げられないノロマな車は１号のテクニックでかわし切れた。それに後ろから薔薇の騎士が追いかけてくるとなれば、みんな確実にビビってトンズラしていた。むしろそっちのほうが大きかったかもしれない。

　しかし逃げるスペースがなければ話は別だ。

　前の車が逃げなければボンジュールアイスのバンも止まるしかない。そうなったら周りの車もバンの周りで止まり、最後に薔薇の騎士の馬車もバンの真後ろで止まる。

「さぁ……観念するのね」

　ボンジュールアイスのバンに飛び移り、鞭むちを鳴らす薔薇の騎士。

　逃げ場がなくなったＱ三郎もバンの天てん井じように乗り、薔薇の騎士を睨にらむ。

「１号、車頼む」

「ういッス」

　淡たん々たんとした返事。それだけ聞けば充分。

「最後に聞くぞ」

　風になびく白衣を押さえて、Ｑ三郎はニヤリと笑う。

「俺達を見逃す気はねぇか？」

「ここまで堂々とした命いのち乞ごいは初めて聞いたわ……」

　首を振る薔薇の騎士。

「おふざけはここまでよ。デイストーン活性化装置を出しなさい」

　鞭を腰のホルダーにしまうと、新たにサーベルを取り出す薔薇の騎士。刃をぺろりとなめると、Ｑ三郎につきつけた。

「やなこった。あれには俺の弟分の命と、弟分が預かった命がかかってるんだ」

「じゃ、その子もろとも死になさい！」

　振りかぶったサーベルが、Ｑ三郎の喉のど元もとを突く――その寸前、１号がアクセルを思いっきり踏んだ。

「えっ!?」

　前進したバンは、前方の車に乗り上げるように傾く。

　薔薇の騎士がバランスを崩したそのスキをＱ三郎は逃さなかった。




「変身っ！」




　黒い霧きりがＱ三郎を包み、そして放電したような光が薔薇の騎士の脇腹へ吸い込まれた。音速を超えるパンチが薔薇の騎士を吹き飛ばし、その反動でＱ三郎も後ろに飛ぶ。

「っ！」

　ジャンプの勢いが強すぎた。車から跳んだＱ三郎は、車道を越えて歩道を越え、近くのビルの壁へき面めんに足をついた。

「逃さないっ！」

　すぐに薔薇の騎士が追いかけてきた。

　慌てて逃げようとしたＱ三郎だが、真下では一般人が呆ほうけた顔で立ちつくしている。一般市民に迷めい惑わくをかけないのがＢＢ団の流りゆう儀ぎだ。やむを得ず、足を使ってビルの壁面を駆け上った。

「うおおおおおっ！」

　やればなんとかなるもので、デイストーンで強化された足だとビルの壁面もスイスイ登れる。

　しかしそれは薔薇の騎士も同じで、まるで重力が回転したように駆け上ってくる。それだけではない。長いヒールのせいだろうか、ビルの壁面に楔くさびで打ち込んだような穴が開いている。ものすごい脚力だ。

「ちっ！」

　壁面でジャンプ。国道を越えた向かいのビルに着地。こちらもガラスに足がついたせいで、一瞬のうちにヒビが走る。

「それっ！」

　そこへサーベルが跳んできた。投げつけられたサーベルもビルの壁に刺さる。その上に薔薇の騎士が着地した。

　鞭がＱ三郎の腕に絡からみつく。

「ぬぁっ!?」

　鞭に振り回されたＱ三郎はビルから飛ばされ、車道の車の上に落下した。車と、その周りの車が一気に吹き飛ぶ。悲鳴があがり、人が逃げて行く。

「くっそぉ……！」

　車の屋根から立ち上がろうとするが、殺気を感じて、背中のバネだけで跳躍する。すると潰つぶれた車の上に薔薇の騎士の剣が降ってきた。剣は車に突き刺さり、大爆発を引きおこす。

「てめぇっ！」

　すかさず近くのビルの壁面に飛び移るＱ三郎。一般人に迷惑をかけないように戦おうとしたのに、向こうはお構いなしだ。

「なにすんだブラック・ブリッツ！」

　爆発した車の持ち主らしい男が下で叫んでいる。

「俺じゃねーよっ！」

　思わず叫び返してしまったが、この先、車だけで済むとはとても思えない。

「オーッホッホッホッ！　無ぶ様ざまね、ブラック・バンディット！」

　ビルの壁に剣を刺し、その上に乗っている薔薇の騎士。

「てめぇ……無関係なヤツまで巻き込んで、どういうつもりだ！」

「無関係ですって？」

　鼻で笑う薔薇の騎士。

「あたくしの邪じや魔まをする者は、みんな敵か障害物よ！」

「それでもヒーローかよっ！」

　黒い拳こぶしで薔薇の騎士に反撃する。

　硬かたい衝しよう撃げき。今度は薔薇の騎士の手に、盾たてが握にぎられていた。いったいどこから――考えるまでもなく、アルタイル（馬車）のサポートだ。

「ヒーローだから、このくらいやらないとダメなのよっ！」

　盾で殴られ、また吹き飛ぶＱ三郎。叩きつけられた街路樹が数本折れ、罪のない一般人の頭上に枝や葉っぱが降ふってくる。

　それでもＱ三郎は被害を減らそうと、なんとかビルを駆け上がる。

「１号！」

「はいッス！」

　阿あ吽うんの呼吸で返事がきた。もはやＱ三郎は下を見ていない。壁面を足で駆け上がりつつ、薔薇の騎士の猛もう攻こうを避けるので精一杯だ。

　変身すればどうにかなると思ったが、大間違いだった。最初にこの姿で戦った時、相手は外見こそライトドライバーだったが、中身は素人しろうとだった。今回は変身前はオドオドした美少女だが、れっきとしたヒーロー。対してＱ三郎はろくにトレーニングもしていない素人以下だ。

　そんなことを壁面を駆け上がりながら考えていると、前方――つまり上方に薔薇の騎士が出現した。

「死になさい！　ブラック・バンディット！」

　片手を横に出す薔薇の騎士。きっと武器を取り出すのだろう。

「あら？」

　しかし武器はいくら待っても飛んでこない。

「死ぬのは――てめぇだ！」

　ビルを登りながら、真上の敵にラリアートをくらわせるＱ三郎。今度は薔薇の騎士が落ちて行く番だった。

　ビルを登り切り、下を見る。

「うおっ！　やるなー」

　薔薇の騎士の馬車が浮いていた。

　１号が馬車を下から持ち上げているのだ。見たところ、あの馬車は普通の乗用車の二倍の重さがある。それを持ち上げている１号の腕があり得ない太さに膨ふくれあがっていた。まるで身体が三つに分かれたかのようにも見える。もとゴリラ怪人である１号は、筋肉の膨ぼう張ちよう率りつを自由自在に操あやれるため、このような芸当ができる。本気を出せば、ＢＢ団の基地を丸ごと一センチくらいは動かせるのではないかとＱ三郎は思っている。

「よし、よくやった１号！」

　ビルの屋上から親指を立ててみせるＱ三郎。

「あたくしのアルタイルになんてことしてくれてんのよ！」

　すぐに薔薇の騎士の蹴りが１号を吹き飛ばす。いくら筋肉に自信があれど、集中している時に横からヒールで蹴りを入れられたら誰だってたまらない。吹き飛ばされ、倒れる１号。地面に落下する馬車から、薔薇の騎士が大きな剣を取り出す。

「遊びは終わりよ！」

　飛んだ。少なくともＱ三郎にはそう見えた。軽く跳躍しただけなのだが、たった一瞬でビルの下から屋上まで跳び上がってきた。

　Ｑ三郎の真後ろに着地する薔薇の騎士。自分の身体よりも幅がある剣――バスタードソードというやつだ――を構え、Ｑ三郎を見み据すえる。

　性格はアレだが外見は細身の女の子だ。そんな身体であの大きな剣を振り回す姿は、恐怖以外の何物でもない。

「命乞いはしないの、ブラック・バンディット？」

　薔薇の騎士の言葉に、Ｑ三郎は鼻で笑う。

「誰がテメーごときにするかよ。この二重人格者。そんなナリでコッペの前に現れて、あいつが真ま似ねしたらどーすんだ。コッペの教育に邪魔だから、とっとと着替えろ」

　親指を下に向けるＱ三郎。

　その姿勢のまま、薔薇の騎士に斬きられた。

　大きな剣で叩き割るように――いや、文字通りブッ叩たたかれてその場に倒れた。

「ぐぉぉぉぉ……！」

　脳天から股また下したにかけて電撃が通過したような痛みに、頭を抱えてゴロゴロと転がるＱ三郎。のたうち回っているうちに、どこからか箱が落ちた。

「これね、デイストーン活性化装置は」

　転ころげているＱ三郎を無視して、薔薇の騎士は箱を拾う。これがヒーローの手に渡れば、もうＳＴ支部は復活できない。Ｊ助も、彼が助けようとした戦闘員たちも死ぬ。

　しかし薔薇の騎士が箱を開けると――

「な、なにこれ！」

　箱の中は鮭さけフレークがのったごはんに、タコさんウィンナー、それから綺き麗れいに整ととのった卵焼きに、ほうれん草の炒め物ｅｔｃ……。

「お、お弁当!?」

　驚き、鎧の中からもう一つの黒い箱を取り出す薔薇の騎士。

「へっ……バーカ」

　倒れながら笑うＱ三郎。

「だって、こっちの箱もお弁当じゃない!?」

　もう一つの箱にも、黒いグロテスクなお弁当が入っていた。

　あの時、高速道路の出口でＱ三郎はコッペと接せつ触しよくしていた。ということは、弁当箱とデイストーン活性化装置を取り替えたはずなのだ。

　お弁当箱が二つ。だとすると、本当のデイストーン活性化装置はいったいどこに。

「最初から、取り替えてなんかいねーんだよ……てめーらを撒まいたあと、ゆっくり幼稚園に取りにいくつもりだったんだ……」

「なっ……！」

　つまり、こういうことだ。

　まず黒い箱がみっつ。

　ひとつはデイストーン活性化装置。ひとつはＰ子が作ったお弁当。そしてもう一つはＱ三郎が作ったお弁当。

　最初、ＳＴ支部に送る予定だったデイストーン活性化装置は、Ｐ子のお弁当と入れ替わった。コッペが幼稚園に持っていったのが、正しよう真しん正しよう銘めいのデイストーン活性化装置。そして薔薇の騎士は入れ替わったＰ子のお弁当を手に入れた。

　それに気づいた薔薇の騎士が、コッペを追い、コッペはＱ三郎と出会う。

　ここでコッペが持っていたデイストーン活性化装置をＱ三郎のお弁当と交換。コッペはＱ三郎が作ったお弁当を持ち、デイストーン活性化装置はＱ三郎の手に渡った。

　――と思っていたのだ。Ｑ三郎以外は全員。

　ヒーローもＱ三郎とコッペが接触したことは知っている。となると、次に追われるのは当然Ｑ三郎たちだ。つかまれば、あっさり奪われるだろう。

　そう考えたＱ三郎は、取り替えると見せかけてコッペにデイストーン活性化装置をそのまま持たせたのだ。つまり、最初と何も変わっていないのである。

「良かったじゃねーか……これで昼飯と晩飯、二食分困らねーぞ」

「このあたくしを騙だましたのね……！」

「それが悪の組織ブラツク・ブリツツのやり方よ……まともに戦って勝てねーんだったら、セコい手を使うしかねーだろ……」

　今度こそ薔薇の騎士の怒りが沸ふつ点てんに達した。

　もう何も言わずに、大剣を振りかぶる。

「けっこうがんばったんだけどなぁ……」

　やはり本物のヒーロー相手には通用しないらしい。あきらめて力を抜くＱ三郎。

　Ｑ三郎の胴どうを真っ二つにしようと、全体重を込めた剣が振り下ろされた。




「だめーっ！」

　その時、小さな影が剣とＱ三郎の間に割り込んだ。




「んなっ!?」

　Ｑ三郎が見たのは、いるはずのないコッペの背中だった。コッペが大きな剣を真しん剣けん白しら刃は取どりしている。

「コッペ！」

　たまらず立ち上がるＱ三郎。寝てなどいられない。

「おまえ、なにやってんだ！」

「かちょー！」

　剣を取り上げ、脇に捨てるとコッペはＱ三郎にしがみついてきた。

「だってね、かちょーがあぶないっておもったから、こっぺ、あのね――」

「おまえ……」

　コッペが潜在的な力を使えば、生活課が何をやっているかはだいたい想像できただろう。しかしコッペがここにいていい理由にはならない。

「幼稚園はどうしたんだよ!?」

「せんせーにあやまってきた……」

「って、それでも、途中で抜け出すのは――」

『ごめん、僕からも謝る。でも、先生も行っていいって言ってくれたよ』

　薔薇の騎士の背後に現れたのは、機械の馬。

「アルタイル！」

　今度は薔薇の騎士が驚いた。

「なにやってたのよ！」

『ごめん、キリオ。どうしてもコッペを幼稚園まで送り届けたくて……』

　すると薔薇の騎士はばつの悪そうな顔をして、

「それについてはいいのよ。迷子まいごを送るのは、ヒーローとして正しい行動だわ」

『キリオ……』

「でも、それだったら、どうして戻ってきたの？」

『僕もコッペと同じだよ。キリオが心配で……』

「バカね……」

　薔薇の騎士は照れたような顔を見せると、少しの間考える。

「ブラック・バンディット」

「なんだよ」

「これでもあたくし、色々反省しているのよ――今回の件でよくわかったわ。お互い子どもを束そく縛ばくしすぎるのは良くないわね」

「……同感だ。少しはこいつらの自主性も重んじないとな」

　少し体力の戻ったＱ三郎は、コッペを後ろに下がらせる。

「コッペ。そこで見てろ」

「でも……」

「いつも言ってるだろ。こっからは大人の仕事だ。子どもは幼稚園に行くのが仕事だ」

　そうして立ちはだかったＱ三郎は、フラフラになった足で、それでも拳を構えた。

　コッペの弁当に入っていたデイストーン活性化装置は、車内からＰピー子こへ連絡し幼稚園へ取りに行かせた。もうＳＴ支部に届いている頃だろう。作戦は完了した。

「もうこの作戦は終わっちまったわけだが……それでもやるか？」

「――決まってるでしょ。あんたをひざまずかせるまで、あたくしは止まらなくてよ」

　薔薇の騎士が剣を構える。

「いいえ……止められないの。悪を根ね絶だやしにするまで、あたくしの身体は火ほ照てったまま。あんたがこの世からいなくなるまでね……！」

　薔薇の騎士のスーツが光る。デイストーンが反応しているようだ。何に反応しているか――決まっている。速水キリオの攻撃衝動だ。

　そんな薔薇の騎士を見て、アルタイルも一歩前へ進んだ。

『ごめんね』

　小さく謝るアルタイルに、コッペが悲しい顔をする。

「あるたいる、どうするの……？」

『この事件は終わったけど、ブラック・バンディットは野の放ばなしにしない。それが僕の本当の仕事だから』

「かちょー、いじめるの……？」

『……うん』

「だめだよ！」

　またコッペが前に出てきた。Ｑ三郎をかばうかと思いきや、アルタイルの脚にしがみついている。

「かちょー、いじめたらだめ！」

　しがみついた脚を、コッペが全力で振り回す。あの小さな身体のどこにそんな力があるのか、アルタイルの脚が持ち上がり、ビルの下まで放り投げられた。下にいた人達が絶ぜつ叫きようしながら逃げて行く。

『コッペ！　邪魔しないで！』

　Ｑ三郎と薔薇の騎士が下を見てみると、馬車の上にアルタイルが乗っていた。

「かちょー、いじめないで！」

　同じ事を叫ぶコッペ。

『それ以上やったら、コッペでも容よう赦しやしないよ！』

「こっぺも、おこるよ！」

「お、おいコッペ。ちっとは落ち着け――」

　Ｑ三郎が止めようとしたが、遅かったようだ。

　コッペの胸が赤く光り出していた。これは怒りのサインだ。コッペの怒りに反応して、デイストーンが攻撃反応を示しているのだ。

「アルタイル！　暴あばれなさい！」

　薔薇の騎士もコッペとＱ三郎を指さし、せせら笑っている。

「させるかよっ！」

　すかさずＱ三郎が走り出し、薔薇の騎士のボディに拳を入れる。が、寸前で薔薇の騎士の左手に止められた。

「ひざまずきなさい！」

　右手に持ったバスタードソードが振り下ろされた。

　今度はＱ三郎もコッペも防ぎきれなかった。薔薇の騎士の身体ほどの幅がある大剣は、ビルの屋上から一階まで、それは綺麗に叩き割った。

「うおおおおおおっ！」

　その衝撃の直ただ中なかにいたＱ三郎。割れて崩れたビルから、それでもコッペを抱きかかえながら落下していく。地面まで落下し、そしてその上から瓦が礫れきが降り注いできた。

　反射的に目をつぶるＱ三郎。

　しかし――衝撃はいつまでたっても来ない。

「あ？」

　薄く目を開けると、倒れたＱ三郎のそばにコッペが立っていた。両手を上げて、なにかを支えている。落ちた瓦礫を持っているのかと思ったが、そうではなかった。見えないシールドのようなものがコッペとＱ三郎を守っているのだ。

　これも、デイストーンの力。

「コッペ、おまえ……」

　攻撃衝動から発せられる力は、ほとんどが何かを傷つけるものだった。

　しかしコッペは今、誰かを守ることに力を使っている。

　その事について考える前に、Ｑ三郎はコッペを抱きかかえ、すぐにその場を離れた。

「オーッホッホッホッホ！」

　崩れゆく瓦礫と共に、アルタイルに乗った薔薇の騎士が落下してきた。先程までＱ三郎がいた地点に、突撃槍ランスを突き刺すと、地面がさらに抉えぐれ、爆発が起きた。何もない所から爆発を生むということは、アルタイルの力も加わっているのだろう。これまでの武器とは違っていた。

　爆発はそのビルだけでなく、周辺のビルまで巻きこんだ。破は片へんが命中しただけならまだしも、倒れたビルの壁面がぶつかったビルがドミノ倒しの要領で崩れていく。

「あいつ……やりすぎだろ！」

　コッペをかばいながら、薔薇の騎士から少しでも離れようとするＱ三郎。これではどっちが悪の組織かわからないではないか。

「てめぇ、少しは落ち着け！」

　叫ぶが、薔薇の騎士からは高笑いしか返ってこない。

「もしや、あの変態女――」

　我を忘れているのだろうか。

　アルタイルの背に乗った薔薇の騎士は、突撃槍を振り回しながらこちらに向かってくる。崩れた建物も、逃げる人もおかまいなしに。

　すでにビル街だった場所は瓦礫の山に変わっていた。倒れたビルがまた隣のビルを倒し、散さん々ざんな有あり様さまになっている。これを修復するのに何年かかるか。

　ヒーローが現れたときのマニュアルに従い、一般人が全員逃げているのがせめてもの救いか。

「オーッホッホッホッホ！　ブラック・バンディットォ！」

　名を呼びながら、今度はサーベルで刺してくる。

　それを避けると、背中の壁で爆発が生しようじた。どうやらアルタイルに乗った状態だと、攻撃した箇所が爆発するようだ。これはアルタイルの身体からエネルギーをもらっているからだろう。

「――スーツに着られてやがるな」

　これではどこぞの科学者と一緒ではないか。

　ああいう正義漢気取りが、結果として悲劇を生むのだ。

「コッペ！」

　逃げながら、抱きかかえたままのコッペに呼びかける。

「いま、アルタイルが悪いことしてるな！」

「う、うん……」

　小脇に抱えたコッペも悲しそうな顔。

「んで、コッペはアルタイルの友達だよな！」

「うん！」

「だったら止めてこい！　友達を助けるのも、友達のすべきことだ！」

　と、Ｑ三郎はコッペをその場に置き、来た道を引き返した。

「オラァッ！　このクソガキィ！」

　そのまま追いかけてくる薔薇の騎士に向かって跳んだ。迎げい撃げきしようと槍を振るう薔薇の騎士。しかしＱ三郎はあえて逆さからわなかった。

　槍がＱ三郎の肩に突き刺さる。

「いっ……てぇな！」

　空中で刺さった槍を持ち、ひねった。

「きゃっ！」

　バランスを崩した薔薇の騎士がアルタイルから落ちる。倒れた薔薇の騎士に馬乗りになるＱ三郎。薔薇の騎士もマウントポジションを崩し、Ｑ三郎を迎え撃つ。

『キリオ！』

　アルタイルが倒れた薔薇の騎士に注意を払った時、

「わあああああっ！」

　コッペがアルタイルに殴りかかった。













　ぶつかった衝撃で瓦礫が吹き飛んだ。デイストーンを核とする者同士が殴りあっただけで、爆弾級の衝撃波を生むのだ。

『コッペ！』

　アルタイルの脚が、コッペを弾き飛ばす。

「あるたいるっ！　かちょーいじめないで！」

　またコッペがアルタイルに向かって走り出す。

『そっちがその気なら……僕も、本気を出すよ！』

　道路のど真ん中で、アルタイル――馬と馬車が融ゆう合ごうしている。まるで水銀が混ざり合うかのように、馬の身体が馬車に吸い込まれていく。

「アルタイル……本気を出すのね」

　マウントから脱出し、Ｑ三郎と睨み合っていた薔薇の騎士がつぶやいた。

「どういう原理だ？」

　本当に興味本位で呟いたＱ三郎に、

「もともとアルタイルはひとつの機械だったの。それを役割ごとに分離させたのが、馬と馬車。合体するんじゃなくて、分離した身体が元に戻る――身体の液体金属が元の形を思い出すの」

　薔薇の騎士が親切に答えてくれた。

「液体金属!?　それにしちゃ、堅かたすぎねーか？」

「デイストーンの力で作った、新型よ」

　それは人型――に見えなくもなかった。二本の足で地面に立ち、両手には人間のように五本の指がついている。しかし頭は馬のそれだった。身長三メートルを超す馬頭の巨人が道路からこちらを見上げていた。

「……なんでまた、あんな形に」

「それはあたくしにもわからない。おそらくは――デイストーンの意志よ」

「デイストーンの意志？」

　聞き返してから、その言葉の深い意味を考えるＱ三郎。

　もしもデイストーンに意志があるのだとすれば――

　Ｑ三郎が考え込んでいる横で、コッペはじっとアルタイルを見ていた。

「あるたいる……」

『コッペ！』

　アルタイルがジャンプした。その衝撃だけで地面がめくれ上がった。とんでもないポテンシャルである。

「あるたいる！」

　コッペも跳んだ。

　全身を真っ赤に光らせ、真っ向からアルタイルに殴りかかる。

　Ｑ三郎は止めようとし、そしてやめた。

　赤く光るコッペはＱ三郎のもっとも嫌うもの。

　コッペは普通の人間として育てたかったから、なんとしてでもこのモードだけは発現しないように注意していたのだ。

「わあああああっ！」

　だが、コッペは泣いていた。

　目に光が宿っていた。理性があるのだ。

「うわぁぁぁぁんっ！」

　アルタイルを殴ったコッペ。吹き飛び、ビルの壁面に叩きつけられるアルタイルを追って、コッペは地面に一度降り、再度跳躍してアルタイルの腹を殴る。人間とリスくらいの体格差をものともせず、コッペはアルタイルを攻撃する。

「あるたいるの、ばかぁぁぁっ！」

　コッペの拳が、アルタイルの胴にめり込んだ。アルタイルは崩れたビルの中にさらに押し込まれる。

　遠くの方からようやく消防車の音が聞こえてきた。ビルの中の人間は、Ｑ三郎がブラック・バンディットに変身した時点で逃げているから安心だが……。

『コッペ！　邪魔しないで！』

　全力で筋肉を盛り上げた１号の身体よりも太い腕がコッペを摑つかみ、振り回したあと思いきり投げつけた。音速並みの速さで飛んだコッペの身体。しかし向かい側のビルの壁面に叩きつけられると誰もが思ったその瞬間、コッペは壁面にふわりと着地した。まるで重力法則を完全に無視したかのようなその挙動に、アルタイルですら目を剝むく。

「ばかぁぁぁぁ！」

　壁を蹴り、またコッペが飛ぶ。今度はアルタイルも避けた。弾丸のようなコッペが自分に到達する前に、地面を蹴って高く空に飛ぶ。その巨大な身体でどうやったらその速度が出せるのか、まったくもって不明だ。

　舞台が空に移っても、やることは同じだった。高く飛ひ翔しようしながら殴り合うコッペとアルタイル。

「止めるの？」

　薔薇の騎士が聞いてくる。

「いや……俺も最初は止めた方がいいと思ったんだけどな」

　Ｑ三郎は手をかざして上空の戦況を見る。コッペのパンチがアルタイルの顔面に当たり、直後、アルタイルの後ろ足がコッペを吹き飛ばしている。

「コッペがあれだけ全力出しても平気な相手って、そういないからな……」

「子どもの自慢かしら？」

「いや、そうじゃなくて……なんつったらいいのかな……」

　言葉を探すＱ三郎。

「コッペにだってストレスがあるからな。特にあいつは怒るとヒーローでもそうそう止められねぇ。アルタイルだってそうだろ？」

「そうよ。そうだけど……」

「だから、こうやって溜たまったストレスをケンカって形で発散できる相手がいるってことはいいなぁ、って、そう思っただけだよ」

「そうかしら……？」

　悩む薔薇の騎士を尻目に、Ｑ三郎は跳躍する。ビルからビルへ飛び移り、コッペたちに近づく。そこではコッペとアルタイルのパンチで生じた衝撃波が吹き荒れていた。

「おめーも一緒だ。溜まってるんだろ、ストレス？」

「なっ……!?」

　Ｑ三郎は瓦礫の上で立ちつくしている薔薇の騎士に笑いかけた。

「今、一瞬だが、素すのおめーが見えたな。本当はある程度、感情を抑よく制せいできんだろ？　だけどあえてスーツの力に逆さからわねぇ。スーツのせいにしちまえば楽だからな！」

「ふざけないで！　そんなこと関係ないでしょ!?」

　折れたサーベルを投げ捨て、鞭を取り出す薔薇の騎士。

「まぁな。結果として俺達をブチのめせれば、性格なんて関係ないもんな」

「うるさいっ！」

　鞭がＱ三郎の腕に巻き付く。スーツ越しなのに、千ち切ぎれそうなほど締しめつけられている。このままだと腕がなくなる。

　が、Ｑ三郎は勝利を確信していた。

　――迷ってやがる。

「おまえも、学校やヒーローの仕事でイライラがたまってんだろ。別に恥ずかしい事じゃねぇよ。誰だって鬱うつ憤ぷんばらししたい時はある。俺だってそうだ。だが――関係ないヤツまで巻き込んだとあっちゃあ、ヒーローとしてどうよ？」

　今度はＱ三郎が鼻で笑う番だった。

「うるさぁいっ！　あなたにあたくしの――」

　鞭を振り上げると、Ｑ三郎の身体が宙に舞う。空へ跳ばせて、身動きが取れなくなった所を何かの武器で攻撃するつもりなのだ。

「へっ……ガキが！」

　Ｑ三郎の向きが空中で変わった。

　靴の底に取り付けられた火薬を爆発させたのだ。本来、キックした相手を爆発させるために使う攻撃手段で、移動用ではない。しかし空中で方向転換するくらいならばできる。ものすごく用途が限られた武装だった。

　空中のＱ三郎が、薔薇の騎士に向かって拳を構える。

「ガキはガキらしく、素直にダダこねてろ！　スーツのせいにすんな！　おまえの――速はや水みキリオの言葉でぶつかってこい！」

「私の――私のことなんて、放ほうっておいてください！」

　薔薇の騎士も鞭を捨て、拳でブラック・バンディットに殴りかかる。

　赤と黒の拳が交こう錯さくした。

　薔薇の騎士の拳がＱ三郎の顔面を打ち据え、天高く吹き飛ばした。

「が――」

　強かった。やはり真まっ向こう勝負でヒーローにかなうはずはなかった。

　数メートルほど上昇した後、地面に落下する。ビルの屋上から落ちた時ほど痛くなかったが、それでも殴られたダメージは大きかった。

「さすが……ヒーロー……」

　片膝かたひざをつき、立とうとするが、やっぱりムリだった。少なくともすぐには反撃できない。そうなれば負けは確定。万事休すだ。

　しかし薔薇の騎士はいつまでもその場に立ちつくしていた。

　倒とう壊かいしたビルの上で、自分の拳を見つめている。

「……初めて……拳で誰かを殴ったわ」

　つぶやく薔薇の騎士。

「そうかい」

「けっこう、スッキリするものね」

　そうして笑う薔薇の騎士は――清すが々すがしい笑顔だった。皮肉っぽい微び笑しようや、高たか飛び車しやな哄こう笑しようとは違う、初めて見る速水キリオの笑顔だった。

「ありがと。あんたの勝ちでいいわよ」

　そう言って、昼下がりの空を見上げる薔薇の騎士。

　まだコッペとアルタイルが喧けん嘩かしていた。

　そうだ。こっちはデイストーン活性化装置の在処ありかもわかり、最初から目的のない、いわばプライドをかけたケンカだったのだが、向こうは限度を知らない子ども同士のケンカだ。誰かが止めないとまずい。

「おーい、おまえら！　そろそろやめろ！」

　大きな声で呼んでみるが、返事はない。

　そこで小さな声で、

「コッペ。アイス食べたくないか？」

「あいす！」

　音速で戻ってきた。

　コッペが腹にタックルした衝撃で、Ｑ三郎は五メートルほど吹き飛んだ。もんどり打って倒れるＱ三郎の腹にコッペが乗っている。

「コッペ……暴れすぎだ。少し落ち着け」

「あぅ……」

　ようやく周りを見る余裕ができたコッペ。穴あなの空あいたビルや、最上階が欠けたビルや、完全に倒壊したビルなどを見て、ようやく自分のしでかしたことに気づく。ほとんどは薔薇の騎士の仕し業わざだが、一部はコッペも手伝っている。

「ごめんなさい……」

「ったく」

　ごちん、とコッペの頭にゲンコツを見舞った。ケンカを推すい奨しようしたことはしたが、やっぱり怒らなくてはダメだ。

　それでも。

　コッペが理性を保たもって戦ったこと、Ｑ三郎や幼稚園の友達を守るために力を使ったことは、心に留とめておこうと思った。

　力を抑制せず、誰かのために使う――Ｊ助の言っていた言葉の意味がわかりかけてきた。

『ご、ごめんなさい……』

　コッペの隣にアルタイルが降り立ち、しょんぼりと頭を下げた。三メートルほどの巨体がしょんぼりすると、かなり見み応ごたえがある。

「おまえはあとで薔薇の騎士に怒ってもらえ」

『うん……』

　その時、近くでタイヤが地面を擦こする音が聞こえた。

　見ればボンジュールアイスのバンとサタンが並んで止まっている。

「課長！」

　バンから降りてきた２号が、こちらに手を振っていた。あの様子から見るに、ライトドライバーの足止めは成功したのだろう。

「おう」

　ビルから飛び降り、地面に着地するＱ三郎。

「派手にやってくれたな、ブラック・ブリッツ……」

　２号の後ろには、拳を震わせるライトドライバーがいた。

「待て待て待て、半分はあいつらの仕業だ！」

　親指で薔薇の騎士とアルタイルを指さすＱ三郎。だがライトドライバーもだいたいの事情はわかっているのだろう。怒っているだけで攻撃はしてこなかった。

「あれ……どうなったんスか？」

　３号に肩を貸してもらいながら、１号が歩いてきた。彼にしてみれば馬車を持ち上げてからの記憶がないのだから、それは驚くだろう。

　やがて薔薇の騎士も地上に降り、あたりはブラック・ブリッツとヒーローたちが仲良く並ぶ、異様な光景になった。

　とはいえ、ヒーローとブラック・ブリッツが揃ったのだ。ここでもう一度戦闘が始まっても、まったくおかしくない。事実、ライトドライバーは拳を構えているし、薔薇の騎士もサーベルを手にしている。

　ヒーロー達にしてみれば、今日一日生活課に遊ばれ続けたようなものだ。

「またお前らに出し抜かれたのかよ……」

　毒づくライトドライバー。

「弁当が手に入ったじゃねーか」

「完全にバカにされてるわよね、あたくしたち……」

　Ｑ三郎の言葉に、再び怒りが燃える薔薇の騎士。

「欲しいならやるぞ。あ、かたっぽはコッペのだからな」

「もう片方は？」

　反射的に訊く薔薇の騎士。

「Ｐ子が作った弁当なんて、いらねーよ」

　あまりに正直すぎる発言をＱ三郎がすると、

「うげ、それＰ子が作ったんスか!?」

「そりゃいらねーべ」

「コッペちゃんが食べないうちに処分した方がいいかもしれませんね……」

　これまた正直に同意する生活課。

「ちょっとあんたたち！」

　その態度を見て、薔薇の騎士の怒りがさらに増した。

「女性が作ったお弁当に対して、どーいうコトよ！　そのＰ子って人が、コッペちゃんのために一生懸命作ったんでしょ!?　これだから男は！　いつもいつも女のことをお弁当作る道具か何かだと思っているのかしら!?　そんなだからいつまでたっても……！」

「いや、その女性の権利を守ろうとする気持ちはとても立派だと思うんだが、できれば別のことに使って欲しいな、と……むしろコッペを想うなら、なにもしないで欲しいと……」

「ふざけんじゃないわよ！　アタシは女性をないがしろにするヤツは許さないわ！」

　サーベルで斬りかかってくる薔薇の騎士をなんとか制し、

「だったらお前が食えよ！」

　Ｑ三郎が叫ぶ。

「なんですって？」

「Ｐ子の気持ちを無む駄だにしたくねーんだろ!?　だったらおまえが食えば、誰かに食べて欲しいっていうＰ子の気持ちは無むにならないだろ！」

「いいわよ！　食べるわよ！　食べてみせるわよ！」

　そう言って薔薇の騎士はサーベルを捨てた。

　腰まで届く長い髪をかきあげ、黒い箱を開け、中に入っていた箸はしを取り上げる。

「いただきます！」

　弁当に対して軽く礼。

　そして、食べた。

「…………」

　倒れた。







「もしもし、すぐに救急車一台。えーと、すぐ近くのＤデイーＤデイー研究所の医務課へ回してやって。ああ、車くるま崎ざきトオルの名前出せばＯＫだから。なに、救急車が出せない!?　道が瓦礫でふさがれてる……あー、そうか。じゃしょうがねぇ」

　携帯電話の電源を切ると、ライトドライバーこと車崎トオルは倒れて動かない速水キリオの身体を持ち上げると、サタンの中へ放り込んだ。

「じゃ、俺はこいつ届けてくるから。あとは好きにやってくれ。ただしこれ以上、俺の前で悪さしたら、ただじゃおかねーからな！」

　捨すて台詞ぜりふを吐はいて、サタンに乗ったライトドライバーは去っていった。コッペが絡むと、あのヒーローも甘くなるようだ。

『コッペ』

　残ったアルタイルが、鼻先をコッペにすり寄せる。もう馬と馬車に分離していた。

『ごめんね』

「こっぺも、ごめんね」

　殴り合ってストレスを発散したのだろう。しょぼくれて謝るコッペだが、その顔は先程よりもスッキリしていた。

『じゃあ、僕はキリオの病院へ行くから……』

　歩き出すアルタイルの脚を、コッペが摑んだ。

「おべんとうは？」

『え……？』

「せんせーと、やくそく」

『うん。あとで必ず行く。約束したからね』

「こっぺ、まってるね！」

　小さくうなずいて、アルタイルは大きく跳んだ。馬車ごと車を飛び越えて、病院までの道を走る。馬車も一緒なのに、車と車の間を綺麗に避けていた。

「つーか、最初から薔薇の騎士にアレ食わせとけばよかったんじゃないスか……？」

　顎あごをなでる１号に、

「いや、まさかヒーローですら倒せる威い力りよくだとは思わなかったからな……」

　軽く震えるＱ三郎。

　そこへボンジュールアイスのバンがやってきた。今は３号が運転している。

「課長、そろそろ行くべ！　お昼もうすぐ終わっちまうだ！」

「おう！」

　これからコッペを幼稚園に送り届けなければならない。お弁当も一緒にだ。

　その際、先生には思いっきり謝らなければならない。コッペを普通に育てるといっておきながら、アルタイルと全力でケンカさせてしまったのだから。

　その後はＳＴ支部に顔を出す。Ｊ助たちを助けに行かなければ。

「コッペ、今日は大変だったな」

　Ｑ三郎がコッペの頭をなでる。

「こっぺ、いっぱい、ごめんなさいした……」

「そうだな。まったく――」

　頭をなでる強さを増し、髪が逆立つくらいに掻きむしる。コッペが笑い始めた。

「誰に似たんだか」

　Ｑ三郎の問いに答えられる者は、誰もいなかった。
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　ＳＴ支部の状況は、話には聞いていたがこれほどひどいものだとは思わなかった。ボンジュールアイスのバンが基地にたどり着いた頃には、偽ぎ装そうされたＢＢ団の車がたくさん集まっていた。全国の支部から駆けつけたようだ。

　中に入ってみると、デイストーン活性化装置のおかげか、わずかに活気が見受けられた。怪我人が回復に向かっているはもちろんのこと、自分の仕事に戻っている者もちらほら見受けられる。しかし崩れた瓦礫や、破壊された扉とびらを修復している者がいるところをみると、支部の機能はまだ完全には回復していないことがわかる。

　Ｑ三郎はまっすぐに医務室を目指した。たぶん、あそこで眠っているはずだ。

「おーす」

「あ、Ｑ三郎さん！」

　中ではＪ助が一人で働いていた。汗だくになった顔を白衣の袖そでで拭ぬぐい、きびきびと注射器で採血などしている。

「来てくれたんですか!?」

「……他の奴らはどうした？」

「となりの部屋で寝てます。少し働きすぎたみたいで」

「そっか」

　と、Ｑ三郎は持ってきたビニール袋を見せる。

「これ、みんなで食え」

「うわあ、ありがとうございます！」

　ビニールの中には駄だ菓が子しがいっぱい。全部Ｊ助の好物だった。

「にしても、おまえ元気だなー」

　あきれ果てたＱ三郎に対抗するように、Ｊ助は腕まくりをしてみせる。

「デイストーンからエネルギーが供給されるようになりましたからね！　どんな機器でも自由に使えるってわかっただけで、嬉しくてもう！　速そつ効こうで全員治してあげましたよ！」

「全員？」

「とりあえず、緊きん急きゆう治ち療りようが必要な人はあらかた。あとは個人の回復力次第ですかね」

「うそつけ。ひとり残ってるじゃねーか」

　Ｑ三郎はＪ助の小さな身体を持ち上げ、手近なベッドに放り投げた。

「うわぁっ！」

　ベッドに倒れ込んだＪ助。起きあがろうとしたら、腰こしが抜けてしまった。

「寝てろ。あとは俺がやる」

　腕まくりをするＱ三郎に、Ｊ助は溜ため息いきをつく。

「かなわないなぁ、Ｑ三郎先輩には……」

「今までよく頑張ったな。さすがＪ助だ」

「はい……」

　そのままＪ助は寝入ってしまった。よほど疲れがたまっていたのだろう。死んだように眠るのを確認してから、Ｑ三郎は医務室を見回した。

「さて、もう一働きするか。昔の血が騒ぐぜ。俺はＪ助と違って、優しい治療なんかできねーからな。覚かく悟ごしとけよ」

　楽しそうに笑うＱ三郎を見て、医務室にいた患者かんじや全員がふるえあがったという。

「ん？」

　Ｊ助の隣のベッドに寝ているＰ子を見つけた。

　ずっと徹夜で働き続けてきたのだ。デイストーン活性化装置を渡した瞬間に緊張の糸が切れたと見える。

「むにゃ……らいじょ～ぶ、Ｑ三郎先輩が～……っと来ますら～……」

　誰に言っているのか、嬉しそうな顔で寝言をつぶやいていた。

　Ｑ三郎は少し笑い、Ｐ子の鼻をつまむ。

「Ｊ助といいこいつといい、加減ってモノを知らねーのか」

　そしてＰ子の布団ふとんをそっと直すと、患者達の群れに飛び込んでいった。
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　昏こん睡すい状態の速水キリオが搬送はんそうされた病院へ一緒に行き、命が助かったのを確認して安心した頃には、もう時刻は一時。お昼の時間は過ぎている。

『うう……』

　幼よう稚ち園えんの門の脇で、右う往おう左さ往おうしているアルタイル。きっともうお弁当は食べ終わっているだろう。だとしたら来た意味がない。

　でも、先生と約束したのだ。

「あー！　アルタイルだー！」

　そんな声が聞こえた。幼稚園の中からだ。

　もう見つかった、と門からひょっこり顔を見せると、中の広場にコッペとクラスメイトが待っていた。広場に敷しかれたブルーシートの上にお弁当を広げて、アルタイルに手を振っている。

「あるたいる！」

　コッペが抱きついてきた。

　先生も笑顔で手を振っている。

『コッペ……みんなも』

「遅いよ、アルタイル！」

「おなかへったよー！」

　口々に文句を言う子ども達。だけど、みんなお弁当には手をつけていなかった。全員がアルタイルを待っていたのだ。

『……ごめんね、お待たせ』

　頭を下げて、心から謝あやまった。

　そして、

『待っててくれて、ありがとう』

　いっぱいの気持ちを込めて、言った。

「それじゃ、アルタイルくんもこちらへいらっしゃい。みんなで食べましょうね」

　手招きする先生。広いブルーシートのはじっこまで歩くと、待ちかねたとばかりに子ども達がお弁当箱を開けた。

「コッペちゃんの、おいしそー！」

「これ、かちょーとぴーこがつくってくれたんだよ！　でもユカちゃんのもおいしそー！」

「あとでおかず交換しようね！」

「うん！」

　みんなニコニコ笑いながら、お弁当を見せ合ったりしている。

　食べる前から、和なごやかな雰ふん囲い気きに包まれていた。

「はい、それじゃみんな手を合わせて――」

　子ども達が手を合わせるのを真ま似ねして、コッペも手を合わせる。アルタイルは馬なので、小さく頭を下げた。礼のつもりなのだろう。

「いただきまーす！」

　声を合わせて、元気よく言った。

　そして楽しいお弁当タイムが始まる。コッペもアルタイルも、今までで一番楽しい昼食になりそうだった。

　余談だが、アルタイルはニンジンも食べられた。
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　あれだけ苦労した甲か斐いあって、デイストーン活性化装置はその力を遺い憾かんなく発はつ揮きした。破は壊かいされ、粉こな々ごなになったＳエスＴテイー支し部ぶのデイストーンをかき集めて装置にかけたところ、元のデイストーンの八割のエネルギーが出るようになったのだ。残りの二割が痛いが、ゼロよりははるかにマシだ。現在、その二割を埋うめる策を考案中である。

「こんちわー！」

　数日間の休暇を経へて、すっかり元気になったＪジエイ助すけが生活課のドアを叩いた。肌にもツヤが戻り、完全回復といったところか。ちなみにＳＴ支部の患者かんじや達も、一寝入りしたあと瞬またたく間に治したそうだ。

「おー……」

　対するＱキユー三ざぶ郎ろうは机に突つっ伏ぷして、病人のようにグッタリしていた。連日の徹夜がたたって、まるで元気がない。

「……だいじょぶですか？」

「医者ならそのくらい診しん断だんしろよ」

「寝てください」

「できたらやってるっつの。Ｊ助、コーヒー淹いれてこい」

「はいはい」

　白衣の袖そでをまくって、汚れたキッチンに向かうＪ助。

「あ、私の分もお願いＪ助……」

　Ｑ三郎の隣で、同じようにグッタリしているＰピー子こがヨレヨレと手を挙あげた。

「わかってるよ」

　ヤカンに火をかけ、カップを手早く洗う。

　並んだカップの名前を見て、Ｊ助は気づく。

「生活課の方達はどうしてるんですか？」

「１号は薔ば薇らの騎き士しに蹴けられた腰こしの治ち療りよう、２号はライトドライバーと一緒に破は壊かいされた町の復ふつ興こう手伝わされてる。コッペが壊した分な」

「３号さんは？」

「俺の代わりに働いてる」

「ひょっとして、一番の貧びん乏ぼうクジって３号さんじゃないですか？」

「俺は全員分のデスクワークやってるんだ。どっちも似たようなモンだろ」

　ヤカンの火を見つつ、Ｊ助が手近な椅い子すに座すわる。

「こないだは、本当にお世話になりました。ありがとうございます」

　丁てい寧ねいに頭を下げるＪ助に、

「こーいう時だけは殊しゆ勝しようだな、おまえもＰ子も」

「私はいつも殊勝ですよー」

　頰ほおを膨ふくらませるＰ子。

「でも、今回の作戦が成功したのはＱ三郎さんのおかげです。本当に助かりました」

　Ｐ子も頭を下げた。

「元はといえば、おまえのドジから始まった事件だけどな」

「結果的にコッペちゃんも巻き込んじゃいましたしね……力も暴走させちゃったし」

「あ、そうそう」

　しょげているＰ子を尻目に、Ｊ助が手を叩たたいた。

「ちょっと気になったことがあったんだ」

「ん？」

「コッペちゃんの暴走で思い出したんだけど……」

　Ｊ助が話そうとした時、ヤカンが鳴りだした。

　慌あわてて火を止めに行くＪ助。

　ここのコンロは改造されているのか、あっという間に湯が沸わくのだ。しかもコッペに簡単に操そう作さされないよう、裏技のような操作が必要だという。

　人数分のコーヒーを淹れて、再度座り直すＪ助。

「ふう。ここのコーヒー豆はいつもうまいね。Ｑ三郎さんのブレンド？」

「いや、今日のは食堂のおばちゃん」

「あの人、なんでも作れるね……すごいな」

　心から感心して、Ｊ助は話し始める。

「ＳＴ支部のことなんだけど。結局、デイストーンは完全に停止していたんだよね」

「おう。それでおまえ達が死にそうな目にあったんだったな」

「いや。そうでもないんだ」

「？」

　話の見えないＱ三郎とＰ子。

「ホントは、たぶん死んでた。間に合わなかったはずなんだよ」

「どーいうことだよ？」

「デイストーンのエネルギーが完全になくなって、患者たちも危険な状態だった。僕も体力的にも肉体的にも限界だった。デイストーンのせいでなった病気の治療に、デイストーンが必要ってのも皮肉だけどね」

　コーヒーを一口飲んで、Ｊ助は続ける。

「だけど、どういうわけだか、途中からデイストーンがわずかにエネルギーを取り戻したんだ。もうダメだってみんなが思った時に、いきなり、なんの前まえ触ぶれもなくだよ？」

「デイストーンが生き返ったみたい……そんな感じ？」

　Ｐ子の問いにうなずくＪ助。

「デイストーンも、それを操作する機械も壊れてたんだ。だけどデイストーンから発せられた力は、電気をくれたり、人のキズを治したり、僕たちがその時本当に欲しがっていたエネルギーをピンポイントでくれたんだ」

「つまりおまえはアレか？　デイストーンが自分の意志で助けてくれたって言いたいわけか？」

「うん、そう。そうとしか思えない」

「そっか……」

　確信を持って話すＪ助に、Ｑ三郎はうなずく。

「まぁ、ない話じゃないな。っていうより、それはある」

「え？」

　腕組みをして考えるＱ三郎の話を、今度はＪ助が聞く番だった。

「コッペだってデイストーンが動力源だ。それなのに人間と同じ意志がある。アルタイルだってそう。これはデイストーンの為なせる業わざとしか考えられねーだろう」

「Ｑ三郎さん……」

　Ｐ子が何か言いにくそうにしている。

　そんなＰ子を慮おもんぱかってか、

「まぁＰ子が何を隠したがってるのか知らねーが、いずれどこの研究所でもバレるぞ。デイストーンは生命体だってな」

「ううう……」

　ズバリと言ったＱ三郎に、Ｐ子の肩かたがさらに落ちた。

「だが、それを知ったら正義のヒーローはどんな反応をするかな」

　Ｑ三郎は真剣な目で考えている。

「今まで人間が便利な道具だと思っていた石ころに、命があるなんてわかったら――パニックになるかもしれねぇ」

「そうだね。あるいは必死の隠いん蔽ぺい工作が行われるかも」

　Ｊ助も同意した。

　Ｐ子は無言だ。細い身体を抱いて、泣きそうな顔をしている。

「心配すんなＰ子。誰にも言ったりしねーよ。だが、いずれにせよデイストーンを完全に信じ切った時が、人類の最さい期ごなのかもしれねぇ。気は抜かない方がいいな」

　うなずき合うＱ三郎とＪ助。

「コッペにも――いつか何かが起きるかも知れないしな」

　最悪の状況は、常に考えておくのが科学者の仕事だ。――それでも、コッペに重大な変化が起きる未来なんて、Ｑ三郎には考えられっこなかった。
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　ＢビーＢビー団だん本部から遠く離れた、とある公園。

　そこでは若者が遊んでいたり、カップルがいちゃついていたり、サラリーマンがひなたぼっこしたりしている。

　そんな中、一頭の馬と馬車が公園の噴水前に現れた。ある者は驚き、またある者は久しぶりの出現に歓かん声せいを上げたりしている。

　その脚あしが止まったので、何事かと速はや水みキリオはアルタイルを触さわった。

「どうしたの、アルタイル？」

『ん――いや、なんでもないよ』

　アルタイルの背に乗っていたキリオは溜ため息いきをつき、

「元気ないじゃない」

『うん。僕は元気。キリオよりもずっと！』

「そうね……あのお弁当には、私も参ったよ」

　苦笑するキリオ。

「私もお料理そんなに得意じゃないけど、あれはちょっと……結局、五日間も入院しちゃったしね……」

『食べ物には気をつけないとね。キリオも勉強になったね』

「うん。私ももっとお料理頑張る」

　複雑な表情で決意するキリオ。

　ふと視線を巡めぐらせると、アルタイルが見ているものがわかった。

「あ、そういえば、もうすぐお昼ね」

　噴水の奥に立てられている時計は、十一時半を指していた。

　アルタイルの身体がわずかに強こわばる。

「いいわよ。行ってらっしゃい」

『えっ？』

「私、ここでお昼にする。しばらく動かないから、行ってきていいわよ」

『いいの？』

「いいに決まってるでしょ。お友達のためなんだから」

『……キリオ。ありがとう』

　キリオは苦笑してアルタイルから降りた。

　そして、近くにあったクレープの屋台まで歩いていく。もうアルタイルには目もくれない。

　アルタイルが走り出すと、キリオはクスクスと笑う。

「どうしたんですか？」

　クレープ屋の女の子が、そんなキリオに話しかける。

「いいえ。大したことじゃないんです。ただ、自分に子どもができるってあんな感じなのかなぁって、ふと思っちゃいました」

　笑うキリオを見て、店員が目を丸くする。

「お客さん、あんた……」

「あ、もちろんたとえ話ですよ！　私に子どもなんていませんから！」

　顔を真っ赤にしてパタパタと手を振るキリオを見て、今度は店員が苦笑した。
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「それじゃ、今日の歌は明日も歌いましょうねー。みんなで覚えて、一緒に歌えるようになるまで頑がん張ばりましょう」

「はーい！」

　ピアノのふたを閉じた先生。元気よく手を挙げる子ども達。

　そして、それに混じって小さく鳴くアルタイル。

「アルタイルも早く歌えるようになるといいね！」

　子ども達が口々にそう言った。

　身体が大きくて、やっとのことで教室に入ったアルタイルも、小さくうなずく。

『みんな歌上手だよね。僕、歌ったことないから……』

「あるたいるも、じょうずだよー！」

　コッペがアルタイルを元気づけた。

「うんうん、アルタイルくん、イイ声してるわよ」

　先生も笑顔で拍はく手しゆする。

「アルタイル、あそぼー！」

　歌の時間が終わると、子ども達が靴くつを履はき、窓の脇のドアから外に飛び出していった。みんなでアルタイルと遊ぶと約束をしているのだ。出入り口は、薔ば薇らの騎き士しが来た時に壊された窓を一部改造してドアを設置したもので、いつでもアルタイルと遊べるように、先生が工夫してくれたのだった。

　子ども達が全員アルタイルに乗り、コッペはアルタイルの頭に乗っていた。













『ちょっと、全員は厳きびしいよ……！』

　慌てるアルタイルを見て、

「あら、ごめんなさい」

　先生がアルタイルから降りた。

『先生まで僕に乗ってたんだ！』

　驚くアルタイルを見て、子ども達が笑う。







「アルタイルくんが厳しそうです」

　望遠鏡から顔を上げて、３号が無線に報告した。

「いや、もう無線使わなくていーから」

　３号のすぐ隣にいたＱ三郎も、わざわざ無線に答える。Ｑ三郎の隣では１号が集音機を構えており、さらにその隣の２号はビデオカメラを回していた。

「コッペちゃんもアルタイルも、すっかりなじんだッスね。よかったッス……ホントに良かったッス……」

　なぜか涙ぐむ１号にハンカチを差し出すＱ三郎。

「だけどよ。このまま行ったら、コッペが小学校に入って、中学校行って、高校、大学まで進むんだろ……先は長いぞ」

　未来のコッペはいったいどうなってるのか。Ｐ子のように騒がしい子になるのだろうか。しかしそうなったらやがてコッペにもいい人ができるのか。そして結婚したりするのか。

「待て待て待て！　俺はあんなどこの馬の骨ともしれんヤツにコッペはやらんぞ！」

　突然叫び出すＱ三郎。

「どこの馬の骨って、ありゃ、デイストーンの骨だべ。ちゃんと素す性じようが知れてるべ」

　２号のフォローも、フォローになってない。

「ていうか、アルタイルに嫉しつ妬としてどうするんですか……」

　３号にまでたしなめられてしまった。

「うるせぇ！　おまえらだって、コッペが将来変な男とつきあったらどうするんだよ!?」

「そりゃあ、我々、悪の組織ッスから」

　１号がニヤリと笑う。

　Ｑ三郎も言葉の意味に気づき、

「……そうだな。チャラチャラしたような男だったら、俺達全員で叩きのめしてやるか」

「んだ。コッペちゃんをたぶらかした罪を、その身体に刻きざみつけてやるだ」

　邪じや悪あくな笑いが幼稚園の門のあたりに立ちこめる。

「けど、俺が親だったら、お前らみたいな悪の組織とは絶対につきあわせないけどな」

「あん？」

　予期せぬ場所から声が聞こえた。

　声のした方、塀へいの上を見てみると――

「うわぁっ！」

　光の剣を構えたライトドライバーがいた。

「てめぇら、性しよう懲こりもなく幼稚園に近づきやがって……！」

　剣を振りかぶるライトドライバーを見て、Ｑ三郎は素早く命令を下す。

「撤てつ収しゆうだーっ！」

　蜘く蛛もの子を散らすように逃げる生活課。

「待ちやがれぇっ！」

　剣をブンブン振り回しながら追いかけるライトドライバー。

　こうしてこの町の昼下がりは、今日も平和だった。

　正義の味方も、悪の組織も、子ども達も、その平和な昼下がりをめいっぱい満喫まんきつするのであった。


おわり　　　










　あとがき




　ちーっす！

　田口仙年堂でございます！







　さて、年が明けて２００６年がやってまいりました！　新年第一弾は『コッペとＢＢ団』の２巻目をお送り致します！　冬休みも終わり、正月気分が抜けかかっている頃にコッペが巻き起こすドタバタ劇で再び気分を盛り上げていただければ幸さいわいです！

　今年はどんな年になるんでしょうかねぇ。去年がいろいろありすぎたので、たまには落ち着きたい――と思いつつも、やっぱり今年も忙しくなりそうです。みんなの声援が大きければ大きいほどヒマがなくなる仕し様ようになっておりますので。いや応援をヤメテって言ってるんじゃないですよ……。







　思い起こせば、去年はホントいろいろありました。

『吉永さん家ちのガーゴイル』アニメ化決定の知らせから始まったんでしょうなぁ。アニメに関しては観みるのが専門だったんで、作るほうは全然わからなかったですから。最初はどんなものになるのか全く想像がつかなかったんですけど、何度か打ち合わせをしている間に徐々にカタチが見えてきて。最近じゃ打ち合わせに行くのが楽しみになってきております。毎週ワクワクしながら京けい王おう線せんの車内でニヤついているので、見かけたら笑ってください。

　しかしアレですな。監かん督とく、脚きやく本ほん、作画、プロデューサー、音おん響きよう、その他いっぱいの人達が集まって何かを作るというのは、演劇をやっていた俺としては懐なつかしいものを感じます。一人じゃ絶対に作れないものを、大勢のスペシャリスト達が寄り集まって作り上げるっていうのは燃えてきますよ。ワクワクの原因はそれなのかも。まぁ俺はアニメに関してはなにもできないんですけどね。

　アニメについてもっと詳しよう細さいが知りたい方は、公式ＨＰが公開されているので、そちらにアクセスしてください！







　アニメ化に際して、サイン会なんてのもやりましたよ。こちらも生まれて初めての経験でした。最初は「俺のサインなんて誰が欲しがるんだ？」と思ってたんですけどねぇ……いやはや。始まる前に控ひかえ室しつで、担当Ｍ女史と日ひ向むかい悠ゆう二じさんと三人で「どうしよう、もしも二十人くらいしか来なかったら……」「そしたら全員で座談会でしょ」「この控え室のお菓子配っちゃってもいいですかね？」などと、すっげぇ後ろ向きな話をしていたのが思い出されます。

　ましてや控え室からサイン会場までの通路から、隣でやってた時し雨ぐ沢さわ恵けい一いちさんのサイン会が見えちゃってるモンだから、その人の多さに愕がく然ぜんとしちゃいまして。日向さんにサイン託して、俺だけ時雨沢さんのサイン貰もらいに行こうかと考えちゃったくらいです。

　実際はかなりのお客さんが来てくれたんですけどね。いや、嬉しい誤算でした。来てくれた方、本当にありがとう！　これからもヨロシク！







　まぁそんな感じで去年は生きておりました。

　年末は年末どころじゃない忙しさでしたけどね。アニメの仕事に加えて新刊の準備もありましたし。まぁこれは俺だけじゃなくて、どなたにとっても年末は忙しいものだと思っておりますが……。

　同居人が実家に帰ってしまったので、クリスマスは一人でもそもそと仕事しておりました。うちの同居人、脂あぶらっこいものが嫌いなのでケンタッキーが食べられず、生クリームが嫌いなのでケーキが食べられないんですよ。なのでここぞとばかりにケンタとケーキを帰って帰宅！　開かい封ふう！　いただきまーす！

　ケーキを床に落っことしました。

　失敗を笑う同居人もおらず、プレステにくっついた生クリームをティッシュで黙もく々もくと拭ふき続つづける俺。つけていたＴＶからは賑にぎやかなクリスマス特番。それでもクリームを拭き続ける俺。

　メリークリスマス……。







　とまぁネタに溢あふれた去年でしたが、今年は果たしてどんなことになるのやら……いや好きでやってるんじゃないんですよ。ただ俺の周りにはネタを呼び込む人がなぜかいっぱいいるんですよねぇ。同じ数だけ本を出版できればいいんですが。

　今年もガンガン本を出しますよー！　お客様を飽あきさせないようにがんばるつもりですっ！　俺の体力が尽つきるか、俺のささやかな人気が尽きるか――や、後こう者しやはあまり考えたくない……しかし前者だったら死ぬし……まぁ、ほどほどが一番かな。







　恒こう例れいのお礼！

　去年も本当にご迷めい惑わくかけました。今年もいっぱい迷惑かけるんでよろしくお願いします、担当Ｍ女史！

　いつもいつもカワイイイラスト、本当にありがとうございます！　作者がキャラに萌えるのは反則なのかと思いつつ、やっぱりコッペはカワイイです、はしもとしんさん！

　そしてファミ通文庫編集部の皆さん！　今年こそは痩やせるんで、見るたびにからかうのもうヤメテ……。

　アニメの制作委員会の皆様！　あなた方の努力を見ていると、こっちもやる気がわいてきます！　これからもよろしくお願いします！







　というわけで、次はガーゴイルの新刊をお届けしたいと思っております！　アニメも放映されるので、この波に乗らない手はありません！　でもコッペの方もよろしく！　いつかこっちもアニメ化されないかなぁ。

　読者の皆様、今年もコッペとガーゴイルをよろしくお願いします！


田口　仙年堂　　　

























著者

田口仙年堂

Sennendou Taguchi




『吉永さん家のガーゴイル』でおなじみのへっぽこ物書き。

子どもの頃から変身ヒーローに憧れていたが、大人になった今のほうがより変身願望が強くなっている。できることなら、デビュー時のスリムな自分に変身したい……。むしろダイエットに成功した方々は変身ヒーローより偉いと思う。ていうか改造人間でいいから誰か俺を変身させて……。










イラスト

はしもとしん

Shin Hashimoto




ある朝、はしもとがなにか気掛かりな夢から目を覚ますと、自分が布団の中で一人の大きな埼玉人に変わっているのを発見した……そんな変身体験（ただの引越しだ）を持つ当方ですが、田口先生と同じくダイエットにだけは成功した試しがありません。

よし、ちょっと体重減った！　お祝いに肉！　菓子！　ナイス！　ナイスリバウンド俺！（嘆息）
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